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・第 2 編は、調査結果の詳細であるため、第１編と同じグラフを掲載しているページがある。分析に

ついては第１編と同じ分析をしているところと、別の視点から分析しているところがある。 
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第第 11 章章  男男女女のの仕仕事事経経験験のの違違いい  

１１．．重重要要なな仕仕事事のの経経験験のの違違いいはは、、時時間間制制約約ででははななくく、、性性別別のの差差  

  

IT 企業・IT 関連のコンサルティング企業(以下、IT 企業とする)の一般社員において、重要な仕

事経験の例として、「あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書

を作成したことがありましたか」と「あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありま

したか」を尋ねた。 

インタビュー調査によれば提案書作成は、受注に直接つながる業務であるため、重要な仕事と

位置付けられている。また、提案書を作成するには、社外の関係者との調整、社内での複数回にわ

たる内容確認等、業務範囲が広く、１か月ほど深夜に及ぶ残業をしなければいけないこともあると

いうことである。 

インタビュー調査の段階では、育児をしていることが提案書の作成や社外との厳しい交渉といっ

た重要な仕事の経験ができない要因となり、育児を主にしているのが女性であるから、管理職にお

ける女性比率が低くなっているのではないかという仮説を立てていた。しかし、以下の調査結果から

は、子どものいない人たち、時間制約のない人たちにおいても、30 代になると重要な仕事の経験の

性別の差が大きくなり、このことが管理職における女性比率が低い要因の一つとなっていると推察

される。知識やスキルが明確であるはずの IT 技術職においても、仕事の与えられ方に性別の差が

あることが明らかとなった。 

 
((11))3300 代代でで女女性性はは男男性性よよりり提提案案書書作作成成をを経経験験ししてていいるる人人のの割割合合がが低低いい  
  

「あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことが

ありましたか」に対し、「よくあった」「時々あった」と回答した割合は、20 代、40 代では女性のほう

が男性より高いが、30 代、50 代では女性のほうが男性より低くなっている。「たまにあった」を入れ

ると、性別の差がもっと大きくなる。 

20 代で女性のほうが割合が高いのは、新入社員では女性のほうが優秀な人が多いという話を

人事の担当者から聴くことがあり、それが理由である可能性がある。４０代で女性のほうが割合が

高いのは、男性は提案書作成を経験し、キャリアを積み上げた人は管理職になっているため、管理

職になっていない一般社員の男性では、提案書作成を経験していない人が多いからではないかと

思われる。 

 

図表 2-1-1【IT 企業 一般社員】 年代（10 歳区切り）別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

 

(ｎ) (%)

男性 (58)

女性 (258)

男性 (179)

女性 (217)

男性 (369)

女性 (124)

男性 (464)

女性 (64)

20代

30代

40代

50代

よくあった

1.7

6.2

9.5

1.8

4.9

8.1

5.0

3.1

時々あった

10.3

9.7

15.1

9.7

14.9

15.3

11.9

9.4

たまにあった

22.4

13.6

20.7

12.9

17.6

18.5

15.9

9.4

なかった

65.5

70.5

54.7

75.6

62.6

58.1

67.2

78.1
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■■3300 代代前前半半ででもも、、3300 代代後後半半ででもも、、女女性性はは男男性性よよりり提提案案書書作作成成をを経経験験ししてていいるる人人のの割割合合がが低低いい  

年代区切りを 5 歳にして、年代別男女別に「あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取る

ためにお客様への提案書を作成したことがありましたか」に対し、「よくあった」「時々あった」と回答

した割合を見ると、30 代前半でも、30 代後半でも女性のほうが男性より低くなっている。「たまに

あった」を入れると、性別の差がもっと大きくなる。 

 

図表 2-1-2【IT 企業 一般社員】 年代（5 歳区切り）別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

＊「20～24 歳男性」「55～59 歳女性」はサンプル数が少ないため参考値 

  

■■子子どどももががいいなないい人人ででもも、、3300 代代ににおおいいてて、、女女性性ののほほううがが提提案案書書作作成成のの経経験験割割合合がが低低いい  
  

子どもがいない人について、年代別男女別に提案書作成の仕事経験割合を見たところ、「よくあ

った」「時々あった」と回答した割合は、３０代の男性で 23.3%、女性で 9.0％と 14.3 ポイント女性

のほうが低い。「たまにあった」を入れると、男性で 40.5％、女性 23.8％と性別の差がもっと大きく

なり、16.7 ポイント女性のほうが低い。 

 

図表 2-1-3【IT 企業 一般社員 子どもがいない人】 年代別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

  

(ｎ) (%)

男性 (8)

女性 (57)

男性 (50)

女性 (201)

男性 (74)

女性 (128)

男性 (105)

女性 (89)

男性 (153)

女性 (66)

男性 (216)

女性 (58)

男性 (217)

女性 (41)

男性 (247)

女性 (23)
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45～49歳
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2.0
8.0
8.1

1.6
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5.9
12.1

4.2
3.4
5.1
4.9
4.9

時々あった
25.0

7.0
8.0

10.4
18.9

9.4
12.4

10.1
12.4

16.7
16.7

13.8
10.1
9.8
13.4

8.7

たまにあった
37.5

10.5
20.0

14.4
21.6

14.8
20.0

10.1
20.3

16.7
15.7
20.7

18.0
7.3

14.2
13.0

なかった
37.5

82.5
70.0
67.2

51.4
74.2

57.1
77.5

61.4
54.5

63.4
62.1

66.8
78.0

67.6
78.3
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■■子子どどももががいいなないい 3300 代代前前半半ででもも、、３３００代代後後半半ででもも、、女女性性ののほほううがが提提案案書書作作成成のの経経験験割割合合がが低低いい  

  

  30 代の一般社員について、30 代前半と後半で、６歳未満の子どもがいる場合と子どもがいな

い場合で男女別に提案書作成の経験の割合を見ると、６歳未満の子どもがいる場合でも、子ども

がいない場合でも、３０代前半、30代後半ともに、男性より女性のほうが提案書作成の経験割合が

低い。（６歳未満の場合はサンプル数が少ないので参考値。） 

  

図表 2-1-4【IT 企業 一般社員 30 代前半】子ども状況別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

  
 

図表 2-1-5【IT 企業 一般社員 30 代後半】子ども状況別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 
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■■子子どどもものの有有無無でで比比較較すするるとと、、提提案案書書作作成成経経験験のの差差ははなないい  

  

一方、30 代女性について、同居している子どもがいる女性と同居している子どもがいない女性

の提案書作成の経験割合を比べると、同居している子どもがいる女性のほうが経験のある人の割

合がむしろやや高く、子どもがいることが提案書作成の経験を不可能にしているわけではないと推

察される。 

 

図表 2-1-6【IT 企業 一般社員 30 代女性】  

同居している子どもの有無別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

 

 
 

 

■■時時間間制制約約ががああるる場場合合ももなないい場場合合もも、、女女性性ののほほううがが提提案案書書作作成成のの経経験験割割合合がが低低いい  

  

30 代の一般社員について、「現在、家事、育児、看護・介護、疾病で勤務時間に制約があります

か」の回答別に提案書作成の経験割合を見ると、時間制約がある場合もない場合も、女性のほう

が提案書の作成を経験している割合が低い。 

 

図表 2-1-7【IT 企業 一般社員 30 代】 時間制約の有無別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 
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■職職位位別別にに見見ててもも、、女女性性ののほほううがが提提案案書書作作成成のの経経験験割割合合がが低低いい  

  男性より女性のほうが、管理職のみならず、係長・主任及び係長・主任相当職の割合も低いから、

女性のほうが提案書作成の経験割合が低いのかどうかを確かめた。 

係長・主任及び係長・主任相当職においても、一般従業員（役職なし）においても、女性のほうが

男性より、提案書作成の経験割合が低い。 

  

図表 2-1-8  【IT 企業 一般社員 30 代】 役職別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

 
 

 

 
  

   

【係長・主任及び係長・
主任相当職】 (ｎ) (%)

男性 (73)

女性 (51)

よくあった

12.3

2.0

時々あった

20.5

21.6

たまにあった

31.5

17.6

なかった

35.6

58.8

【一般従業員
（役職なし）】 (ｎ) (%)

男性 (106)

女性 (166)

よくあった

7.5

1.8

時々あった

11.3

6.0

たまにあった

13.2

11.4

なかった
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80.7
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■■発発注注元元別別にに見見ててもも、、女女性性ののほほううがが提提案案書書作作成成のの経経験験割割合合がが低低いい  

  

30 代の一般社員について、「Q10.あなたの業務はどこから発注されていますか。」に対する回

答（自社、ユーザー企業、親会社、元請け企業、一次請け、二次請け等企業）別に提案書作成の経

験割合を見た。 

自社や親会社から業務を発注されているほうがユーザー企業、元請け企業、一次請け、二次請

け等企業から発注されているよりも、顧客の意向に影響されずに仕事をアサインできるため、経験

の男女差が少ないのではないか、と仮説を立てていたが、自社や親会社から発注されている職場

であっても、女性のほうが提案書作成の経験をしている割合が低い。 

 

図表 2-1-9【IT 企業 一般社員 30 代】 発注元別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

 
 

 
 

 
＊「男性」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 
 

   

【自社】 (ｎ) (%)

男性 (71)

女性 (67)

よくあった

14.1

3.0

時々あった

9.9

7.5

たまにあった

25.4

14.9

なかった

50.7

74.6

【ユーザー企業】
(ｎ) (%)

男性 (86)

女性 (88)

よくあった

11.6

2.3

時々あった

22.1

13.6

たまにあった

23.3

11.4

なかった

43.0

72.7

【親会社】
(ｎ) (%)

男性 (21)

女性 (45)

よくあった

4.8

時々あった

23.8

17.8

たまにあった

28.6

11.1

なかった

42.9

71.1

【元請け企業】
(ｎ) (%)

男性 (35)

女性 (40)

よくあった

5.7

時々あった

22.9

12.5

たまにあった

17.1

15.0

なかった

54.3

72.5

【一次請け、二次
請け等企業】 (ｎ) (%)

男性 (35)

女性 (41)

よくあった

5.7

時々あった

20.0

4.9

たまにあった

14.3

14.6

なかった

60.0

80.5
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■■仕仕事事ののカカテテゴゴリリーー別別にに見見ててもも、、女女性性ののほほううがが提提案案書書作作成成のの経経験験割割合合がが低低いい  

  

  30 代の一般社員について、「SQ6.現在のお仕事のカテゴリーは何ですか。」に対する回答（企

画/コンサル、システム開発、ソフトプロダクト開発、運用、保守、技術支援、IT サポート）別に提案書

作成の経験割合を見た。 

どの仕事カテゴリーであっても、女性のほうが提案書作成の経験をしている割合が低い。 

 

図表 2-1-10【IT 企業 一般社員 30 代】 仕事のカテゴリー別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

 

 

＊「女性」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 

 

 

 

【企画、コンサル】
(ｎ) (%)

男性 (39)

女性 (35)

よくあった

17.9

8.6

時々あった

23.1

20.0

たまにあった

25.6

14.3

なかった

33.3

57.1

【システム開発】
(ｎ) (%)

男性 (107)

女性 (99)

よくあった

13.1

1.0

時々あった

15.9

8.1

たまにあった

20.6

16.2

なかった

50.5

74.7

【ソフトプロダク
ト開発】 (ｎ) (%)

男性 (40)

女性 (20)

よくあった

15.0

時々あった

10.0

20.0

たまにあった

22.5

10.0

なかった

52.5

70.0

【運用】
(ｎ) (%)

男性 (51)

女性 (61)

よくあった

7.8

1.6

時々あった

21.6

13.1

たまにあった

19.6

11.5

なかった

51.0

73.8

【保守】 (ｎ) (%)

男性 (47)

女性 (62)

よくあった

12.8

1.6

時々あった

21.3

11.3

たまにあった

17.0

14.5

なかった

48.9

72.6
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■企企業業規規模模別別にに見見ててもも、、女女性性ののほほううがが提提案案書書作作成成のの経経験験割割合合がが低低いい 

30 代の一般社員について、企業規模別に提案書作成の経験割合を見ると、「よくあった」「時々

あった」と回答した割合は、51人～300人以下と3,001人以上では、男性より女性のほうが低い。

301 人～3,000 人では、女性のほうが割合がやや高くなっているが、「たまにあった」と回答した人

を入れると、男性より女性のほうが割合が低い。特に、3,001 人以上企業規模では、性別で割合の

差が大きい。 

 

図表 2-1-11【IT 企業 一般社員 30 代】 企業規模別男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

 
 

 

 

 
  

【技術支援】 (ｎ) (%)

男性 (30)

女性 (35)

よくあった

6.7

2.9

時々あった

40.0

25.7

たまにあった

20.0

11.4

なかった

33.3

60.0

【ITサポート】
(ｎ) (%)

男性 (39)

女性 (56)

よくあった

7.7

1.8

時々あった

30.8

16.1

たまにあった

17.9

12.5

なかった

43.6

69.6

【企業規模
51人～300人】 (ｎ) (%)

男性 (41)

女性 (67)

よくあった

4.9

時々あった

17.1

9.0

たまにあった

14.6

10.4

なかった

63.4

80.6

【企業規模
301人～3,000人】 (ｎ) (%)

男性 (74)

女性 (82)

よくあった

5.4

1.2

時々あった

9.5

14.6

たまにあった

21.6

12.2

なかった

63.5

72.0

【企業規模
3,001人以上】 (ｎ) (%)

男性 (64)

女性 (68)

よくあった

17.2

4.4

時々あった

20.3

4.4

たまにあった

23.4

16.2

なかった

39.1

75.0
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■■提提案案書書作作成成とといいっったた重重要要なな仕仕事事ををすするる人人はは、、深深夜夜ままでで働働くくここととがが多多いい  

  

  男性一般社員においては、提案書の作成が「よくあった」人では、深夜まで働くことが「よくあった」

「時々あった」と回答した割合が最も高く、提案書の作成が「時々あった」「たまにあった」「なかった」

順に、深夜まで働くことが「よくあった」「時々あった」と回答した割合が低くなっている。 

 女性一般社員においては、提案書の作成が「よくあった」人と「時々あった」人では、深夜まで働く

ことが「よくあった」「時々あった」と回答した割合が高く、提案書の作成が「たまにあった」「なかっ

た」順に、深夜まで働くことが「よくあった「時々あった」と回答した割合が低くなっている。 

 

図表 2-1-12【IT 企業 一般社員 男性】 提案書の作成頻度別 深夜労働の頻度 
Q27_2 あなたは、この１年間に、納期に間に合わせるために、深夜まで働くことがありましたか。 

 

 

図表 2-1-13【IT 企業 一般社員 女性】 提案書の作成頻度別 深夜労働の頻度 
Q27_2 あなたは、この１年間に、納期に間に合わせるために、深夜まで働くことがありましたか。 

 
 

 

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

提提案案活活動動はは力力ののつつくく案案件件だだががハハーードド  

・力がつく案件はそれなりに負荷も高い案件で、お客様の要求難易度が高かったり、あとは提案活

動とかですかね。そういうところがやっぱりスキルがつきやすい案件だったりします。提案活動は

お客様側から「明日出せ」とか「今週中に出せ」ということがあるので、とても短時間勤務とかで

やれるものではなかったりしますね。競合がいて、コンペに勝たなきゃいけないので、その状況だ

と多少の無茶ぶりと言いますか、そんなのもあったりはします。私たちの上司とか、部長とか、他の

仕事も掛け持ちしながら、提案がある時期になると朝8時ぐらいから打ち合わせをして夜10時

11 時まで打ち合わせしている。土日も、いろいろとやり取りをしている。一ヶ月とか二ヶ月ぐらい

そんな状態が続くということもある。そのチームのカラーや何を担当しているかにはよりますけれ

ども、少なくとも提案活動などに携わるような技術職の管理職はかなりハードな働き方をしてい

ますね。そういうことをこなしながら、スキルを身につけるのは難しいなと思っています。（女性） 

 

  

(ｎ) (%)

よくあった (32)

時々あった (71)

たまにあった (92)

なかった (468)

よくあった

28.1

9.9

7.6

3.4

時々あった

15.6

35.2

18.5

10.7

たまにあった

25.0

21.1

29.3

17.5

なかった

31.3

33.8

44.6

68.4

(ｎ) (%)

よくあった (59)

時々あった (143)

たまにあった (189)

なかった (679)

よくあった

25.4

5.6

4.8

3.2

時々あった

23.7

35.0

14.3

9.4

たまにあった

25.4

24.5

39.2

20.8

なかった

25.4

35.0

41.8

66.6

Q28

あ
な
た
は
、
こ
の1

年
間
に
、
主
担
当
と
し

て
、
受
注
を
取
る
た
め

に
お
客
様
へ
の
提
案
書

を
作
成
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
か
。 

 

Q28

あ
な
た
は
、
こ
の1

年
間
に
、
主
担
当
と
し

て
、
受
注
を
取
る
た
め
に

お
客
様
へ
の
提
案
書
を
作

成
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
か
。 

 

第
2
編　
第
1
章　
男
女
の
仕
事
経
験
の
違
い

85



86 

 

((22))  3300 代代でで女女性性はは男男性性よよりり社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉をを経経験験ししてていいるる人人のの割割合合がが低低いい  
 

「あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。」に対し「よくあった」

「時々あった」と回答した人の割合は、年代別男女別に見ると、30 代で、男性では 25.2％である

が、女性では 8.3％と非常に低い。「たまにあった」を入れるとさらに性別の差が大きくなる。 

４０代で「よくあった」「時々あった」「たまにあった」の割合の男女の差が 30 代と比べると小さく

なるのは、提案書の作成の経験と同様に、男性は社外との厳しい交渉を経験し、キャリアを積み上

げた人は管理職になっているため、管理職になっていない一般社員の男性では、社外との厳しい交

渉を経験していない人が多いからではないかと思われる。 

 

図表 2-1-14【IT 企業 一般社員】 年代（10 歳区切り）別男女別 社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

＊厳しい交渉とは、想定外の納期・計画・価格等に関することや未経験の新しい技術に関することなどが含まれま

す。 

 
 

   

(ｎ) (%)

男性 (58)

女性 (258)

男性 (179)

女性 (217)

男性 (369)

女性 (124)

男性 (464)

女性 (64)

20代

30代

40代

50代

よくあった

1.7

2.3

7.3

2.8

3.0

4.0

2.8

1.6

時々あった

10.3

7.0

17.9

5.5

12.5

12.9

9.5

9.4

たまにあった

13.8

12.0

20.1

12.9

21.7

16.9

20.0

12.5

なかった

74.1

78.7

54.7

78.8

62.9

66.1

67.7

76.6
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■■3300 代代前前半半ででもも、、3300 代代後後半半ででもも、、女女性性はは男男性性よよりり社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉をを経経験験ししてていいるる人人のの  

割割合合がが低低いい  
  

年代区切りを 5 歳にして、年代別男女別に「あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をした

ことがありましたか。」に対し、「よくあった」「時々あった」と回答した割合を見ると、30 代前半でも、

30 代後半でも女性のほうが男性より低くなっている。「たまにあった」を入れると、性別の差がさら

に大きくなる。 

 

図表 2-1-15【IT 企業 一般社員】 年代（5 歳区切り）別男女別 社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

 
＊「20～24 歳男性」「55～59 歳女性」はサンプル数が少ないため参考値 

 

  

(ｎ) (%)

男性 (8)

女性 (57)

男性 (50)

女性 (201)

男性 (74)

女性 (128)

男性 (105)

女性 (89)

男性 (153)

女性 (66)

男性 (216)

女性 (58)

男性 (217)

女性 (41)

男性 (247)

女性 (23)

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

よくあった
12.5

3.0
9.5

2.3

5.7
3.4
2.0
3.0
3.7
5.2
2.8
2.4
2.8

時々あった
37.5

5.3
6.0
7.5

18.9
5.5

17.1
5.6
11.8
10.6
13.0
15.5

10.6
9.8
8.5

8.7

たまにあった
12.5

7.0
14.0

13.4
18.9

12.5
21.0

13.5
23.5

15.2
20.4
19.0

17.5
14.6
22.3

8.7

なかった
37.5

87.7
80.0
76.1

52.7
79.7

56.2
77.5

62.7
71.2
63.0
60.3

69.1
73.2
66.4

82.6
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■■子子どどももががいいなないい人人ででもも、、3300 代代ににおおいいてて、、女女性性ののほほううがが社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉のの経経験験割割合合がが低低いい  

  

子どもがいない人について、年代別男女別に社外との厳しい交渉の経験の割合を見たところ、

「よくあった」「時々あった」と回答した割合は、３０代の男性で 20.7%、女性で 9.0％と 11.7 ポイ

ント女性のほうが低い。「たまにあった」を入れると、男性で 39.7％、女性 21.9％と性別の差がも

っと大きくなり、17.8 ポイント女性のほうが低い。 

 

図表 2-1-16【IT 企業 一般社員 子どもがいない人】  

年代別男女別社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

 
 

 

■■子子どどもものの有有無無でで比比較較すするるとと、、社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉のの経経験験のの差差ははなないい  

  

一方、30 代女性について、同居している子どもがいる女性と同居している子どもがいない女性

の社外との厳しい交渉の経験割合を比べると、同居している子どもがいない女性のほうが経験の

ある人の割合がやや高いものの、ほぼ同等であり、子どもがいることが仕事経験を不可能にしてい

るわけではないと推察される。 

 

図表 2-1-17【IT 企業 一般社員 30 代女性】 

同居している子どもの有無別 社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

 

 
 

 

 

   

(ｎ) (%)

男性 (54)

女性 (245)

男性 (116)

女性 (155)

男性 (198)

女性 (67)

男性 (215)

女性 (47)

20代

30代

40代

50代

よくあった

1.9

1.6

4.3

3.2

2.0

4.5

2.8

2.1

時々あった

9.3

6.9

16.4

5.8

8.6

14.9

5.1

10.6

たまにあった

11.1

11.4

19.0

12.9

21.7

17.9

20.5

12.8

なかった

77.8

80.0

60.3

78.1

67.7

62.7

71.6

74.5

(ｎ) (%)

同居している
子ども有 (62)

同居している
子ども無 (155)

30代
女性

よくあった

1.6

3.2

時々あった

4.8

5.8

たまにあった

12.9

12.9

なかった

80.6

78.1
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■■時時間間制制約約ががああるる場場合合ももなないい場場合合もも、、女女性性ののほほううがが社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉のの経経験験割割合合がが低低いい  

  

30 代の一般社員について、「現在、家事、育児、看護・介護、疾病で勤務時間に制約があります

か」の回答別に社外との厳しい交渉の経験割合を見ると、時間制約がある場合もない場合も、女

性のほうが社外との厳しい交渉を経験している割合が低い。 

 

図表 2-1-18【IT 企業 一般社員 30 代】時間制約の有無別男女別社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

 
 

 

■■発発注注元元別別にに見見ててもも、、女女性性ののほほううがが社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉のの経経験験割割合合がが低低いい  

  

30 代の一般社員について、「Q10.あなたの業務はどこから発注されていますか。」に対する回

答（自社、ユーザー企業、親会社、元請け企業、一次請け、二次請け等企業）別に社外との厳しい交

渉の経験割合を見た。 

自社や親会社から発注されるほうがユーザー企業、元請け企業、一次請け、二次請け等企業か

ら発注されるよりも、顧客の意向に影響されずに仕事をアサインできるため、男女差が少ないので

はないか、と仮説を立てたが、自社や親会社から発注されている職場であっても、女性のほうが社

外との厳しい交渉の仕事経験をしている割合が低い。 

 

図表 2-1-19【IT 企業 一般社員 30 代】 発注元別男女別 社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

 

 

 

【30代】
(ｎ) (%)

男性 (39)

女性 (60)

男性 (140)

女性 (157)

時間の
制約あり

時間の
制約なし

よくあった

10.3

3.3

6.4

2.5

時々あった

30.8

5.0

14.3

5.7

たまにあった

17.9

13.3

20.7

12.7

なかった

41.0

78.3

58.6

79.0

【自社】
(ｎ) (%)

男性 (71)

女性 (67)

よくあった

5.6

1.5

時々あった

19.7

7.5

たまにあった

16.9

11.9

なかった

57.7

79.1

【ユーザー企業】
(ｎ) (%)

男性 (86)

女性 (88)

よくあった

10.5

4.5

時々あった

25.6

4.5

たまにあった

23.3

17.0

なかった

40.7

73.9
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＊「男性」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 

 

  

  

■■仕仕事事ののカカテテゴゴリリーー別別にに見見ててもも、、女女性性ののほほううがが社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉のの経経験験割割合合がが低低いい  

  

  30 代の一般社員について、「SC6.現在のお仕事のカテゴリーは何ですか。」に対する回答（企

画/コンサル、システム開発、ソフトプロダクト開発、運用、保守、技術支援、IT サポート）別に社外と

の厳しい交渉の仕事経験割合を見た。 

どの仕事カテゴリーであっても、女性のほうが社外との厳しい交渉の経験をしている割合が低い。 

 

図表 2-1-20【IT 企業 一般社員 30 代】  

仕事のカテゴリー別男女別 社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

 
 

 
 

【親会社】
(ｎ) (%)

男性 (21)

女性 (45)

よくあった

4.8

6.7

時々あった

23.8

8.9

たまにあった

14.3

13.3

なかった

57.1

71.1

【元請け企業】
(ｎ) (%)

男性 (35)

女性 (40)

よくあった

5.7

時々あった

17.1

7.5

たまにあった

20.0

7.5

なかった

57.1

85.0

【一次請け、二次請け
等企業】

(ｎ) (%)

男性 (35)

女性 (41)

よくあった

5.7

時々あった

8.6

4.9

たまにあった

25.7

7.3

なかった

60.0

87.8

【企画、コンサル】
(ｎ) (%)

男性 (39)

女性 (35)

よくあった

12.8

8.6

時々あった

23.1

11.4

たまにあった

30.8

14.3

なかった

33.3

65.7

【システム開発】
(ｎ) (%)

男性 (107)

女性 (99)

よくあった

9.3

4.0

時々あった

17.8

6.1

たまにあった

17.8

17.2

なかった

55.1

72.7
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＊「女性」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

【ソフトプロダクト
開発】 (ｎ) (%)

男性 (40)

女性 (20)

よくあった

7.5

5.0

時々あった

17.5

5.0

たまにあった

17.5

20.0

なかった

57.5

70.0

【運用】
(ｎ) (%)

男性 (51)

女性 (61)

よくあった

5.9

時々あった

19.6

8.2

たまにあった

19.6

9.8

なかった

54.9

82.0

【保守】
(ｎ) (%)

男性 (47)

女性 (62)

よくあった

10.6

1.6

時々あった

23.4

8.1

たまにあった

17.0

16.1

なかった

48.9

74.2

【技術支援】
(ｎ) (%)

男性 (30)

女性 (35)

よくあった

13.3

時々あった

33.3

8.6

たまにあった

20.0

14.3

なかった

33.3

77.1

【ITサポート】
(ｎ) (%)

男性 (39)

女性 (56)

よくあった

2.6

3.6

時々あった

35.9

3.6

たまにあった

17.9

7.1

なかった

43.6

85.7
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■■企企業業規規模模別別にに見見ててもも、、女女性性ののほほううがが社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉のの経経験験割割合合がが低低いい  

30 代の一般社員について、企業規模別に社外との厳しい交渉の経験割合を見ると、「よくあっ

た」「時々あった」と回答した割合は、どの企業規模でも、男性より女性のほうが低い。「たまにあっ

た」と回答した人を入れると、3,001 人以上で男女の差が最も大きく、28.3 ポイントである。 

 

図表 2-1-21【IT 企業 一般社員 30 代】 企業規模別男女別 社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

 

 

 
 

 

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

仕仕事事内内容容にに男男女女差差  

・一社目はアプリ希望で入ったが、配属はインフラ技術になった。面白いと思ったが、仕事内容に男

女の差があり、女性は事務職という考え方があった。技術に携われなくて悔しくて資格を取った。

キャリアアップしていきたいと思ったので転職をした。（女性） 

信信頼頼をを積積みみ上上げげるるののにに男男性性よよりり時時間間ががかかかかるる  

・20 代の時、「私がシステム開発の担当です」とお客様のところへ行くと、あからさまにお客様にが

っかりされたりした。それは頼もしく見えないから。男性のほうがしっかりしているように見えたり、

何でも言いやすいところがあるのかわからないが、結構そういうのは経験した。信頼を積み上げ

るのに、男性よりも女性のほうがかかるというのをすごい感じた。（女性） 

国国全全体体でで風風習習やや習習慣慣をを見見直直ささなないいとと女女性性活活躍躍はは難難ししいい  

・日本で女性が活躍するのは難しいと思う。今まで男性中心に社会が回っていたため、生物学上ど

うしても女性は男性よりハンディが多く、同じように仕事をこなせない。きついスケジュール、長時

間労働をすることで納期を間に合わせているような、悪しき風習や習慣を国全体で見直さない

限り不可能。（女性） 

・（女性活躍推進には）男女差別なく仕事を振ること（が必要）。（男性） 

【企業規模
51人～300人】

(ｎ) (%)

男性 (41)

女性 (67)

よくあった

2.4

1.5

時々あった

29.3

3.0

たまにあった

7.3

10.4

なかった

61.0

85.1

【企業規模
301人～3,000人】

(ｎ) (%)

男性 (74)

女性 (82)

よくあった

4.1

1.2

時々あった

9.5

3.7

たまにあった

25.7

15.9

なかった

60.8

79.3

【企業規模
3,001人以上】

(ｎ) (%)

男性 (64)

女性 (68)

よくあった

14.1

5.9

時々あった

20.3

10.3

たまにあった

21.9

11.8

なかった

43.8

72.1
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((33))管管理理職職でではは、、女女性性もも、、重重要要なな仕仕事事をを経経験験ししてていいるる割割合合がが高高いい 

 

管理職について、男女別に見ると、提案書作成が「よくあった」と回答した人の割合は、管理職男

性で 17.2%、管理職女性で 12.5%と、管理職男性のほうが管理職女性よりもやや高いが、「時々

あった」と回答した人の割合を加えると、管理職男性で 45.5%、管理職女性で 50.0%と、管理職

女性のほうがやや高い。さらに「たまにあった」を加えると、管理職男性で６５．９%、管理職女性で 

７０．３%と、管理職女性のほうがやや高い。 

つまり、管理職でも、提案書作成をしていない人もいるが、男女で割合にあまり差がなく、管理職

になると、性別によらずに、管理職の役割として、提案書作成といった重要な仕事を女性も男性と同

じようにしていると推察できる。 

 

図表 2-1-2２【IT 企業 管理職】 男女別 提案書作成の経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に主担当として受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

 
 

 

社外との交渉については、「よくあった」と回答した人の割合は、管理職男性では 14.5%、管理

職女性では 6.3%と、管理職男性のほうが管理職女性よりも高いが、「時々あった」と回答した人の

割合を加えると、管理職男性では３９．８%、管理職女性では 42.2%と、管理職女性のほうがやや

高い。 

しかし、「たまにあった」を加えると、管理職男性では 69.3%、管理職女性では 61.0%と、管理

職男性のほうが 8.3 ポイント高い。社外との厳しい交渉がたまにしかないような職場の場合には、

管理職であっても、女性よりも男性に任せることになる傾向にあると推察される。 

 

図表 2-1-23【IT 企業 管理職】 男女別 社外との厳しい交渉の経験 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

 
  

(ｎ) (%)

男性 (657)

女性 (64)

管理職

よくあった

17.2

12.5

時々あった

28.3

37.5

たまにあった

20.4

20.3

なかった

34.1

29.7

(ｎ) (%)

男性 (657)

女性 (64)

管理職

よくあった

14.5

6.3

時々あった

25.3

35.9

たまにあった

29.5

18.8

なかった

30.7

39.1
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22..  2200 代代女女性性社社員員のの 44 割割近近くくがが「「重重要要なな仕仕事事はは男男性性がが担担当当すするるここととがが多多いい」」とと認認識識  

  

((11))  仕仕事事のの与与ええらられれ方方がが他他職職種種よよりりもも男男女女同同等等    

  
１節で述べた通り、IT 技術職において、提案書の作成や社外との厳しい交渉といったキャリアアッ

プにつながる重要な仕事の経験には性別による違いがあった。 

しかし、「あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか」

に対する「男女関係ないと思う」と回答した人の割合を他職種と比較すると、男性では、IT 技術職が

68.7％、他職種では 49.2％、女性では、IT 技術職が 59.9％、他職種では 42.5％と、男女とも IT

技術職のほうが割合が高い。 

 

図表 2-1-24【一般社員】 男女別 重要な仕事の担当 
Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

 
 

図表 2-1-25 他職種:DE＆I 調査（総合職・IT 以外の仕事） 

【一般社員】男女別 重要な仕事の担当 
あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

 

   

(ｎ) (%)

男性 (1785)

女性 (974)

男性が担当することが
多いと思う

30.0

38.0

女性が担当することが
多いと思う

1.2

2.2

男女関係ないと思う

68.7

59.9

(ｎ) (%)

男性 (556)

女性 (324)

男性が担当することが
多いと思う

47.3

54.3

女性が担当することが
多いと思う

3.5

3.2

男女関係ないと思う

49.2

42.5
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■■「「重重要要なな仕仕事事はは男男性性がが担担当当すするるここととがが多多いい」」とと思思っってていいるる人人のの割割合合がが他他職職種種よよりりはは低低いいがが、、2200 代代  

女女性性社社員員のの 44割割近近くくががそそうう思思っってていいるる  

  

「あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか」につい

て、年代別男女別に他職種と比較すると、どの年代男女においても、「男性が担当することが多いと

思う」と回答した人の割合は低い。 

しかし、「男性が担当することが多いと思う」と回答した人の割合が、40 代女性では 46.7％と 5

割近い。20 代女性でも、36.8％もいる。IT 技術職においてさえ、いまだに、重要な仕事は男性が担

当している職場があり、それが管理職における女性比率の低さにつながっていると推察できる。 

 

図表 2-1-26【一般社員】 年代別男女別 重要な仕事の担当 
Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

 
 

図表 2-1-27 他職種:DE＆I 調査（総合職・IT以外の仕事） 

【一般社員】年代別男女別 重要な仕事の担当 
あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

 

(ｎ) (%)

男性 (86)

女性 (326)

男性 (292)

女性 (344)

男性 (631)

女性 (197)

男性 (776)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

男性が担当することが多いと思う

24.4

36.8

32.5

33.7

30.3

46.7

29.5

39.3

女性が担当することが多いと思う

2.3

3.4

1.7

1.7

1.3

1.5

0.9

0.9

男女関係ないと思う

73.3

59.8

65.8

64.5

68.5

51.8

69.6

59.8

(ｎ) (%)

男性 (149)

女性 (149)

男性 (147)

女性 (91)

男性 (126)

女性 (57)

男性 (134)

女性 (28)

20代

30代

40代

50代

男性が担当することが
多いと思う

45.3

55.7

49.1

49.5

46.2

51.7

48.4

68.4

女性が担当することが
多いと思う

4.5

3.7

4.1

4.1

3.0

1.7

2.2

男女関係ないと思う

50.2

40.7

46.8

46.4

50.8

46.5

49.4

31.6

＊「女性 50代」はサンプル数が少ないため参考値 
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（（２２））重重要要なな仕仕事事のの担担当当はは「「男男女女関関係係なないいとと思思うう」」人人ででもも、、提提案案書書作作成成やや社社外外ととのの  

厳厳ししいい交交渉渉とといいっったた経経験験ににつついいててはは、、3300 代代でで性性別別のの差差がが大大ききいい  
 

 「あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか」に

対して、「男女関係ないと思う」と回答した人を対象に、年代別男女別に「あなたは、この 1 年間

に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。」の回答

を見た。その結果、「よくあった」「時々あった」「たまにあった」と回答した人の割合は、30 代に

おいて、男性で 43.3％、女性で 24.0％と性別の差が大きい。 

 

図表 2-1-28【IT 企業 重要な仕事の担当は「男女関係ないと思う」一般社員】 

 年代別男女別 提案書の作成経験 
Q28 あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るためにお客様への提案書を作成したことがありましたか。 

 
  

(ｎ) (%)

男性 (42)

女性 (157)

男性 (120)

女性 (142)

男性 (247)

女性 (72)

男性 (331)

女性 (38)

20代

30代

40代

50代

よくあった

6.4

8.3

2.8

5.7

5.6

3.6

時々あった

11.9

8.9

14.2

8.5

15.0

15.3

11.5

7.9

たまにあった

28.6

13.4

20.8

12.7

15.8

19.4

16.6

7.9

なかった

59.5

71.3

56.7

76.1

63.6

59.7

68.3

84.2
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「あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか」に対し

て、「男女関係ないと思う」と回答した人を対象に、年代別男女別に「あなたは、この１年間に、社外

との厳しい交渉をしたことがありましたか。」の回答を見た。その結果、「よくあった」「時々あった」

「たまにあった」と回答した人の割合は、30 代において、男性で 42.5％、女性で 20.4％と性別の

差が大きい。 

 

図表 2-1-29【重要な仕事の担当は「男女関係ないと思う」 一般社員】 

年代別男女別 社外との厳しい交渉 
Q29 あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがありましたか。 

  
 

  

(ｎ) (%)

男性 (42)

女性 (157)

男性 (120)

女性 (142)

男性 (247)

女性 (72)

男性 (331)

女性 (38)

20代

30代

40代

50代

よくあった

2.4

1.3

7.5

2.8

3.2

1.5

時々あった

9.5

6.4

16.7

3.5

12.1

16.7

8.8

5.3

たまにあった

16.7

14.0

18.3

14.1

19.8

16.7

19.0

10.5

なかった

71.4

78.3

57.5

79.6

64.8

66.7

70.7

84.2
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((33))IITT ののユユーーザザーー企企業業とと派派遣遣会会社社でではは、、重重要要なな仕仕事事はは男男性性がが担担当当すするるここととがが多多いい  

 

 一般社員女性について、企業の種類別に重要な仕事の担当状況を見ると、「男性が担当すること

が多いと思う」と回答した人の割合は、派遣会社で最も高く 48.8%、次いで IT のユーザー企業で

43.2%である。 

 

図表 2-1-30【一般社員 女性】企業の種類別 重要な仕事の担当 

Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

 

  

 

■■時時間間制制約約ののなないい女女性性ででもも、、IITT ののユユーーザザーー企企業業でではは４４割割以以上上、、派派遣遣会会社社でではは５５割割以以上上がが、、重重要要なな

仕仕事事のの担担当当状状況況にに男男女女差差ががああるるここととをを認認識識  

 

時間制約のない一般社員女性について、企業の種類別に重要な仕事の担当状況を見ると、「男

性が担当することが多いと思う」と回答した人の割合は、派遣会社で最も高く 55.3%、次いで IT

のユーザー企業で 43.8%である。時間制約のない一般社員女性も、IT のユーザー企業、派遣会

社では重要な仕事の担当状況に男女差があることを認識している人の割合が高い。 

 

図表 2-1-31【時間制約のない一般社員 女性】企業の種類別 重要な仕事の担当 

Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

 

  

(ｎ) (%)

女性・全体 (974)

IT企業・IT関連の
コンサルティング企業

(658)

派遣会社 (43)

上記以外
（ITのユーザー企業）

(273)

男性が担当することが多いと思う

38.0

35.1

48.8

43.2

女性が担当することが多いと思う

2.2

2.7

2.3

0.7

男女関係ないと思う

59.9

62.2

48.8

56.0

(ｎ) (%)

時間制約のない
女性・全体

(769)

IT企業・IT関連の
コンサルティング企業

(512)

派遣会社 (38)

上記以外
（ITのユーザー企業）

(219)

男性が担当することが多いと思う

37.7

33.8

55.3

43.8

女性が担当することが多いと思う

1.8

2.3

2.6

0.5

男女関係ないと思う

60.5

63.9

42.1

55.7
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■■IITT ののユユーーザザーー企企業業のの 4400 代代女女性性でではは、、６６割割がが重重要要なな仕仕事事のの担担当当状状況況にに男男女女差差ががああるるここととをを  

認認識識  

  

  一般社員女性について、 年代別、企業の種類（IT 企業と IT のユーザー企業）別に重要な仕事

の担当状況を見ると、どの年代においても、IT のユーザー企業のほうが「男性が担当することが多

いと思う」と回答した人の割合が高い。特に 40 代の IT のユーザー企業の女性は 60.0%と非常

に高い。 

 

図表 2-1-32【一般社員 女性】年代別企業の種類別 重要な仕事の担当 

Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

＊「派遣会社」は、年代に分けると、サンプル数が少ないため分析外。 

 

 

 

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

・もっと女性にも責任のある業務を担わせ、チームでサポートできる体制の中で、結婚や妊娠、

育児などしやすい環境を構築すべき。(男性) 

  

(ｎ) (%)

IT企業 (256)

ユーザー企業 (52)

IT企業 (215)

ユーザー企業 (112)

IT企業 (123)

ユーザー企業 (70)

IT企業 (64)

ユーザー企業 (39)

20代

30代

40代

50代

男性が担当することが多いと思う

34.4

42.3

32.6

33.9

39.0

60.0

39.1

41.0

女性が担当することが多いと思う

4.3

1.4

1.8

2.4

1.6

男女関係ないと思う

61.3

57.7

66.0

64.3

58.5

40.0

59.4

59.0
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((44)) 重重要要なな仕仕事事をを、、男男性性がが担担当当すするるここととがが多多いい職職場場にに比比べべ、、男男女女関関係係ななくく担担当当すするるここ

ととがが多多いい職職場場でではは、、2200 代代女女性性ににおおいいてて管管理理職職へへのの意意欲欲をを持持っってていいるる人人のの割割合合がが

高高いい  
 

20 代一般社員女性を対象に、「あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当する

ことが多いと思いますか。」に対する回答別に管理職への意欲を見ると、重要な仕事を男性が担当

することが多い職場では、管理職への意欲がある（「管理職になりたい」「管理職に推薦されれば

なりたい」）人の割合は 25.0％であるが、男女関係なく重要な仕事を担当していることが多い職場

では、35.4％、と、10.4 ポイントも高い。  

 

図表 2-1-33【20 代 一般社員 女性】 重要な仕事の担当別 管理職への意欲 
Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

＊Q46 に「女性が担当することが多いと思う」、「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」と 

回答した人は表示していない。 

 

 

(5)  専専門門職職ココーーススががああるる場場合合やや専専門門性性をを認認定定ししてていいるる場場合合、、重重要要なな仕仕事事のの  

与与ええらられれ方方がが男男女女関関係係なないいとと思思っってていいるる割割合合がが高高いい 
  

■■専専門門職職ココーーススやや多多様様ななココーーススががああるる場場合合、、重重要要なな仕仕事事のの与与ええらられれ方方がが男男女女関関係係なないいとと思思っってていい

るる割割合合がが高高いい  

20 代・３０代の一般社員女性について、「あなたの勤務先/雇用先のキャリアコースはどのような

ものですか。一番近いものを選んでください。」に対する回答別に「あなたの職場では、重要な仕事

は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。」に対する回答を比較した。「男女関係な

いと思う」と回答した人の割合を見ると、「中堅社員になってから専門職コースとマネジメント職コー

スが分かれている」と「マネジメント力の発揮度合いと技術の専門性の発揮度合いの両方の評価

による多様なキャリアコースがある」で 66.7％、66.2％と高い。 

 

図表 2-1-34【一般社員 ２０代・３０代女性】 キャリアコース別 重要な仕事の担当 
Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

  
  

(ｎ) (%)

入社した時点で専門職コース
（マネジメント職はめざさない）が
ある（転換は可能）

(140)

中堅社員になってから専門職コースとマ
ネジメント職コースが分かれている (165)

専門職コースがない
（マネジメント職コースだけがある） (134)

マネジメント力の発揮度合いと技術の
専門性の発揮度合いの両方の評価に
よる多様なキャリアコースがある

(213)

男性が担当することが
多いと思う

37.9

32.7

40.3

31.9

女性が担当することが
多いと思う

5.7

0.6

3.0

1.9

男女関係ないと思う

56.4

66.7

56.7

66.2

(ｎ) (%)

男性が担当することが
多いと思う (120)

男女関係ないと思う (195)

管理職になりたい

4.2

11.3

管理職に推薦されれば
なりたい

20.8

24.1

管理職にはなりたくない

58.3

46.2

考えたことがない

16.7

18.5

Q
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＊Q4 に「その他」と回答した人は、表示していない。 
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■■IITT 企企業業ににおおいいててもも、、専専門門職職ココーーススががなないい場場合合、、「「重重要要なな仕仕事事はは男男性性ががすするるここととがが多多いい」」  

    

IT 企業の 20 代・３０代の一般社員女性を対象に、「あなたの勤務先/雇用先のキャリアコースは

どのようなものですか。一番近いものを選んでください。」に対する回答別に「あなたの職場では、

重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。」に対する回答を比較した。

「男性が担当することが多いと思う」と回答した人の割合を見ると、「専門職コースがない」場合に

３９．３％と高い。 

 

図表 2-1-35【IT 企業 一般社員 ２０代・３０代 女性】  

キャリアコース別 重要な仕事の担当 
Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

  
＊Q4 に「その他」と回答した人は、表示していない。  

 

 

■専門性の認定がある場場合合、、重重要要なな仕仕事事のの与与ええらられれ方方がが男男女女関関係係なないいとと思思っってていいるる割割合合がが高高いい  

 

20 代・３０代の一般社員女性で「専門職コースがない」と回答した人に、「あなたの勤務先/雇

用先には、技術の専門性を認定をする制度がありますか。」と尋ね、その回答別に、「男女関係ない

と思う」と回答した人の割合を見ると、「ある」と回答した人では 68.4%と高く、「ない」と回答した

人では 52.1%と低い。 

 

図表 2-1-36【一般社員 専門職コースがない ２０代・３０代 女性 】  

専門性の認定の有無別 重要な仕事の担当 
Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

  
   

(ｎ) (%)

入社した時点で専門職コース
（マネジメント職はめざさない）が
ある（転換は可能）

(96)

中堅社員になってから専門職コースと
マネジメント職コースが分かれている (123)

専門職コースがない
（マネジメント職コースだけがある） (84)

マネジメント力の発揮度合いと技術の
専門性の発揮度合いの両方の評価
による多様なキャリアコースがある

(157)

男性が担当することが
多いと思う

33.3

31.7

39.3

32.5

女性が担当することが
多いと思う

7.3

3.6

2.5

男女関係ないと思う

59.4

68.3

57.1

65.0

(ｎ) (%)

ある (38)

ない (96)

男性が担当することが多いと思う

26.3

45.8

女性が担当することが多いと思う

5.3

2.1

男女関係ないと思う

68.4

52.1
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■■同同じじキキャャリリアアココーーススででもも、、IITT 企企業業ののほほううがが重重要要なな仕仕事事のの与与ええらられれ方方がが男男女女関関係係なないいとと思思っってていいるる  

割割合合がが高高いい  

 

20 代・３０代の一般社員女性で「入社した時点で専門職コース（マネジメント職はめざさない）

がある」と回答した人を企業の種類別に「あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担

当することが多いと思いますか。」に対する回答を見た。ＩＴ企業では、「男性が担当することが多い

と思う」と回答した人の割合は、３３．３％と低く、「男女関係ないと思う」と回答した人の割合は

59.4％と高い。 

 

図表 2-1-37【一般社員 入社した時点で専門職コースがある ２０代・３０代 女性】 

企業の種類別 重要な仕事の担当 
Q46 あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。 

(「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」を除く) 

  

 

 

  

(ｎ) (%)

入社した時点で専門職コースが
ある20代30代女性

(140)

IT企業 (96)

ITのユーザー企業/派遣会社 (44)

男性が担当することが
多いと思う

37.9

33.3

47.7

女性が担当することが
多いと思う

5.7

7.3

2.3

男女関係ないと思う

56.4

59.4

50.0
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33..女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい  
 

■■どどのの年年代代ででもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい  

 

  一般社員について、年代別男女別に収入の分布を見ると、どの年代においても、女性は男性より

収入が低い人の割合が高い。 

  年収５００万円以上の人の割合を男女で年代別に比較してみると、２０代では差がないが、３０代

で非常に大きな差が生じている。 

 

図表 2-1-38【一般社員】年代別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

 
＊Q21で「答えたくない」と回答した人を除いている。年収グラフ以下同様 

  

(ｎ) (%)

男性 (83)

女性 (306)

男性 (290)

女性 (316)

男性 (607)

女性 (170)

男性 (683)

女性 (88)

20代

30代

40代

50代

200万
未満

2.3

0.7

2.2

1.0

1.8

1.5

1.1

200～
299万

6.0

16.3

2.8

7.6

1.2

4.7

1.5

3.4

300～
399万

31.3

32.7

9.3

21.2

6.4

11.8

4.2

13.6

400～
499万

37.3

23.5

19.7

29.4

17.5

18.8

11.6

14.8

500～
599万

14.5

14.4

23.1

16.8

22.2

23.5

19.2

28.4

600～
699万

8.4

7.8

14.8

9.8

17.8

14.7

16.5

10.2

700～
799万

1.3

14.8

6.3

11.7

8.8

16.5

15.9

800～
899万

2.4

0.3

7.9

2.8

9.7

6.5

11.1

9.1

900～
999万

0.7

3.1

1.9

5.8

2.4

7.6

1.1

1,000～
1,199万

0.3

2.8
1.9

4.4

4.7

6.3

2.3

1,200～
1,499万

0.3

0.7

1.0

1.8

2.2

1,500万
以上

0.3

1.3

0.6

1.8
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■■どどのの学学歴歴ででもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい  

 

３０代の一般社員に対象を絞って、学歴別男女別に見ると、どの学歴においても、女性は男性より

収入が低い人の割合が高い。（短大・高専卒、専門・各種学校卒、高校卒はサンプル数が少ないた

め参考値） 

 年収５００万円以上の人の割合を男女で学歴別に比較してみると、大学院卒よりも大学卒で差が

大きい。 

 

図表 2-1-39【一般社員 30代】学歴別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

 
 

  

(ｎ) (%)

男性 (63)

女性 (33)

男性 (192)

女性 (233)

男性 (4)

女性 (16)

男性 (23)

女性 (22)

男性 (8)

女性 (12)

高校卒

専門・
各種学校卒

短大・高専卒

大学卒

大学院卒

200万
未満

3.0

0.5

1.3

12.5

4.3

4.5

200～
299万

1.6

6.1

3.6

7.3

25.0

8.3

300～
399万

7.9

6.1

9.4

21.0

18.8

13.0

36.4

12.5

41.7

400～
499万

9.5

15.2

18.8

32.2

75.0

18.8

30.4

31.8

62.5

25.0

500～
599万

12.7

24.2

26.0

17.6

25.0

6.3

34.8

4.5

16.7

600～
699万

28.6

9.1

9.9

9.9

12.5

17.4

13.6

25.0

700～
799万

17.5

12.1

16.7

6.0

4.5

8.3

800～
899万

17.5

9.1

6.3

2.1

4.5

900～
999万

3.0

4.7

1.7

6.3

1,000～
1,199万

1.6

12.1

3.6

0.9

1,200～
1,499万

1.6

0.5

1,500万
以上

1.6
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■どどのの専専攻攻ででもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい   

 

３０代大卒の一般社員について、 最終学歴の専攻別男女別に見ると、どの専攻においても、女

性は男性より収入が低い人の割合が高い。（「文系・IT 関係」はサンプル数が少ないため参考値） 

 年収５００万円以上の人の割合を男女で専攻別に比較してみると、理系よりも「文系・IT 関係でな

い」で差が大きい。 

 

図表 2-1-40【一般社員 30 代 大学卒】専攻別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

 
＊最終学歴の専攻を「その他」と回答した人は表示していない。 

   

(ｎ) (%)

男性 (17)

女性 (23)

男性 (70)

女性 (114)

男性 (67)

女性 (45)

男性 (37)

女性 (42)

文系・IT関係

文系・IT関係
でない

理系・IT関係

理系・IT関係
でない

200万
未満

4.3

0.9

2.7

2.4

200～
299万

17.6

8.7

8.8

2.2

10.8

7.1

300～
399万

5.9

52.2

14.3

21.1

7.5

11.1

5.4

14.3

400～
499万

11.8

17.4

17.1

33.3

23.9

28.9

16.2

33.3

500～
599万

23.5

8.7

30.0

18.4

20.9

28.9

27.0

11.9

600～
699万

11.8

4.3

7.1

9.6

14.9

15.6

5.4

9.5

700～
799万

17.6

12.9

4.4

14.9

8.9

27.0

11.9

800～
899万

5.9

4.3

7.1

1.8

7.5

2.7

4.8

900～
999万

5.9

7.1

0.9

4.5

2.2

4.8

1,000～
1,199万

2.9

0.9

6.0

2.2

2.7

1,200～
1,499万

1.4

1,500万
以上
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■■どどのの企企業業規規模模ににおおいいててもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい   

 

３０代大卒の一般社員について、 企業規模別男女別に見ると、どの企業規模においても、女性

は男性より収入が低い人の割合が高い。 

 年収５００万円以上の人の割合を男女で企業規模別に比較してみると、企業規模が大きいほうが

差が大きくなっている。 

 

図表 2-1-41【一般社員 30 代 大学卒】企業規模別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

 
  

(ｎ) (%)

男性 (51)

女性 (67)

男性 (75)

女性 (97)

男性 (66)

女性 (69)

51人～
300人

301人～
3,000人

3,001人
以上

200万
未満

3.0

1.3

1.0

200～
299万

7.8

10.4

4.0

9.3

1.4

300～
399万

19.6

22.4

9.3

18.6

1.5

23.2

400～
499万

33.3

38.8

21.3

32.0

4.5

26.1

500～
599万

25.5

16.4

28.0

20.6

24.2

14.5

600～
699万

3.9

6.0

14.7

7.2

9.1

17.4

700～
799万

7.8

12.0

8.2

28.8

8.7

800～
899万

1.5

5.3

2.1

12.1

2.9

900～
999万

1.5

1.3

12.1

4.3

1,000～
1,199万

2.0

2.7

1.0

6.1

1.4

1,200～
1,499万

1.5

1,500万
以上
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■■転転職職ししてていいななくくててもも、、ししてていいててもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい   

 

３０代大卒の一般社員について、 転職状況別男女別に見ると、転職していない、IT 分野から IT

分野への転職あり、IT 分野以外から IT 分野への転職ありのいずれにおいても、女性は男性より収

入が低い人の割合が高い。（IT 分野以外から IT 分野へ転職した男性はサンプル数が少ないの

で、参考値。） 

 年収５００万円以上の人の割合を男女で転職状況別に比較してみると、IT 分野から IT 分野への

転職あり（30.2 ポイント差）と転職したことがない（２９.0 ポイント差）場合に差が大きい。 

 

図表 2-1-42【一般社員 30 代 大学卒】転職状況別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

 
 

 

■■同同居居のの子子どどももががいいててももいいななくくててもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい   

 

３０代大卒の一般社員について、 同居している子どもの有無別男女別に見ると、同居の子ども

がいてもいなくても、女性は男性より収入が低い人の割合が高い。 

 年収５００万円以上の人の割合を男女で同居している子どもの有無別に比較してみると、同居し

ている子どもがいる場合に非常に大きな差になっている。しかし、同居している子どもがいない場合

でも、19.8 ポイントの差がある。 

 

図表 2-1-43【一般社員 30 代 大学卒】同居している子どもの有無別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

 
  

  

(ｎ) (%)

男性 (89)

女性 (104)

男性 (73)

女性 (81)

男性 (27)

女性 (48)

転職をしたことが
ない

IT分野から
IT分野へ転職した

IT分野以外から
IT分野へ転職した

200万
未満

1.1

1.9

1.2

200～
299万

3.4

5.8

2.7

4.9

7.4

14.6

300～
399万

3.4

19.2

12.3

16.0

18.5

33.3

400～
499万

18.0

27.9

16.4

39.5

29.6

29.2

500～
599万

23.6

20.2

27.4

17.3

33.3

12.5

600～
699万

12.4

10.6

8.2

12.3

3.7

4.2

700～
799万

16.9

7.7

20.5

4.9

7.4

4.2

800～
899万

9.0

2.9

4.1

2.5

900～
999万

6.7

1.9

4.1

1.2

2.1

1,000～
1,199万

5.6

1.9

2.7

1,200～
1,499万

1.4

1,500万
以上

(ｎ) (%)

男性 (62)

女性 (65)

男性 (130)

女性 (168)

同居の子ども
有

同居の子ども
無

200万
未満

4.6

0.8

200～
299万

4.8

10.8

3.1

6.0

300～
399万

3.2

30.8

12.3

17.3

400～
499万

9.7

23.1

23.1

35.7

500～
599万

21.0

13.8

28.5

19.0

600～
699万

14.5

9.2

7.7

10.1

700～
799万

22.6

4.6

13.8

6.5

800～
899万

9.7

4.6

3.0

900～
999万

9.7

1.5

2.3

1.8

1,000～
1,199万

4.8

1.5

3.1

0.6

1,200～
1,499万

0.8

1,500万
以上

Q
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■IITT 企企業業ででもも、、IITT ののユユーーザザーー企企業業ででもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい   

 

３０代大卒の一般社員について、 企業の種類別男女別に見ると、IT 企業（IT 関連のコンサルテ

ィング企業含む、以下同様）でも、IT のユーザー企業でも、女性は男性より収入が低い人の割合が

高い。（派遣会社はサンプル数が少ないため参考値） 

 年収５００万円以上の人の割合を男女で企業の種類別に比較してみると、IT 企業で非常に大き

な差になっている。 

 

図表 2-1-44【一般社員 30 代 大学卒】企業の種類別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

 
 

■勤務先のコースがどどののキキャャリリアアココーーススででもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい   

 

３０代大卒の一般社員について、 キャリアコース別男女別に見ると、専門職コースがある企業で

も、専門職コースがない企業でも、多様なキャリアコースがある企業でも、女性は男性より収入が低

い人の割合が高い。 

 年収５００万円以上の人の割合を男女でキャリアコース別に比較してみると、多様なキャリアコース

がある場合に差が大きくなっている。 

 

図表 2-1-45【一般社員 30 代 大学卒】キャリアコース別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

    
＊「入社した時点で専門職コース（マネジメント職はめざさない）がある（転換は可能）」と「中堅社員になってから専門 

職コースとマネジメント職コースが分かれている」と回答した場合を合わせて、「専門職コースがある」とした。  

(ｎ) (%)

男性 (114)

女性 (152)

男性 (10)

女性 (9)

男性 (68)

女性 (72)

IT企業

派遣会社

ユーザー
企業

200万
未満

0.9

1.3

1.4

200～
299万

3.5

7.2

10.0

2.9

8.3

300～
399万

7.9

19.7

20.0

44.4

10.3

20.8

400～
499万

15.8

33.6

30.0

22.2

22.1

30.6

500～
599万

28.1

17.1

30.0

22.2

22.1

18.1

600～
699万

7.9

10.5

14.7

9.7

700～
799万

17.5

6.6

10.0

16.2

5.6

800～
899万

7.9

1.3

11.1

4.4

2.8

900～
999万

5.3

2.0

4.4

1.4

1,000～
1,199万

4.4

0.7

2.9

1.4

1,200～
1,499万

0.9

1,500万
以上

(ｎ) (%)

男性 (99)

女性 (92)

男性 (44)

女性 (56)

男性 (46)

女性 (79)

専門職コース
がある

専門職コース
がない

多様な
キャリアコース
がある

200万
未満

1.1

2.3

1.3

200～
299万

2.0

6.5

9.1

8.9

6.3

300～
399万

9.1

20.7

13.6

25.0

4.3

19.0

400～
499万

21.2

30.4

18.2

35.7

15.2

31.6

500～
599万

25.3

21.7

31.8

16.1

21.7

13.9

600～
699万

7.1

9.8

13.6

5.4

13.0

13.9

700～
799万

23.2

5.4

4.5

3.6

15.2

8.9

800～
899万

6.1

3.3

2.3

10.9

2.5

900～
999万

3.0

1.1

4.5

3.6

8.7

1.3

1,000～
1,199万

3.0

1.8

8.7

1.3

1,200～
1,499万

2.2

1,500万
以上
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4
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■■重重要要なな仕仕事事をを男男女女関関係係ななくく担担当当ししてていいるるとと思思っってていいるる場場合合ででもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい      

 

３０代大卒の一般社員について、 重要な仕事の担当状況別男女別に見ると、重要な仕事を「男

性が担当することが多いと思う」場合でも、「男女関係ないと思う」場合でも、女性は男性より収入

が低い人の割合が高い。 

 年収５００万円以上の人の割合を男女で重要な仕事の担当状況別に比較してみると、「男性が担

当することが多いと思う」場合に差が大きい。 

 

図表 2-1-46【一般社員 30 代 大学卒】重要な仕事の担当別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

 
＊Q46 に「女性が担当することが多いと思う」、「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」と 

回答した人は表示していない。 

 

 

■■昇昇格格・・昇昇進進ににおおいいてて性性別別にによよるる差差ががなないいとと思思っってていいるる場場合合ででもも、、女女性性はは男男性性よよりり収収入入がが低低いい      

 

３０代大卒の一般社員について、 昇格・昇進しやすさ別男女別に見ると、「男性のほうが昇格・

昇進しやすいと思う」場合でも、「性別による差はないと思う」場合でも、女性は男性より収入が低

い人の割合が高い。 

 年収５００万円以上の人の割合を男女で昇格・昇進しやすさ別に比較してみると、「男性のほうが

昇格・昇進しやすいと思う」場合に差が大きい。 

 

図表 2-1-47【一般社員 30 代 大学卒】昇格・昇進しやすさ別男女別 年収 
Q21 あなたの昨年（2023 年）の年収（税込）はどのくらいでしたか。 

  
           ＊Q47 に「女性のほうが昇格・昇進しやすいと思う」と回答した人は表示していない。 

 

  

(ｎ) (%)

男性 (58)

女性 (82)

男性 (126)

女性 (146)

男性が担当
することが多
いと思う

男女関係
ないと思う

200万
未満

1.2

0.8

1.4

200～
299万

3.4

7.3

3.2

6.8

300～
399万

3.4

23.2

11.9

19.9

400～
499万

17.2

37.8

17.5

28.8

500～
599万

27.6

19.5

26.2

17.1

600～
699万

10.3

3.7

9.5

13.7

700～
799万

15.5

6.1

18.3

6.2

800～
899万

8.6

5.6

2.7

900～
999万

5.2

4.8

2.7

1,000～
1,199万

8.6

1.2

1.6

0.7

1,200～
1,499万

0.8

1,500万
以上

(ｎ) (%)

男性 (59)

女性 (93)

男性 (119)

女性 (133)

男性の方が
昇格・昇進
しやすいと思う

性別による差は
ないと思う

200万
未満

1.1

0.8

1.5

200～
299万

1.7

8.6

3.4

6.8

300～
399万

3.4

20.4

13.4

22.6

400～
499万

20.3

36.6

20.2

30.1

500～
599万

32.2

22.6

23.5

15.0

600～
699万

10.2

4.3

8.4

12.8

700～
799万

15.3

3.2

17.6

6.0

800～
899万

6.8

1.1

5.9

3.0

900～
999万

5.1

1.1

3.4

1.5

1,000～
1,199万

5.1

1.1

2.5

0.8

1,200～
1,499万

0.8

1,500万
以上
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第第 22 章章  仕仕事事とと育育児児等等ととのの両両立立・・職職場場風風土土  
 

11．．他他職職種種よよりりもも、、いいっったたんんママミミーートトララッッククにに陥陥るる割割合合がが高高いい  

  

((11))IITT ののほほううががママミミーートトララッッククにに陥陥っったた人人がが多多いいがが、、脱脱出出ししややすすいい    
 

出産後就業継続している人の中で、現在マミートラック（第一子妊娠前よりも難易度や責任の度

合いが低く、キャリア展望もない）にいる人 30.1％（他職種 35.0％）、脱出した人（第一子妊娠前

よりも一旦難易度や責任の度合いが低くなったが、現在は第一子妊娠前とあまり変わらない/やや

高まっていて、キャリア展望もある）が 24.8％（他職種 12.4％）で、一旦マミートラックに陥ってしま

っている人が 54.9％（他職種 47.4％）と IT 技術職のほうが高い。 

しかし、IT 技術職では、マミートラックから脱出した人の割合が高いため、キャリア展望がある（第

一子妊娠前と難易度や責任の度合いがあまり変わらない/やや高まっていて、キャリア展望もある）

人が 31.9%（他職種 43.4％）、脱出して現在キャリア展望がある人が 24.8％（他職種 12.4％）

であり、合計すると、現在キャリア展望がある人の割合は 56.7％（他職種 ５５．８％）と、IT 技術職と

他職種はほぼ同じくらいである。 

マミートラックから脱出した人の割合が高い理由の一つとしては、IT技術職においては、誰しもが知

識や技術のキャッチアップをしなければならず、休業期間が不利に働かないことが多いことがある

のではないかと思われる。 

 

図表 2-2-1【一般社員 女性】現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 
                                          キキャャリリアア展展望望                  脱脱出出                  ママミミーートトララッックク      荷荷がが重重いい  

  

                                                  現現在在、、キキャャリリアア展展望望あありり      いいっったたんんママミミーートトララッックク  

                              ５６．７％             ５４．９％ 

 

図表 2-2-2 他職種:DE＆I 調査（総合職・IT 以外の仕事） 

【一般社員 女性】現在のマミートラックの状況 

  
                                            キキャャリリアア展展望望                  脱脱出出                  ママミミーートトララッックク      荷荷がが重重いい  

  

                                                現現在在、、キキャャリリアア展展望望あありり        いいっったたんんママミミーートトララッックク  

５５．８％             ４７．４％ 

 

 

 

  

(ｎ) (%)

第一子妊娠前と難易度や責任の
度合いがあまり変わらない/やや高
まっていて、キャリア展望もある

第一子妊娠前よりも一旦難易度や
責任の度合いが低くなったが、現在は
第一子妊娠前とあまり変わらない/や
や高まっていて、キャリア展望もある

第一子妊娠前よりも難
易度や責任の度合いが
低く、キャリア展望もない

第一子妊娠前よりも難
易度や責任の度合いが
高すぎて、荷が重い

(ｎ) (%)

(226)IT技術職

第一子妊娠前と難易度や責任の
度合いがあまり変わらない/やや…

31.9

第一子妊娠前よりも一旦難易度や
責任の度合いが低くなったが、現…

24.8

第一子妊娠前よりも難
易度や責任の度合い…

30.1

第一子妊娠前よりも難
易度や責任の度合いが
高すぎて、荷が重い

13.3

(ｎ) (%)

第一子妊娠前と難易度や責任
の度合いがあまり変わらない/やや
高まっていて、キャリア展望もある

第一子妊娠前よりも一旦難易度や責
任の度合いが低くなったが、現在は第
一子妊娠前とあまり変わらない/やや
高まっていて、キャリア展望もある

第一子妊娠前よりも難
易度や責任の度合いが
低く、キャリア展望もない

第一子妊娠前よりも難
易度や責任の度合いが
高すぎて、荷が重い

(ｎ) (%)

(63)他職種

第一子妊娠前と難易度や責…

43.4 12.4

第一子妊娠前よりも…

35.0

第一子妊娠前よりも…

9.2
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■■年年代代がが高高いいほほううがが、、現現在在ももママミミーートトララッッククににいいるる人人のの割割合合がが高高いい  

 

  年代別に見ると、40 代・５０代では、いまだにマミートラックにいる人の割合が 32.6%、40.0％と

高い。また、「第一子妊娠前よりも難易度や責任度合いが高すぎて、荷が重い」と回答した人の割

合が、20 代・３０代に比べると高い。 

 

※他職種はサンプル数が少ないため、年代別の分析は実施せず。 

 

図表 2-2-3【一般社員 女性】年代別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 
＊「20 代」はサンプル数が少ないため参考値 

 

(ｎ) (%)

20代 (15)

30代 (95)

40代 (86)

50代 (30)

キャリア展望あり

40.0

40.0

24.4

23.3

マミートラックから脱出

26.7

26.3

24.4

20.0

マミートラック

20.0

26.3

32.6

40.0

荷が重い

13.3

7.4

18.6

16.7
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■■中中学学生生以以上上のの子子どどももののいいるる人人でではは、、子子どどももがが小小ささいい人人よよりりもも仕仕事事のの荷荷がが重重いい  

 

  子どもの状況別に見ると、中学生以上の子どもがいる人では、「第一子妊娠前よりも難易度や責

任度合いが高すぎて、荷が重い」と回答した人の割合が、他のカテゴリーよりも高い。子どもが６歳

未満であると小さいから子育てに手がかかると認識し、配慮する管理職が多かったり、小学生では

小１の壁で大変であることは認識している管理職が多いだろう。しかし、中学生になると、実際には

小さいころとは別の大変さがある人もいるが、子どもから手が離れたとみなされて、仕事の負荷が

大きくなり、「荷が重い」と感じる人が多くなるのではないかと推察される。 

  

※他職種はサンプル数が少ないため、年代別、子ども年齢別の分析は実施せず。 

 

図表 2-2-4【一般社員 女性】子どもの状況別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 
＊「子どもはいるが、現在は同居していない」はサンプル数が少ないため参考値 

 

  

(ｎ) (%)

6歳未満（未
就学）の子ども
がいる

(111)

小学生の子ども
がいる (51)

中学生以上の
子どもがいる (52)

子どもはいるが、
現在は同居して
いない

(12)

キャリア展望あり

33.3

31.4

26.9

41.7

マミートラックから脱出

24.3

27.5

25.0

16.7

マミートラック

32.4

29.4

26.9

25.0

荷が重い

9.9

11.8

21.2

16.7
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■■４４００代代でではは、、““ママミミーートトララッックク””とと““仕仕事事のの荷荷がが重重いい””割割合合がが若若いい世世代代よよりり高高いい  

子どもが小学生以下の女性について、年代別に見たところ、４０代では、マミートラック（第一子妊

娠前よりも難易度や責任の度合いが低く、キャリア展望もない）と「第一子妊娠前よりも難易度や

責任度合いが高すぎて、荷が重い」割合が 20 代、３０代よりも高くなっている。 

 

図表 2-2-5【一般社員 女性 子ども小学生以下】 年代別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 
＊「20 代」はサンプル数が少ないため参考値 

  

   

(ｎ) (%)

小学生以下の
子どもがいる (162)

20代 (10)

30代 (93)

40代 (59)

キャリア展望あり

32.7

30.0

38.7

23.7

マミートラックから脱出

25.3

40.0

26.9

20.3

マミートラック

31.5

20.0

26.9

40.7

荷が重い

10.5
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((22))ママミミーートトララッッククににいいるる人人ははどどののよよううなな環環境境にに多多いいかか  

  
■■ママミミーートトララッッククににいいるる人人はは「「重重要要なな仕仕事事はは男男性性がが担担当当すするるここととがが多多いい」」職職場場にに多多いい  

 

「あなたの職場では、重要な仕事は男性と女性どちらが担当することが多いと思いますか。」の回

答別に、マミートラックにいる(第一子妊娠前よりも難易度や責任の度合いが低く、キャリア展望もな

い)人の割合を見ると、自分の職場では「重要な仕事は男性が担当することが多い」と思っている

場合に、４３．３％と高い。 

 

図表 2-2-６【一般社員 女性】 重要な仕事の担当別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

＊46 に「職場には、男性しかいない、あるいは、女性しかいない」と回答した人は表示していない。 

 

 

■■ママミミーートトララッッククににいいるる人人はは、、ププロロジジェェククトト単単位位でで仕仕事事ををししてていいなないい場場合合にに多多いい  

 

現在プロジェクト単位で仕事をしている人で、マミートラックにいる人は 27.8％と、プロジェクト単

位で仕事をしていない人（今後もプロジェクト単位で仕事をしないと思う人除く）の 34.9％よりも

7.1 ポイント低い。また、プロジェクト単位で仕事をしている人では、マミートラックから脱出できた人

が 27.3％と、プロジェクト単位で仕事をしていない人の 18.6％より８．７ポイント高い。 

これは、プロジェクト単位で仕事をしていた人が現在そうでない状況だと、プロジェクト単位で行う

仕事よりもそうでない仕事のほうが難易度や責任の度合いが低くなることがあるからではないかと

推察される。 

 

図表 2-2-7【一般社員 女性】 プロジェクトでの仕事別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

    
             ＊今後もプロジェクト単位で仕事をしないと思う人除く 

  

(ｎ) (%)

している (176)

していない (43)

キャリア展望あり
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マミートラックから脱出
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マミートラック

27.8
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荷が重い

11.4

18.6
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男女関係ないと
思う、その他 (136)
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18.9

40.4
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23.5

マミートラック
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21.3
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11.1
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■■ママミミーートトララッッククににいいるる人人はは、、「「シシスステテムム開開発発」」「「運運用用」」「「IITT ササポポーートト」」のの場場合合にに多多いい  

 

担当している仕事のカテゴリー別にマミートラックにいる人の割合を見ると、「システム開発」「運

用」「IT サポート」でマミートラックの割合が高い。「保守」は脱出できた人の割合が 3 割と最も高

い。「ソフトプロダクト開発」は「キャリア展望」の割合が突出して高い。「システム開発」等に比べ、

「ソフトプロダクト開発」は、提案型の仕事が多いため、マミートラックに陥りにくいのではないかとい

う仮説を立てていたが、その通りの結果であった。 

 

図表 2-2-8【一般社員 女性】仕事のカテゴリー別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 
＊「企画、コンサル」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 

■■ママミミーートトララッッククのの人人はは、、シシスステテムム開開発発のの下下流流工工程程でで多多いい  

 

担当しているシステム開発の工程別にマミートラックにいる人の割合を見ると、「内部設計（詳細

設計）」「コーディング」「テスティング」といった下流工程でマミートラックの割合が高い傾向にある。

ただし、「テスティング」はキャリア展望がある人の割合が、いずれの担当の中で最も高かった

（32.4％）。脱出した人の割合が最も高かったのは「外部設計（基本設計）」（33.3％）だった。 

 

図表 2-2-9【一般社員 女性】担当業務別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 
 

  

(ｎ) (%)

企画、コンサル (24)

システム開発 (109)

ソフトプロダクト開
発 (31)

運用 (65)
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22.6
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30.0
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21.7
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16.7

34.9

16.1

33.8
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29.4
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荷が重い

29.2

7.3

12.9

13.8

11.4

8.8

20.0
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要件分析 (30)

要件定義 (65)
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（詳細設計） (72)

コーディング (65)

テスティング (71)
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26.2

26.1

20.8
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32.4

マミートラックから脱出

30.0

32.3

33.3

29.2

26.2

23.9

マミートラック

36.7

30.8
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7.7
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（（３３））ママミミーートトララッッククににいいるる人人はは、、自自分分のの家家事事育育児児時時間間がが長長くく、、配配偶偶者者のの家家事事育育児児時時間間  

がが短短いい  
 

マミートラックの状況別に自分と配偶者の家事育児時間を見ると、マミートラックにいる人は、自

分の家事育児時間が最も長く、配偶者の家事育児時間が最も短い。 

  

図表 2-2-10【一般社員 女性】現在のマミートラックの状況別 自分の家事育児時間 
Q74-1 現在の、あなたの仕事がある日の家事・育児時間はどのくらいですか。 

  
 

図表 2-2-11【一般社員 女性】現在のマミートラックの状況別 配偶者の家事育児時間 

Q74-2 現在のあなたの配偶者の仕事がある日の家事・育児時間はどのくらいですか。  

    
＊「第一子妊娠前よりも難易度や責任の度合いが高すぎて、荷が重い」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 

  

(ｎ) (%)

第一子妊娠前と難易度や責任の度合いが
あまり変わらない/やや高まっていて、キャリア
展望もある

(72)

第一子妊娠前よりも一旦難易度や責任の
度合いが低くなったが、現在は第一子妊娠
前とあまり変わらない/やや高まっていて、キャ
リア展望もある=脱出

(56)

第一子妊娠前よりも難易度や責任の度合
いが低く、キャリア展望もない＝マミートラック (68)

第一子妊娠前よりも難易度や責任の度合
いが高すぎて、荷が重い (30)

まったく
していない
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3.3
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1.4

10.0

30分以上
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5.9
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((44))「「子子育育てて中中」」のの人人ははププロロジジェェククトトににアアササイインンさされれににくくいい、、とと考考ええてていいるる管管理理職職がが  

33 割割超超  
  

「あなたの職場では子育て中の人は、プロジェクトにアサインされにくいですか。」（プロジェクト単

位で仕事をしている人）について、一般社員では男女とも「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」

の割合（以降 そう思う計）が 3 割以下で、男女の違いはほぼ見られない。 

子どもの有無別男女別に見ると、子どものいる女性でそう思う計の割合が 30.7%と他のカテゴ

リーよりも高い。 

管理職では、男女とも、そう思う計の割合が 3 割を超えており、一般社員より高い。「子育て中で

ある」ことに配慮している結果と思われるが、個々の事情等にかかわらず、「子育て中である」という

だけで仕事の付与や育成にバイアスがかかっている可能性がある。 

 

図表 2-2-12【一般社員 プロジェクト単位で仕事をしている】 

男女別 子育て中の人のプロジェクトアサインについての考え 
Q53 あなたの職場では子育て中の人は、プロジェクトにアサインされにくいですか。 

  
 

図表 2-2-13【一般社員 プロジェクト単位で仕事をしている】 

子どもの有無別男女別 子育て中の人のプロジェクトアサインについての考え 
Q53 あなたの職場では子育て中の人は、プロジェクトにアサインされにくいですか。  

  
 

図表 2-2-14【管理職 プロジェクト単位で仕事をしている】 

男女別 子育て中の人のプロジェクトアサインについての考え 
Q53 あなたの職場では子育て中の人は、プロジェクトにアサインされにくいですか。  

  
  

(ｎ) (%)

男性 (1283)

女性 (729)

そう思う

3.4

5.1

どちらかと言えばそう思う

22.1

23.0

どちらかと言えばそう思わない

43.6

43.8

そう思わない

30.9

28.1

(ｎ) (%)

男性 (613)

女性 (176)

男性 (670)

女性 (553)

子ども有

子ども無

そう思う

3.3

5.1

3.4

5.1

どちらかと言えばそう思う

21.7

25.6

22.5

22.2

どちらかと言えばそう思わない

45.5

46.0

41.9

43.0

そう思わない

29.5

23.3

32.1

29.7

(ｎ) (%)

男性 (783)

女性 (70)

そう思う

7.4

5.7

どちらかと言えばそう思う

27.7

25.7

どちらかと言えばそう思わない

34.7

32.9

そう思わない

30.1

35.7
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■■「「ププロロジジェェククトトににアアササイインンさされれににくくいい」」とと思思っってていいるる女女性性はは、、ママミミーートトララッッククにに陥陥っってていいるる割割合合がが高高いい  
    

「あなたの職場では子育て中の人は、プロジェクトにアサインされにくいですか。」に対する回答別

に、マミートラックの状況を見ると、「アサインされにくい」と思っていない（そう思わない、どちらかと

言えばそう思わない）女性では、マミートラックに陥っている人の割合が 22.0%、2２．２％と低い。し

かし、「アサインされにくい」と思っている（そう思う・どちらかと言えばそう思う）場合、マミートラック

に陥っている人の割合は４0.7%と、より高くなっている。 

 

図表 2-2-15【一般社員 女性 プロジェクト単位で仕事をしている】  

子育て中の人のプロジェクトアサインについての考え別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 

    
  

  

  
【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

契契約約のの仕仕方方がが多多様様なな働働きき方方をを想想定定ししてていいなないい  

・契約をするときに、一人一ヶ月 180 時間働きますみたいな、そんな感じの契約をするので、そこで、

例えば時短勤務している人が 100 時間だけだったら働けると思うんですけど、まだそういう仕組

みになれてないような感じがしますね。（女性） 

  

短短時時間間勤勤務務のの人人ははアアササイインンししづづららいいここととががああるる  

・ビジネスパートナーさんをたくさん抱えて責任者として入るわけですよ。それで BP さんが残業とか

もあって月 200 時間働いているのに、６時間しか働かない人を入れられない。なんか心理的な壁

ですかね。なんかちょっと申し訳ない気分になっちゃって、別の人に変えてくださいって言いたくな

る気持ちもちょっとはわかったりするんですけど。（女性） 

  

育育児児等等でで時時短短勤勤務務やや突突発発的的にに不不在在ににななるるメメンンババーーにに重重要要なな仕仕事事はは任任せせににくくいい  

・（ダイバーシティの推進について）理念には共感できるところがあるが、実際問題育児等で時短勤

務や突発的に不在になるメンバーに重要な仕事は任せにくいし、同僚として一緒に仕事するにし

ても、無償の尻拭いを頻繁にさせられることになるので待遇に差をつけてくれないと不満にしか

繋がらないと思っている。（男性） 

 

・女性の急な離脱は確かにプロジェクトに影響を与える可能性がある、特に専門職、主にプログラミ

ングはコード引き継ぎが難しい（男性） 
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

復復帰帰はは当当たたりり前前ににななっったたがが評評価価はは上上ががららなないい  

 女性が結婚して子供を産むことは社内で普通になり、復帰するのも当たり前にはなったが、復帰後
の評価は低くなりがち。子供の体調不良とかでの急な休みとか取れるのでとてもありがたいけれど、

その分評価は上がらないので男性社会だと感じる。（女性） 

  

育育休休復復帰帰すするるとと、、異異ななるる仕仕事事ににななるる人人ももいいるる  

 私自身は女性だからどうこうといった経験は特にしてないので、別に IT 業界も女性も活躍しやす
いとは思いますけど、結婚して子どももみたいな話になると、どうしても復帰後は元と同じような仕

事はやらなかったりっていう人も見受けられるので、その点では、女性は出産育児を経ても活躍で

き続ければいいんですけど、そこまではまだいっていない、追いついてないっていう感じがしますね。

（女性） 

 

男男性性ももももっっとと育育児児ををししなないいとと、、無無理理  

 親が近所にいて、育児丸投げをしているから SE を続けられているが、これが親がいない、病気、
介護、になったら、詰んでしまう。女性活躍というのなら、女親に育児丸投げをしないといけない現

状（特に SE でトラブルで炎上したら無限に残業）男性ももっと育児をしないといけないと思うし、

それを女性だけに負担させるような風潮がなくならない限り、ずっと女親に負担をかけないと無理

である。（女性） 

 

休休業業中中ののブブラランンククををななくくすすよよううなな支支援援がが必必要要  

 女性はどうしても産休や育休を取らなければならない時期がくるため、技術職の場合は特に休ん
でいる期間のブランクをいかになくし自然と元の仕事に戻れるよう支援するかが必要と考える。

（女性） 

 

両両立立ししななががらら開開発発ががででききるるののかか不不安安  

・うちの会社は 36 協定を守ろうとはしているので残業はかなり減ったが、それでも忙しい部署はと

ても忙しい。バリバリの SE だった子が企画や人事といった事務系への異動も多い。やはり現場の

開発は厳しいと感じる。私は保守メインの現場にいるので何とかなっているが、開発もしたいと思

っているが、怖い気持ちもある。（女性） 

 

男男性性だだかからら？？  時時短短ででもも同同じじ仕仕事事  

・今やっているプロジェクトでは男性が育児休暇を取って現在時短で働いているんですけど、まだま

だそういうのが珍しいケースです。ちゃんと仕事ができるのであれば 180 時間でなくても優秀な

人が 100 時間だけ働くということもできるはずなんですけど、なぜか現場はそういうふうにならな

くて、時短勤務になったらやっぱりバックヤードのお客さんと直接関わらない仕事に、配置転換した

ほうがいいんじゃないか、みたいな。そういう気を使ってそういう異動をしてしまうケースもあるみた

いなので、今の男性のケースはその人を時短勤務する前もその後も同じ仕事をやってもらおうとし

ているのです。（女性） 

 

・女性の活躍については、以前よりもかなり進歩したと思うが、自分自身妊娠・出産を経験し、出産

後は時間的制約等もあり、自分自身がキャリアアップしていくのが難しく感じる。（女性） 

 

・働き方改革は声は上がっているが、会社の形態が旧態依然のために実現は遠いと思っている。ま

た女性割合は結構高いが、昇進はしにくく、産休などで不利になっている現実がある。（男性） 
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・残業の必要が少ないプロジェクトに配属されない限り、子育てしている人は安心して働けないと思

う。女性が活躍するとしたら、残業のないプロジェクト限定。（女性） 

 

・男女差なく活躍できる環境だが、女性は産休育休のタイミングの影響で昇進が遅れたり、開発を

離れるメンバーが多いため実情としては男性のほうが出世しやすいと思う（女性） 
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((55))ママミミーートトララッッククにに陥陥ららせせなないい・・ママミミーートトララッッククかからら脱脱出出ささせせるるににはは  
 

  【【ママミミーートトララッッククにに陥陥ららせせなないい・・ママミミーートトララッッククかからら脱脱出出ささせせるるににはは】】  

■■チチャャレレンンジジンンググなな仕仕事事のの付付与与がが重重要要  

  

「あなたの上司は日々の業務の中であなたに少し高い目標や経験値より少し困難な仕事を任せ

てチャレンジさせていますか」という問いに対して「どちらかと言えばそう思わない/そう思わない」と

回答した人では、キャリア展望がある人が 23.1%、マミートラックから脱出して現在キャリア展望が

ある人が 20.5％、合わせて 43.6％と低いが、「そう思う」と回答した人では、キャリア展望がある人

が 43.8%、マミートラックから脱出して現在キャリア展望がある人が 18.8％、合わせて 62.6％、

「どちらかと言えばそう思う」と回答した人では、キャリア展望がある人の割合は 34.5%、マミートラ

ックから脱出して現在キャリア展望がある人が 29.3%、合わせて 63.8％と高い。 

マミートラックに陥らせない（キャリア展望がある）・マミートラックから脱出させるには、キャリア展

望を持ち続けられるようチャレンジングな仕事の付与が重要であると推察される。 

 

図表 2-2-16【一般社員 女性】 チャレンジングな仕事の付与別 現在のマミートラックの状況  
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 
                                              キキャャリリアア展展望望あありり  脱脱出出              ママミミーートトララッックク                荷荷がが重重いい  

  

                                              現現在在、、キキャャリリアア展展望望あありり      いいっったたんんママミミーートトララッックク  
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■計計画画的的なな育育成成がが重重要要  

  

「あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。」という問いに対して「そう思わない」と回

答した人では、キャリア展望がある人が 20.5%、マミートラックから脱出して現在キャリア展望があ

る人が 13.6％、合わせて 34.1％と低いが、「そう思う/どちらかと言えばそう思う」と回答した人で

は、キャリア展望がある人が 38.0%、マミートラックから脱出して現在キャリア展望がある人が

26.1％、合わせて 64.1％、と高い。 

マミートラックに陥らせない（キャリア展望がある）・マミートラックから脱出させるには、計画的な

育成が重要であると推察される。 

 

図表 2-2-17【一般社員 女性】 計画的な育成の有無別 現在のマミートラックの状況 
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

 

                                キキャャリリアア展展望望あありり    脱脱出出                      ママミミーートトララッックク                      荷荷がが重重いい  

  

                                現現在在、、キキャャリリアア展展望望あありり      いいっったたんんママミミーートトララッックク  
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■キキャャリリアア支支援援策策がが重重要要  

 

「キャリアアップすることに対してどのような会社の支援がありますか。」という問いに対して、各支

援策がある場合とない場合で、マミートラックの状況を比較した。 

「キャリアを考えるための研修/キャリアデザイン研修」がない場合に比べてある場合には、キャリ

ア展望がある人の割合が３８．１％と約１０ポイント高く、マミートラックから脱出して現在キャリア展

望がある人の割合も２８．６％と 6.1 ポイント高い。 

「自己申告制度」がない場合に比べてある場合には、キャリア展望がある人の割合が４２．９％と

１３．５ポイント高く、マミートラックから脱出して現在キャリア展望がある人の割合も３１．０％と７．６ポ

イント高い。 

「上司との定期的なキャリア面談」がない場合に比べてある場合には、キャリア展望がある人の

割合が３９．０％と１２．８ポイント高い。マミートラックから脱出して現在キャリア展望がある人の割合

はあまり違いがない。 

「資格取得や研修受講の費用援助」がない場合に比べてある場合には、キャリア展望がある人

の割合が３８．５％と１４．５ポイント高い。マミートラックから脱出して現在キャリア展望がある人の割

合はあまり違いがない。 

「社内公募制度」がない場合に比べてある場合には、キャリア展望がある人の割合が４２．９％と

１５．３ポイント高い。マミートラックから脱出して現在キャリア展望がある人の割合はあまり違いがな

い。 

「専門知識を深めるための研修」がない場合に比べてある場合には、キャリア展望がある（第一

子妊娠前と難易度や責任の度合いがあまり変わらない/やや高まっていて、キャリア展望もある）人

の割合はあまり違いがないが、マミートラックから脱出して現在キャリア展望がある人の割合が 

３０．３％と約 10 ポイント高い。 

マミートラックに陥らせない（キャリア展望がある）・マミートラックから脱出させるには、キャリア支

援策を行うことが重要であると推察される。 

 

図表 2-2-18【一般社員 女性】 キャリア支援策の有無別 現在のマミートラックの状況 

Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 
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【【ママミミーートトララッッククにに陥陥ららせせなないいたためめににはは】】  

■■「「期期待待をを言言葉葉でで伝伝ええるるこことと」」がが重重要要  

 

「あなたは上司（管理職）に活躍を期待されていますか」に対して、上司から「期待を言葉で伝え

られている」人は、キャリア展望のある人の割合が 39.1％と最も高かった。「期待を言葉で伝えられ

ていないが、態度や雰囲気で感じる」場合には、キャリア展望のある人の割合が 27.5％と低く、「言

葉で伝えること」が有効であると言えるだろう。 

 

図表 2-2-19【一般社員 女性】 上司からの期待別現在のマミートラックの状況  
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください 

  
 

 

 

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

上上司司ににややりりたたいい仕仕事事をを相相談談  

 復帰直後は結構軽めのドキュメント作成とかが回ってきたが、自分は開発もやりたかったのでこれ

は勉強と思ってやっていた。その後の上司との面談で開発をやりたいと話して、半分ぐらいお客様

提案で半分ぐらい開発みたいな形の部署に入った。初めての業務だったのでちょっと苦労はした

かなとは思います。結構つらかったんですけど、その時の上司の方が結構よくしていただいたのと、

あと周りにいるメンバーの方がフォローしてくれたのでどうしようもない状況にはならなかったです。 

（女性） 

 

上上司司がが、、何何かかああっっててももププロロジジェェククトトをを止止めめなないい体体制制づづくくりりををししててくくれれたた  

 時短は取らなかったです。保育園が一応 7 時まで見てくれるところでした。PM といっても改修だっ

たので、ある程度流れができているところのプロジェクトだったっていうところで新規の開発の PM

とは全然負荷が違い、比較的楽にできたというところがありました。メンバー構成としても、PM の

すぐ下に知見の高い信頼できるリーダーを入れてくれていたので何かあったらそこにお願いできる

状態で体制組んでもらっていました。万が一仕事が残って、私が帰らなきゃいけないとか、子ども

が熱出して休まなきゃいけないっていう状態でもプロジェクトを止めないで済む状態にしてもらって

いました。上司の方がいろいろ気遣ってくれていて、ここだったらそんなに負荷ないだろうしとか、い

ざとなったら誰々がいるからっていうような形で体制を立てていただいてました。（女性） 

  

  

(ｎ) (%)

期待を言葉で
伝えられている

(92)

期待を言葉では伝えら
れていないが、態度や
雰囲気で感じる

(51)

期待を言葉でも伝えら
れていないし、態度や
雰囲気でも感じない

(49)

期待されていないと
感じる

(34)

キャリア展望あり

39.1

27.5

30.6

20.6

マミートラックから脱出

21.7

47.1

18.4

8.8

マミートラック

26.1

13.7

42.9

47.1

荷が重い

13.0

11.8

8.2

23.5

Q
4

8

あ
な
た
は
上
司
（
管
理

職
）
に
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
か
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22．．時時間間制制約約ののああるる人人はは仕仕事事のの難難易易度度をを下下げげらられれるるとと、、IITT 技技術術職職ののほほううがが思思っってて  

いいなないい  
 

「あなたの職種では、育児、介護、病気等で時間制約のある人は難易度を下げた仕事が与えら

れていると思いますか（または与えられていますか。）」に対し、「そう思う」「どちらかと言えばそう思

う」計（以降 そう思う計）と回答した人の割合は、IT 技術職では、男性で 38.7％、女性で 44.0％

であったのに対して、他職種では、男性 63.9％、女性 61.4％と男女とも 6 割を超えて高い割合と

なっている。IT技術職のほうが男女とも、時間制約のある人が難易度を下げた仕事を与えられてい

ると思っている人の割合が低い。 

 

図表 2-2-20【一般社員】男女別 時間制約のある人の仕事の難易度について 
Q54 あなたの職種では、育児、介護、病気等で時間制約のある人は難易度を下げた仕事が与えられていると思い

ますか（または与えられていますか。）＊わからない場合は「わからない」を選んでください。 

 
＊「わからない」と回答した人を除く 

 

図表 2-2-21 他職種:DE&I 調査（総合職・IT以外の仕事）【一般社員】 

男女別 時間制約のある人の仕事の難易度について 
あなたの職種では、育児、介護、病気等で時間制約のある人は難易度を下げた仕事が与えられていると思いますか

（または与えられていますか。）＊わからない場合は「わからない」を選んでください。 

 
＊「わからない」と回答した人を除く 

 

 

 

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

長長時時間間労労働働はは改改めめらられれててききたた。。仕仕事事のの付付与与ににもも性性差差をを感感じじてていいなないい  

・長時間労働が良しとされる風潮は大分なくなってきたように思う。女性だから、男性だからと仕事

の裁量を誰かが決めているようなことはなく、自然とライフステージに応じて調整されている印象。

（女性） 

 

(ｎ) (%)

男性 (1267)

女性 (691)

そう思う

6.7

9.4

どちらかと言えばそう思う

32.0

34.6

どちらかと言えばそう思わない

35.4

30.1

そう思わない

26.0

25.9

(ｎ) (%)

男性 (499)

女性 (278)

そう思う

22.3

15.2

どちらかと言えばそう思う

41.6

46.2

どちらかと言えばそう思わない

25.1

25.0

そう思わない

10.9

13.6
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33--11「「仕仕事事ももププラライイベベーートトもも同同じじよよううにに重重視視ししてていいるる」」割割合合はは、、子子育育てて女女性性でで最最もも高高いい  
 

「子育て中の人はプロジェクトにアサインされにくい」という傾向がみられたが、その背景には、

時間制約があることから、仕事を二の次にしてプライベートを重視しているのではないか、といっ

た見方があると考えられる。そこで、以下のように、子どもの有無別に仕事とプライベートの考え

をみたところ、子どもがいる女性は「仕事もプライベートも同じように重視している」人（「ともに重

視派」）の割合が最も高かった。一方、子どもがいない人のほうが、プライベートを重視する人

（「プライベート派」）の割合がやや高い傾向にあった。 

子育て中の女性は仕事を二の次にしてプライベートを重視している、といった捉え方はバイア

スであることが分かった。 

    以下、次のように、「仕事派」「ともに重視派」「プライベート派」とする。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

子どもの有無別男女別に、「仕事とプライベートについて、あなたのお考えをお知らせください」

に対する回答を見ると、「ともに重視派」の割合が最も高いのは、子どものいる女性で３２．３％であ

る。子どものいる女性では、「仕事派」の人が 16.8％であり、「ともに重視派」と合わせると約半数

いることが明らかとなった。 

 つまり、子どものいる女性だからと言って、多くの人が「プライベート派」というわけではなく、子

育て中の女性は仕事よりもプライベートを重視している、といった捉え方はバイアスであることが明

らかとなった。 

図表 2-2-22【一般社員】子どもの有無別男女別 仕事とプライベートの考え方 
Q44 仕事とプライベートについて、あなたのお考えをお知らせください 

 
 

 

  

   

(ｎ) (%)

男性 (859)

女性 (226)

男性 (979)

女性 (757)

子
ど
も
有

子
ど
も
無

仕事をプライベートよりも
重視している

9.9

10.6

10.8

8.2

どちらかと言えば仕事をプラ
イベートよりも重視している

17.6

6.2

13.5

11.1

仕事もプライベートも
同じように重視している

27.9

32.3

24.9

24.7

どちらかと言えばプライベート
を仕事よりも重視している

27.8

26.1

26.9

28.7

プライベートを仕事よりも
重視している

16.8

24.8

23.9

27.3

「仕事をプライベートよりも重視」、「どちらかと言えば仕事をプライベートより重視」 

→仕事派 

「仕事もプライベートも同じように重視」 

→ともに重視派 

「プライベートを仕事よりも重視」「どちらかと言えばプライベートを仕事よりも重視」 

→プライベート派 
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■■どどのの年年代代ででもも、、「「ととももにに重重視視派派」」のの割割合合はは女女性性ののほほううがが男男性性よよりりもも高高いい  

 

「仕事とプライベートについて、あなたのお考えをお知らせください」について、年代別男女別に見

ると、どの年代でも、「ともに重視派」の割合は女性のほうが男性よりも高い。最も差があるのは 40

代で、男性で25.8％、女性で 36.2％と、10.4 ポイントの差である。 

 

図表 2-2-23【一般社員】年代別男女別 仕事とプライベートの考え方 
Q44 仕事とプライベートについて、あなたのお考えをお知らせください 

 
 

 

  

   

(ｎ) (%)

男性 (88)

女性 (330)

男性 (302)

女性 (347)

男性 (650)

女性 (199)

男性 (798)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

仕事派

17.0

8.8

12.3

7.2

9.5

9.0

9.6

13.1

どちらかと言えば仕事派

12.5

8.8

13.2

9.5

18.0

13.6

14.4

8.4

共に重視派

20.5

22.7

21.9

22.2

25.8

36.2

29.1

33.6

どちらかと言えば
プライベート派

20.5

31.2

27.2

28.5

26.6

22.6

28.7

27.1

プライベート派

29.5

28.5

25.5

32.6

20.0

18.6

18.2

17.8
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33--22..「「ととももにに重重視視派派」」はは、、「「仕仕事事派派」」よよりりもも仕仕事事へへのの意意欲欲がが高高いい  
 

仕事とプライベートについての考えが、昇進意欲や力の発揮にどのように関係しているのか見た。 

 以下のように、仕事派であることが、「昇進意欲が高い」ことや「自分の力を発揮できている」こ

とと、必ずしも一致せず、「ともに重視派」のほうが、モチベーションが高い側面があることが分かっ

た。 

 

■「「ととももにに重重視視派派」」ののほほううがが昇昇進進意意欲欲がが高高いい 

 

「あなたは管理職になれるとしたらどう思いますか」に対する回答を、２０代３０代の一般社員につ

いて男女別に見た。男女共に「ともに重視派」で「管理職になりたい」「管理職に推薦されればなり

たい」（以降、昇進意欲計）の割合が最も高かった。 

特に女性では、「ともに重視派」の昇進意欲計が 46.1％で、「仕事派」の昇進意欲計よりも 10

ポイント近く高い。 

 

図表 2-2-24【2０代・30代 一般社員】男女別仕事とプライベートの考え方別 昇進意欲 
Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

 

 

 

 

 
 

  

(ｎ) (%)

20代30代男性 (390)

仕事派 (52)

どちらかと言えば仕事派 (51)

ともに重視派 (84)

どちらかと言えばプライベート派 (100)

プライベート派 (103)

管理職になりたい

12.3

26.9

5.9

16.7

8.0

8.7

管理職に推薦されればなりたい

28.5

15.4

41.2

33.3

37.0

16.5

管理職にはなりたくない

47.9

50.0

35.3

35.7

46.0

65.0

考えたことがない

11.3

7.7

17.6

14.3

9.0

9.7

(ｎ) (%)

20代30代女性 (677)

仕事派 (54)

どちらかと言えば仕事派 (62)

ともに重視派 (152)

どちらかと言えばプライベート派 (202)

プライベート派 (207)

管理職になりたい

8.3

11.1

4.8

13.2

8.9

4.3

管理職に推薦されればなりたい

20.7

24.1

29.0

32.9

18.3

10.6

管理職にはなりたくない

56.3

48.1

45.2

40.8

61.9

67.6

考えたことがない

14.8

16.7

21.0

13.2

10.9

17.4

Q
4
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■■「「ととももにに重重視視派派」」ののほほううがが仕仕事事でで自自分分のの力力をを発発揮揮ででききてていいるるとと思思っってていいるる  

  

「自分の力を発揮できていると思いますか」に対する回答を、２０代３０代の一般社員について男

女別に見た。男女とも「ともに重視派」が、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の割合（以降 そ

う思う計）が最も高い。 

女性では、「ともに重視派」ではそう思う計は55.2％と、「仕事派」の 38.9％、37.1％と大きな差

がある。 

 

図表 2-2-25【20代・30代 一般社員】 

男女別仕事とプライベートの考え方別 自分の力が発揮できているか  
Q82-5 それぞれ当てはまる項目を選んでください。あなたは、自分の力を発揮できていると思いますか。 

 

 

 

 

 

   

(ｎ) (%)

20代30代女性 (677)

仕事派 (54)

どちらかと言えば仕事派 (62)

ともに重視派 (152)

どちらかと言えばプライベート派 (202)

プライベート派 (207)

そう思う

8.3

7.4

6.5

13.8

8.9

4.3

どちらかと言えば
そう思う

33.2

31.5

30.6

41.4

33.2

28.5

どちらとも言えない

33.5

42.6

46.8

28.9

33.2

30.9

どちらかと言えば
そう思わない

16.8

9.3

14.5

13.2

18.3

20.8

そう思わない

8.1

9.3

1.6

2.6

6.4

15.5

(ｎ) (%)

20代30代男性 (390)

仕事派 (52)

どちらかと言えば仕事派 (51)

ともに重視派 (84)

どちらかと言えばプライベート派 (100)

プライベート派 (103)

そう思う

8.5

3.8

9.8

13.1

7.0

7.8

どちらかと言えば
そう思う

36.4

44.2

27.5

35.7

41.0

33.0

どちらとも言えない

36.4

36.5

56.9

35.7

34.0

29.1

どちらかと言えば
そう思わない

13.8

13.5

3.9

13.1

13.0

20.4

そう思わない

4.9

1.9
2.0

2.4

5.0

9.7

Q
4
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■■「「ととももにに重重視視派派」」はは、、残残業業ししなないい働働きき方方ををししてていいるる人人のの割割合合がが高高いい 

  

 仕事とプライベートの考え方別に現在の働き方を男女別に見ると、男性では、「ともに重視派」の

人は、「プライベートを仕事よりも重視している」の人よりも、ほぼ毎日１時間以上残業している人の

割合は高いが、「ほぼ毎日、所定労働時間内に業務を終えている」人の割合は同じくらいである。

女性では、「ともに重視派」の人は、「プライベートを仕事よりも重視している」人よりは長く働いてい

る人の割合が高いが、「ほぼ毎日、所定労働時間内に業務を終えている」人が 42.7％いる。 

 

図表 2-2-26【一般社員】男女別 仕事とプライベートの考え方別 現在の働き方  
Q22_1 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

          ＊裁量労働制の人は除いている。 

 

 

 

 

 

【男性】
(ｎ) (%)

仕事派 (105)

どちらかと言えば
仕事派 (171)

共に重視派 (316)

どちらかと言えば
プライベート派 (337)

プライベート派 (270)

ほぼ毎日、所定労働時
間内に業務を終えている

34.3

31.0

48.7

38.9

50.0

週に3、4日くらいは所定
労働時間内に業務を終

えている

13.3

17.0

10.4

15.1

14.8

週に1、2日くらいは所定
労働時間内に業務を終

えている

15.2

15.2

10.1

17.5

15.2

ほぼ毎日、所定労働時
間を1時間くらい超えて働

いている

15.2

14.6

15.5

19.0

10.0

ほぼ毎日、所定労働時
間を2、3時間くらい超え

て働いている

18.1

21.1

13.9

8.3

7.0

ほぼ毎日、所定労働時
間を4時間以上超えて働

いている

3.8

0.6

1.3

1.2

1.9

短時間勤務をしている

0.6

1.1

ほぼ毎日、所定
労働時間内に
業務を終えている

週に3、4日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

週に1、2日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

ほぼ毎日、所定
労働時間を
1時間くらい超え
て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を
2、3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を
4時間以上超え
て働いている

短時間勤務を
している

Q44 

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

【女性】
(ｎ) (%)

仕事派 (55)

どちらかと言えば
仕事派

(63)

共に重視派 (164)

どちらかと言えば
プライベート派

(190)

プライベート派 (190)

ほぼ毎日、所定労働時
間内に業務を終えている

30.9

27.0

42.7

34.7

58.9

週に3、4日くらいは所定
労働時間内に業務を終

えている

21.8

19.0

15.9

17.4

12.6

週に1、2日くらいは所定
労働時間内に業務を終

えている

14.5

22.2

14.6

21.1

9.5

ほぼ毎日、所定労働時
間を1時間くらい超えて働

いている

12.7

17.5

15.2

12.6

7.4

ほぼ毎日、所定労働時
間を2、3時間くらい超え

て働いている

10.9

11.1

6.7

8.9

6.8

ほぼ毎日、所定労働時
間を4時間以上超えて働

いている

1.8

1.2

1.6

2.6

短時間勤務をしている

7.3

3.2

3.7

3.7

2.1

ほぼ毎日、所定
労働時間内に
業務を終えている

週に3、4日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

週に1、2日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

ほぼ毎日、所定
労働時間を
1時間くらい超え
て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を
2、3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を
4時間以上超え
て働いている

短時間勤務を
している
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

ププラライイベベーートトがが充充実実すするるとと仕仕事事ももううままくくいいくくののででははなないいかか  

 男女関係なく、自分の働きやすい働き方が出来たらいいなあと思う。今回の話とは変わってしまう
かもしれないが、育児や介護の理由が無くても、時短勤務を希望していたら時短勤務で正社員で

働けたり、テレワークを希望していたらテレワーク出来るなど、ある条件がなくても働けるようになる

といいなあと思う。また、休暇の取りやすさや残業しなくていいように、ゆとりのある人員とスケジュ

ールで、仕事を進めていける社会になるといいなあと思う。ゆとりが生まれることで、仕事のギスギ

スがなくなったり、プライベートが充実することで仕事もうまくいったり、自己啓発をしてスキルアッ

プが出来たりするのではないかと思う。（女性） 

 

 世界的に見ても日本は低賃金なのに拘束時間が長い。無駄な会議が多く集中して業務遂行でき
ない。プライベートを優先することがまるで悪のような雰囲気がある。（女性） 

 

 近年、残業が抑制傾向にあり、プライベートを優先したい考えを持つ自分にとって働きやすい環境
になったと感じる。残業代はいらないので、毎日定時で帰りたい。（男性） 

 

・プライベートを充実させるような働き方、現場の雰囲気が大切かと思います。（男性） 
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４４．．管管理理職職ののほほううがが、、残残業業ししなないい人人をを「「仕仕事事をを任任せせににくくいい」」「「ややるる気気ががなないい」」とと思思っってていいるる  
 

((11))残残業業ししなないい人人ににつついいててはは、、「「生生産産性性高高くく仕仕事事ををししてていいるる」」とと認認識識さされれてていいるるがが、、管管理理

職職でではは「「仕仕事事をを任任せせににくくいい」」「「ややるる気気ががなないい」」とと思思っってていいるる人人のの割割合合ががやややや高高いい  
 

「所定労働時間内/見なし労働時間内で業務を終えている人について、あなたはどう思いますか」

に対する回答を役職別男女別に見た。 

一般社員では男女とも「生産性高く仕事をしている」が最も「そう思う」「どちらかと言えばそう

思う」計（以降そう思う計）の割合が高く、次いで「職場のお手本になる働き方をしている」が続い

ている。 

管理職でも男女とも「生産性高く仕事をしている」のそう思う計の割合が最も高いが、「仕事を任

せにくいと思う」「やる気がないと思う」のそう思う計の割合が一般社員よりも10ポイント近く高い。 

 

図表 2-2-27【一般社員】男女別所定労働時間内で業務を終える人についての考え 
Q42 所定労働時間内/見なし労働時間内で業務を終えている人について、あなたはどう思いますか 

  

  
 

図表 2-2-28【管理職】男女別所定労働時間内で業務を終える人についての考え 
Q42 所定労働時間内/見なし労働時間内で業務を終えている人について、あなたはどう思いますか 

 

【男性】
(ｎ) (%)

生産性高く仕事をしている
と思う

(1838)

やる気がないと思う (1838)

仕事を任せにくいと思う (1838)

仕事よりもプライベートを
優先していると思う

(1838)

職場のお手本になる
働き方をしていると思う

(1838)

そう思う

20.1

4.7

6.6

9.8

16.6

どちらかと言えば
そう思う

50.4

19.4

25.0

41.0

48.5

どちらかと言えば
そう思わない

21.4

42.7

40.5

32.5

26.9

そう思わない

8.1

33.2

27.9

16.7

8.1

【女性】
(ｎ) (%)

生産性高く仕事をしている
と思う

(983)

やる気がないと思う (983)

仕事を任せにくいと思う (983)

仕事よりもプライベートを
優先していると思う

(983)

職場のお手本になる
働き方をしていると思う

(983)

そう思う

33.7

3.4

5.7

15.6

28.2

どちらかと言えば
そう思う

47.7

14.8

20.8

38.5

45.8

どちらかと言えば
そう思わない

14.1

37.9

37.0

28.2

20.2

そう思わない

4.5

43.9

36.5

17.8

5.8

【男性】
(ｎ) (%)

生産性高く仕事をしている
と思う

(1066)

やる気がないと思う (1066)

仕事を任せにくいと思う (1066)

仕事よりもプライベートを
優先していると思う

(1066)

職場のお手本になる
働き方をしていると思う

(1066)

そう思う

21.4

8.2

10.4

12.5

11.2

どちらかと言えば
そう思う

51.3

23.5

31.9

37.5

45.7

どちらかと言えば
そう思わない

23.4

40.4

37.0

35.9

35.6

そう思わない

3.9

28.0

20.7

14.1

7.6

【女性】
(ｎ) (%)

生産性高く仕事をしている
と思う

(78)

やる気がないと思う (78)

仕事を任せにくいと思う (78)

仕事よりもプライベートを
優先していると思う

(78)

職場のお手本になる
働き方をしていると思う

(78)

そう思う

35.9

7.7

10.3

16.7

16.7

どちらかと言えば
そう思う

51.3

20.5

26.9

34.6

51.3

どちらかと言えば
そう思わない

12.8

32.1

32.1

29.5

28.2

そう思わない

39.7

30.8

19.2

3.8
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((22))  所所定定時時間間内内（（みみななしし労労働働時時間間内内））でで業業務務をを終終ええてていいるる人人ににはは「「仕仕事事をを任任せせににくく

いい」」とと考考ええてていいるる管管理理職職ののほほううがが、、そそううででなないい管管理理職職よよりりもも、、「「子子育育てて中中のの人人ははププロロ

ジジェェククトトににアアササイインンさされれににくくいい」」とと思思っってていいるる  
 

  管理職について、「所定労働時間内/見なし労働時間内で業務を終えている人について、仕事を

任せにくいと思う」に対する考え別に「あなたの職場では子育て中の人は、プロジェクトにアサインさ

れにくいですか。」に対する回答を見ると、仕事を任せにくいと思わない（そう思わない）と回答した

人では、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合が28.3％であるが、仕事を任

せにくいと思う（そう思う）と回答した人では、42.7％とより高い。 

 

図表 2-2-29【管理職 プロジェクト単位で仕事をしている】 

仕事を任せにくいと思う別 子育て中のプロジェクトアサインの考え 
Q53 あなたの職場では子育て中の人は、プロジェクトにアサインされにくいですか。 

  

  

  

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

早早めめにに退退社社ししてていいるる人人をを「「熱熱心心ででななくく、、ススキキルルアアッッププもも遅遅れれてていいるる」」とと思思っってていいるる  

・時間をなるべく減らすっていうような、全社的な方針は出ているのでそこに合わせてプラスアルファ

の残業時間は減らしていこうっていう動きにはなってるかなと思います。ただなかなかそうは言って

も、思う通りにはいかない面があるのかなと思っています。コスト削減で、頑張っていて仕事できる

人がちょっと多めに仕事して、あんまりやる気がないっていうか、そこまで熱心じゃない方は早めに

して退社して、その分自身のスキルアップもちょっと遅れてるみたいな。そういう印象はありますね。

（女性） 

 

(ｎ) (%)

そう思う (96)

どちらかと言えば
そう思う (261)

どちらかと言えば
そう思わない (291)

そう思わない (180)

そう思う

13.5

5.7

5.8

8.3

どちらかと言えば
そう思う

29.2

33.0

26.8

20.0

どちらかと言えば
そう思わない

22.9

37.9

40.9

27.8

そう思わない

34.4

23.4

26.5

43.9

Q
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55..他他職職種種よよりりもも、、男男性性がが育育児児休休業業をを取取得得ししややすすいい  

((11))他他職職種種よよりりもも育育児児休休業業をを「「取取得得ししたた」」男男性性のの割割合合がが高高いい  

IT 技術職と他職種で、男性の育児休業の取得状況を比較すると、一般社員、管理職ともに IT

のほうが、「取得した」人の割合が高く、「取得したかったができなかった」人の割合が低い。 

 

図表 2-2-30【一般社員・管理職 男性】 男性の育児休業取得状況  

※取得を希望していなかった、を除く 
Q75 あなたは、子どもが生まれてから現在までの間に、子どもの出生や育児のために休暇・休業を取得しました 

か。 

＊お子様が二人以上の場合には、末子についてご回答ください。 

＊休暇・休業には、育児休業のほか、産後パパ育休、配偶者出産休暇、年次有給休暇等を含めてお答えくださ 

い。 

 
 

図表 2-2-31 他職種:DE&I 調査（総合職・IT 以外の仕事） 

【一般社員・管理職 男性】 男性の育児休業取得状況  
あなたは、子どもが生まれてから現在までの間に、子どもの出生や育児のために休暇・休業を取得しましたか。 

※取得を希望していなかった、を除く 

  
 

  

(ｎ) (%)

一般社員男性 (479)

管理職男性 (410)

取得した

66.4

61.7

取得したかったができなかった

33.6

38.3

(ｎ) (%)

一般社員男性 (176)

管理職男性 (95)

取得した

53.9

56.8

取得したかったができなかった

46.1

43.2
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■■年年代代別別、、企企業業規規模模別別にに見見ててもも、、他他職職種種よよりりもも「「取取得得ししたた」」男男性性のの割割合合がが高高いい 

 

IT 技術職と他職種で、男性の育児休業の取得状況を、年代別、企業規模別に比較すると、どの

年代、どの企業規模においても、IT 技術職のほうが、「取得した」人の割合が高く、「取得したかっ

たができなかった」人の割合が低い。（DE＆I 調査の 20 代、301～５００人、5,001～10,000 人

はサンプル数が少ないため参考値。） 

  ただし、IT 技術職を年代別にみると、５０代では、「取得したかったができなかった」の割合が他

の年代よりも高くなっている。 

 

図表 2-2-32【一般社員・管理職 男性】 年代別・企業規模別 男性の育児休業取得状況 
Q75 あなたは、子どもが生まれてから現在までの間に、子どもの出生や育児のために休暇・休業を取得しましたか。 

  
  ＊「取得することを希望していなかった」と回答した人を除いている。 

 

図表 2-2-33 他職種:DE&I 調査（総合職・IT 以外の仕事） 

【一般社員・管理職 男性】 年代別・企業規模別 男性の育児休業取得状況   
あなたは、子どもが生まれてから現在までの間に、子どもの出生や育児のために休暇・休業を取得しましたか。 

 
  ＊「取得することを希望していなかった」と回答した人を除いている。 

 

(ｎ) (%)

20代 (4)

30代 (83)

40代 (328)

50代 (474)

51人～100人 (52)

101人～300人 (112)

301人～500人 (84)

501人～1,000人 (98)

1,001人～3,000人 (163)

3,001人～5,000人 (67)

5,001人～10,000人 (83)

10,001人以上 (230)

年
代

企
業
規
模

取得した

100.0

67.5

67.4

61.2

73.1

63.4

58.3

59.2

59.5

73.1

66.3

67.0

取得したかったができなかった

32.5

32.6

38.8

26.9

36.6

41.7

40.8

40.5

26.9

33.7

33.0

(ｎ) (%)

20代 (23)

30代 (75)

40代 (84)

50代 (89)

101人～300人 (41)

301人～500人 (20)

501人～1,000人 (34)

1,001人～3,000人 (61)

3,001人～5,000人 (31)

5,001人～10,000人 (26)

10,001人以上 (59)

企
業
規
模
別
男
性

年
代

取得した

77.0

54.8

55.9

48.4

41.5

75.8

44.0

54.2

64.4

50.8

61.1

取得したかったができなかった

23.0

45.2

44.1

51.6

58.5

24.2

56.0

45.8

35.6

49.2

38.9
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((22))  他他職職種種よよりりもも、、男男性性がが育育児児休休業業をを「「期期間間ににかかかかわわららずず取取得得ししややすすいい」」とと思思っってていいるる

人人のの割割合合がが高高いい  
 

■■一一般般社社員員ににおおいいてて、、他他職職種種よよりりもも、、男男性性がが育育児児休休業業をを「「期期間間ににかかかかわわららずず取取得得ししややすすいい」」とと      

思思っってていいるる人人のの割割合合がが高高いい  

 

一般社員において、「あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しや

すいと思いますか。」に対し、「期間にかかわらず取得しやすい」と回答した人の割合は、男性で IT

技術職 29.9%、他職種は 15.4％と、IT 技術職のほうが他職種よりも 14.5 ポイント高い。女性で

IT 技術職 37.8%、他職種は 25.7％と、IT 技術職のほうが他職種よりも 12.1 ポイント高い。 

ただし、IT 技術職の男性で「期間にかかわらず取得しづらい」と回答した人の割合は 2２.4％で、

他職種とほぼ同等であった。 

また、IT 技術職の男性では、「期間にかかわらず取得しづらい」「1 週間未満」「1 ヵ月未満」を

足すと 47.5％と半数近いという結果で、他職種よりは取得しやすいが、IT 技術職においても、課題

は残っている。 

 

図表 2-2-34【一般社員】男女別 男性の育児休業の取得しやすさ 
Q78 あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。 

＊期間にかかわらず取得しづらい場合には、「期間にかかわらず取得しづらい」を選択してください。 

＊期間にかかわらず取得しやすい場合には、「期間にかかわらず取得しやすい」を選択してください。 

 
 

図表 2-2-35 他職種:DE&I 調査（総合職・IT 以外の仕事） 

 【一般社員】男女別 男性の育児休業の取得しやすさ 
あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。 

 

 
  

(ｎ) (%)

男性 (1838)

女性 (983)

期間にかかわらず
取得しづらい

22.4

15.1

1週間未満

7.1

5.9

1ヵ月未満

18.0

19.5

3ヵ月未満

13.8

13.6

6ヵ月未満

4.8

4.7

1年未満

4.0

3.4

期間にかかわらず
取得しやすい

29.9

37.8

(ｎ) (%)

男性 (561)

女性 (326)

期間にかかわらず
取得しづらい

25.2

17.6

1週間未満

16.0

10.0

1ヵ月未満

24.0

25.5

3ヵ月未満

13.0

12.5

6ヵ月未満

3.1

6.6

1年未満

3.3

2.2

期間にかかわらず
取得しやすい

15.4

25.7
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■■男男性性管管理理職職ででもも、、他他職職種種よよりりもも、、男男性性がが育育児児休休業業をを「「期期間間ににかかかかわわららずず取取得得ししややすすいい」」とと思思っってて

いいるる人人のの割割合合がが高高いい  

 

管理職については、前述した一般社員よりも「期間にかかわらず取得しやすい」の割合が低く、男

性で２３．６％、女性で２５．５％である。男女とも「一か月未満」が 3 割近くであり、最も高い割合と

なっている。 

管理職の IT 技術職と他職種を比較すると、「期間にかかわらず取得しやすい」と回答した人の割

合は、男性では、IT 技術職２３．６%、他職種は１４．４％と、IT 技術職のほうが他職種よりも９．２ポイ

ント高い。 

一方、女性では、IT 技術職２５．５%、他職種は２４．６％と、IT 技術職と他職種であまり違いはな

い。 

 

図表 2-2-36【管理職】男女別 男性の育児休業の取得しやすさ 
Q78 あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。 

 
 

図表 2-2-37 他職種:DE&I 調査（IT 以外の仕事）  

【管理職】男女別 男性の育児休業の取得しやすさ 
あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。 

 
 

(ｎ) (%)

男性 (1081)

女性 (98)

管
理
職

期間にかかわらず
取得しづらい

14.9

13.3

1週間未満

12.0

7.1

1ヵ月未満

27.0

29.6

3ヵ月未満

15.4

17.3

6ヵ月未満

3.9

4.1

1年未満

3.2

3.1

期間にかかわらず
取得しやすい

23.6

25.5

(ｎ) (%)

男性 (444)

女性 (395)

管
理
職

期間にかかわらず
取得しづらい

25.0

17.5

1週間未満

17.8

13.7

1ヵ月未満

27.0

24.8

3ヵ月未満

10.8

11.1

6ヵ月未満

1.8

4.8

1年未満

3.2

3.5

期間にかかわらず
取得しやすい

14.4

24.6
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■■年年代代別別男男女女別別にに見見ててもも、、他他職職種種よよりりもも、、男男性性がが育育児児休休業業をを「「期期間間ににかかかかわわららずず取取得得ししややすすいい」」のの    

    割割合合がが高高いい  

 

 一般社員について、年代別男女別に見ても、IT 技術職は他職種よりも、男性が育児休業を「期

間にかかわらず取得しやすい」の割合が高い。男性が育児休業を「期間にかかわらず取得しやす

い」と回答した割合の IT 技術職と他職種との差が最も大きいのは、５０代男性で、２１．１ポイント

（IT技術職３４．５％、他職種１３．４％）、次いで、２０代女性で１８．８ポイント（IT技術職４１．２％、他

職種 ２２．４％）である。 

 

図表 2-2-38【一般社員】年代別男女別 男性の育児休業の取得しやすさ 
Q78 あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。 

 
 

図表 2-2-39 他職種:DE&I 調査（総合職・IT以外の仕事）【 一般社員】 

年代別男女別 男性の育児休業の取得しやすさ 
あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。 

 
＊「女性 50代」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 

  

(ｎ) (%)

男性 (88)

女性 (330)

男性 (302)

女性 (347)

男性 (650)

女性 (199)

男性 (798)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

期間にかかわらず
取得しづらい

18.2

14.2

17.9

15.6

24.8

13.6

22.7

18.7

1週間未満

2.3

4.2

6.6

5.8

7.5

7.5

7.5

8.4

1ヵ月未満

23.9

16.7

19.2

20.2

19.5

24.6

15.7

16.8

3ヵ月未満

18.2

15.2

18.5

14.1

15.1

12.1

10.4

10.3

6ヵ月未満

5.7

4.5

5.3

6.3

4.3

3.0

4.9

2.8

1年未満

3.4

3.9

5.3

2.6

3.1

2.5

4.4

5.6

期間にかかわらず
取得しやすい

28.4

41.2

27.2

35.4

25.7

36.7

34.5

37.4

(ｎ) (%)

男性 (151)

女性 (150)

男性 (147)

女性 (91)

男性 (127)

女性 (57)

男性 (136)

女性 (29)

20代

30代

40代

50代

期間にかかわらず
取得しづらい

23.5

18.0

26.0

20.7

29.3

13.6

22.4

13.2

1週間未満

17.3

12.2

16.5

8.2

12.8

7.0

16.9

10.1

1ヵ月未満

22.1

25.4

28.1

24.8

21.1

24.2

24.6

30.4

3ヵ月未満

12.9

13.1

10.4

14.4

12.8

8.6

16.3

10.7

6ヵ月未満

2.4

6.6

2.7

4.1

5.3

12.0

2.1

3.6

1年未満

4.6

2.1

2.7

2.1

1.5

3.5

4.2

期間にかかわらず
取得しやすい

17.3

22.4

13.6

25.7

17.3

31.2

13.4

32.0
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■■男男女女別別規規模模別別にに見見ててもも、、他他職職種種よよりりもも、、男男性性がが育育児児休休業業をを「「期期間間ににかかかかわわららずず取取得得ししややすすいい」」のの    

    割割合合がが高高いい  

 

一般社員について、男女別企業規模別に見ても、「あなたの職場ではどのくらいの期間であれば

男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。」に対し、「期間にかかわらず取得しやすい」と回答

した人の割合は、女性の 301人から 500人企業規模以外、IT 技術職は他職種に比べて高い。 

 

図表 2-2-40【一般社員】男女別 規模別 男性の育児休業の取得しやすさ 
Q78 あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。 

 
 

 
  

【男性】
(ｎ) (%)

51人～100人 (173)

101人～300人 (302)

301人～500人 (183)

501人～1,000人 (228)

1,001人～3,000人 (311)

3,001人～5,000人 (122)

5,001人～10,000人 (166)

10,001人以上 (353)

期間にかかわらず
取得しづらい

32.4

27.5

26.2

27.2

23.8

14.8

11.4

14.7

1週間未満

5.8

9.9

5.5

8.3

6.8

4.9

7.8

6.2

1ヵ月未満

12.1

13.9

16.9

19.3

17.7

23.8

21.7

20.7

3ヵ月未満

11.0

10.9

15.3

9.6

16.7

11.5

15.1

17.0

6ヵ月未満

5.2

5.6

3.8

4.8

3.5

5.7

4.2

5.4

1年未満

2.3

3.6

4.4

4.8

2.6

4.9

4.8

5.1

期間にかかわらず
取得しやすい

31.2

28.5

27.9

25.9

28.9

34.4

34.9

30.9

【女性】
(ｎ) (%)

51人～100人 (106)

101人～300人 (173)

301人～500人 (101)

501人～1,000人 (103)

1,001人～3,000人 (184)

3,001人～5,000人 (67)

5,001人～10,000人 (69)

10,001人以上 (180)

期間にかかわらず
取得しづらい

21.7

22.0

16.8

11.7

14.7

10.4

7.2

10.6

1週間未満

7.5

6.4

6.9

3.9

8.7

1.5

4.3

4.4

1ヵ月未満

20.8

19.1

21.8

23.3

22.3

11.9

20.3

15.6

3ヵ月未満

6.6

11.0

11.9

13.6

13.0

17.9

11.6

21.1

6ヵ月未満

3.8

4.0

5.0

2.9

5.4

7.5

4.3

5.0

1年未満

6.6

2.9

2.9

2.2

4.5

4.3

3.9

期間にかかわらず
取得しやすい

33.0

34.7

36.6

41.7

33.7

46.3

47.8

39.4
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図表 2-2-41 他職種:DE&I 調査（総合職・IT以外の仕事）【 一般社員】 

男女別 規模別 男性の育児休業の取得しやすさ 
あなたの職場ではどのくらいの期間であれば男性が育児休業を取得しやすいと思いますか。 

 

 
＊「3,001 人～5,000 人」はサンプル数が少ないため参考値 

 

【IT 調査のインタビュー調査とアンケート調査の自由記述より】 

  

男男女女とともも育育休休ははととれれるるよよううににななっってていいるるがが元元のの部部署署にに戻戻れれなないい  

 子育て等で長期休暇を男性も女性も取れる会社は増えているとは思う（大手なら）が、元の部署
に戻れない方が多いイメージ。やはり、そうなると取りにくい空気にはなるのかなと口だけの働き方

改革の気がする。（男性） 

 

上上のの世世代代はは男男性性のの育育休休にに理理解解ががなないい  

 今の子育て世代は男性の育休取得について前向きだが、50 代以上の一部の男性社員について
は、1 ヵ月などの短期間であっても、男性の育休取得に後ろ向きな発言が聞かれることがある。ま

ずは管理職世代からの意識改革が必要であると考えている。（女性） 

 

男男性性育育休休もも時時短短もも、、ススキキルルがが身身ににつついいててかかららににししててほほししいい  

 IT 業界では女性の管理職が非常に少ない。もっと会社として割合を意識したほうが良いと考える。
男性育休、時短については良いとは思うが、まだ独り立ちもできないレベルで育児や家事を優先

されると評価はできない。（男性） 

 

 女性活躍と産休育休は密接に関係がある。妻のほうが有能なのであれば夫が育休を長く取るよ
うになれば良いと思う。（男性） 

【男性】
(ｎ) (%)

101人～300人 (121)

301人～500人 (45)

501人～1,000人 (51)

1,001人～3,000人 (124)

3,001人～5,000人 (64)

5,001人～10,000人 (55)

10,001人以上 (100)

期間にかかわらず
取得しづらい

34.9

30.9

26.1

19.5

20.9

25.7

20.1

1週間未満

16.2

8.7

24.3

15.6

20.3

18.5

11.0

1ヵ月未満

23.3

29.1

23.9

25.6

20.1

23.8

23.4

3ヵ月未満

4.6

13.1

6.0

15.5

23.1

9.2

19.3

6ヵ月未満

1.9

6.5

1.5

1.7

4.9

1年未満

4.3

2.6

3.1

7.4

4.1

期間にかかわらず
取得しやすい

14.8

18.2

19.7

14.8

11.1

13.6

17.1

【女性】
(ｎ) (%)

101人～300人 (58)

301人～500人 (31)

501人～1,000人 (59)

1,001人～3,000人 (55)

3,001人～5,000人 (22)

5,001人～10,000人 (38)

10,001人以上 (63)

期間にかかわらず
取得しづらい

40.2

6.4

18.7

19.5

8.4

10.9

6.8

1週間未満

5.2

19.0

8.6

5.5

9.3

16.2

11.8

1ヵ月未満

24.8

26.4

27.0

18.9

35.9

32.4

22.2

3ヵ月未満

11.2

3.0

17.0

17.8

13.9

5.3

13.2

6ヵ月未満

9.1

3.4

5.3

4.4

8.3

11.3

1年未満

6.6

3.2

5.7

1.5

期間にかかわらず
取得しやすい

9.5

38.6

22.0

32.9

28.0

21.1

33.2
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６６..職職場場風風土土ににつついいてて    

  

（（１１））「「社社員員のの個個性性やや多多様様性性をを大大切切ににししてていいるる」」職職場場だだとと思思っってていいるる割割合合にに、、男男女女差差がが

ああるる  
  

    年代別男女別に「社員の個性や多様性を大切にしている」に対して「非常に当てはまる」「まあ

当てはまる」と回答した人の割合を見ると、２０代で９．6 ポイント、３０代で１０．3 ポイント、４０代で 

６．2 ポイント 女性のほうが男性より高い。 男性に多い職場にありがちであるが、少数の女性に対

しては、個々に応じたマネジメントがなされているが、多数の男性に対してはなされない傾向にある

のではないかと推察される。 

  他職種と比較すると、５ポイント以上差があるのは、４０代男性で、IT 技術職のほうが他職種より

も、「非常に当てはまる」「まあ当てはまる」と回答した人の割合が低い。 

 

図表 2-2-42【一般社員】年代別男女別 個性や多様性を大切にしている職場 
Q79 以下のそれぞれの項目はあなたの職場にどの程度当てはまりますか。それぞれ選んでください。 

2．社員の個性や多様性を大切にしている 

 
 

図表 2-2-43 他職種:DE&I 調査（総合職・IT 以外の仕事） 

【一般社員】年代別男女別 個性や多様性を大切にしている職場 

 
＊「女性 50 代」はサンプル数が少ないため参考値 

  

(ｎ) (%)

男性 (88)

女性 (330)

男性 (302)

女性 (347)

男性 (650)

女性 (199)

男性 (798)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

非常に当てはまる

10.2

15.5

8.9

12.7

7.4

9.5

5.8

11.2

まあ当てはまる

46.6

50.9

43.4

49.9

39.1

43.2

36.6

32.7

どちらとも言えない

31.8

23.6

30.8

23.3

37.2

27.1

37.2

37.4

あまり当てはまらない

10.2

6.1

10.9

8.9

12.2

13.1

13.4

13.1

まったく当てはまらない

1.1

3.9

6.0

5.2

4.2

7.0

7.0

5.6

(ｎ) (%)

男性 (151)

女性 (150)

男性 (147)

女性 (91)

男性 (127)

女性 (57)

男性 (136)

女性 (29)

20
代

30
代

40
代

50
代

非常に当てはまる

13.8

13.0

12.4

13.4

8.3

18.9

7.1

9.6

まあ当てはまる

44.1

48.8

42.6

48.5

43.6

32.9

36.5

38.6

どちらとも言えない

30.3

19.9

30.6

20.6

32.3

31.1

34.5

31.0

あまり当てはまらない

5.5

11.0

10.3

12.4

11.3

10.4

16.3

17.3

まったく当てはまらない

6.2

7.3

4.2

5.2

4.5

6.8

5.6

3.6
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((22))２２００代代男男女女等等でで、、他他職職種種よよりりもも思思っったたここととがが自自由由にに言言ええるる職職場場風風土土ででなないい  
 

年代別男女別に「思ったことが自由に言える職場風土である」に対して「非常に当てはまる」「ま

あ当てはまる」と回答した人の割合を見ると、２０代で 10.4 ポイント、３０代で 13.3 ポイント、４０代

で 15.4 ポイント 女性のほうが男性より高い。  

  他職種と比較して、「非常に当てはまる」「まあ当てはまる」と回答した人の割合が５ポイント以上

低いのは、20代男性、３０代男性、５０代男女である。 

 

図表 2-2-44【一般社員】年代別男女別 思ったことが自由に言える職場風土 
Q79 以下のそれぞれの項目はあなたの職場にどの程度当てはまりますか。それぞれ選んでください。 

1.思ったことが自由に言える職場風土である 

 
 

図表 2-2-45 他職種:DE&I 調査（総合職・IT以外の仕事） 

【一般社員】年代別男女別 思ったことが自由に言える職場風土 

 
＊「女性 50代」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 

(ｎ) (%)

男性 (88)

女性 (330)

男性 (302)

女性 (347)

男性 (650)

女性 (199)

男性 (798)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

非常に当てはまる

9.1

13.0

7.0

12.1

6.8

7.5

6.5

7.5

まあ当てはまる

47.7

54.2

45.7

53.9

40.6

55.3

41.1

37.4

どちらとも言えない

31.8

22.7

33.1

22.2

37.1

22.1

31.2

37.4

あまり当てはまらない

6.8

8.8

9.3

8.6

11.1

9.0

14.5

12.1

まったく当てはまらない

4.5

1.2

5.0

3.2

4.5

6.0

6.6

5.6

(ｎ) (%)

男性 (151)

女性 (150)

男性 (147)

女性 (91)

男性 (127)

女性 (57)

男性 (136)

女性 (29)

20
代

30
代

40
代

50
代

非常に当てはまる

13.6

16.6

15.1

15.5

8.3

12.0

8.5

10.1

まあ当てはまる

49.3

43.0

44.7

47.4

42.9

51.8

44.4

48.2

どちらとも言えない

21.7

21.3

26.0

23.7

33.1

19.1

25.2

20.8

あまり当てはまらない

7.5

9.4

10.9

6.2

15.0

10.4

17.7

10.1

まったく当てはまらない

7.9

9.6

3.4

7.2

0.8

6.8

4.2

10.7
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((33))女女性性よよりり男男性性ののほほううがが自自由由なな雰雰囲囲気気ががああるるとと思思っってていいなないい  

  
年代別男女別に「自由な雰囲気がある（例えば、服装や髪形が自由）」に対して「非常に当ては

まる」「まあ当てはまる」と回答した人の割合を見ると、２０代で16.４ポイント、３０代で8.7ポイント、

４０代で 11.5 ポイント、５０代で 11.2 ポイント 女性のほうが男性より高い。  

 

図表 2-2-46【一般社員】年代別男女別 自由な雰囲気がある 
Q79 以下のそれぞれの項目はあなたの職場にどの程度当てはまりますか。それぞれ選んでください。 

3.自由な雰囲気がある（例えば、服装や髪形が自由） 

 
 

 

(ｎ) (%)

男性 (88)

女性 (330)

男性 (302)

女性 (347)

男性 (650)

女性 (199)

男性 (798)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

非常に当てはまる

13.6

25.2

13.2

17.3

10.0

14.6

8.8

15.0

まあ当てはまる

44.3

49.1

42.4

47.0

36.3

43.2

36.1

41.1

どちらとも言えない

31.8

16.4

27.8

20.5

33.7

25.6

34.5

25.2

あまり当てはまらない

5.7

6.7

11.6

10.7

14.2

9.5

12.5

15.0

まったく当てはまらない

4.5

2.7

5.0

4.6

5.8

7.0

8.1

3.7
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第第33章章  管管理理職職のの長長時時間間労労働働のの実実態態とと管管理理職職ににななりりたたくくなないい理理由由  
 

管理職の長時間労働は、全職種についての課題であるが、IT 技術職においても、以下のように、

管理職の長時間労働は続いており、それが一般社員が管理職になりたくない理由の一つになって

いることが明らかとなった。 

  

((11))男男性性のの半半数数以以上上、、女女性性のの７７割割以以上上がが、、上上司司はは自自分分よよりりもも長長くく働働いいてていいるるとと回回答答  
 

「あなたの上司は、あなたよりも先に勤務を終了することが多いですか」に対し、「自分よりも後に

勤務を終了することが多い」と回答した割合を、男女別に見たところ、男性では 53.7％と半数以上

であり、女性では 71.1％とさらに高い。 

 

図表 2-3-1【一般社員】男女別 上司と自分の働き方 
Q26 あなたの上司は、あなたよりも先に勤務を終了することが多いですか。（「わからない」を除く） 

 
 

 

■■本本人人のの残残業業がが多多くくててもも、、ささららにに遅遅くくままでで働働いいてていいるる上上司司がが３３，，４４割割いいるる  

本人と上司の働き方の関係を見ると、本人の残業が増えていくと、「自分よりも後に勤務を終了

することが多い」上司の割合が低下してはいるが、「ほぼ毎日、所定/みなし労働時間を2，3時間く

らい超えて働いている」人でも上司が「自分よりも後に勤務を終了することが多い」と回答した人の

割合は 43.4％と 4 割を超えている。また、「ほぼ毎日、所定/みなし労働時間を 4 時間以上超えて

働いている」人でも、上司が「自分よりも後に勤務を終了することが多い」と回答した人の割合は

27.0％である。 

 

図表 2-3-2【一般社員】本人の働き方別 上司と自分の働き方 
Q26 あなたの上司は、あなたよりも先に勤務を終了することが多いですか。（「わからない」を除く） 

 
        ＊Q22で「短時間勤務をしている」と回答した人はサンプル数が少ないので、表示していない。 

 
    

(ｎ) (%)

男性 (1519)

女性 (863)

自分よりも後に勤務を
終了することが多い

53.7

71.1

自分と同じくらいの時間に
勤務を終了することが多い

31.7

19.4

自分よりも先に勤務を
終了することが多い

14.5

9.4

その他

0.1

0.1

(ｎ) (%)

ほぼ毎日、所定/みなし労働時間内
に業務を終えている (1017)

週に3，4日くらいは所定/みなし労
働時間内に業務を終えている (371)

週に1，2日くらいは所定/みなし労
働時間内に業務を終えている (345)

ほぼ毎日、所定/みなし労働時間を
1時間くらい超えて働いている (330)

ほぼ毎日、所定/みなし労働時間を
2，3時間くらい超えて働いている (258)

ほぼ毎日、所定/みなし労働時間を
4時間以上超えて働いている (37)

自分よりも後に勤務を
終了することが多い

65.6

65.0

56.8

54.8

43.4

27.0

自分と同じくらいの時間に
勤務を終了することが多い

27.6

26.1

27.5

29.1

27.5

21.6

自分よりも先に勤務
を終了することが多い

6.7

8.9

15.7

15.8

29.1

51.4

その他

0.1

0.3

Q
2
2

現
在
、あ
な
た
は
、ど
の
よ
う
な

働
き
方
を
し
て
い
ま
す
か
。 
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

  

イイレレギギュュララーーなな働働きき方方ははききつつそそうう  

・管理職は働き方がきついと思う。以前の上司は女性だったが、イレギュラーに仕事をしていて大変

そうだったので、自分にできるのかなと疑問に思う。イレギュラーとは朝働いて、中断で中抜けして、

また夜に仕事をするようなやり方。（女性） 

 

管管理理職職のの負負担担がが重重いいののでで、、両両立立女女性性がが管管理理職職ににななっっててもも疲疲弊弊ししててししままいいそそうう  

・男女平等と言われ続けているが、働き方改革で管理職への負荷がますます増えている（例：残業

管理、管理職がすべての後始末をどうにかする立場）状況で、業務命令で管理職にさせられ、ス

キルはあっても体力・気力面で厳しく、家庭との両立で疲弊する一方になる女性が増えそう。（女

性） 

 

・会社の仕組み的なもので、優秀な人に仕事が集まるところがあり、そういう課長さんは忙しい。お

客様との関係より、会社の仕事のやり方の影響だと思う。（女性） 

 

 働き方は一般社員ばかりに焦点が当てられて、管理職はないがしろの状態になって成立すると思
えない。（男性） 

 

・普段の日中の業務の忙しさ、残業時間はやはり課長が一番なのかなと思う（女性） 
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■■子子どどもものの状状況況がが同同じじででもも、、男男女女でで働働きき方方がが違違うう  

  

上司と自分の働き方について、子どもの状況別に男女で比較すると、子どもの状況が同じでも、

男性のほうが女性よりも「上司と同じくらい」、「上司より後まで働いている」（上司は自分よりも先

に勤務を終了する）人が多い。（「子どもはいるが現在は同居していない」女性はサンプル数が少

ないので参考値。） 

 

図表 2-3-3【一般社員】子どもの状況別男女別 上司と自分の働き方 
Q26 あなたの上司は、あなたよりも先に勤務を終了することが多いですか。（「わからない」を除く） 

 
 

  

(ｎ) (%)

男性 (155)

女性 (106)

男性 (150)

女性 (50)

男性 (324)

女性 (45)

男性 (100)

女性 (11)

男性 (790)

女性 (651)

6歳未満
（未就学）の
子どもがいる

小学生の
子どもがいる

中学生以上の
子どもがいる

子どもはいるが、
現在は同居して

いない

子どもはいない

自分よりも後に勤務を
終了することが多い

52.9

83.0

56.0

82.0

53.7

75.6

52.0

45.5

53.7

68.5

自分と同じくらいの時間
に勤務を終了することが

多い

32.9

10.4

28.0

14.0

32.7

17.8

33.0

45.5

31.5

20.9

自分よりも先に勤務を
終了することが多い

14.2

6.6

16.0

4.0

13.6

6.7

15.0

9.1

14.7

10.4

その他

0.1

0.2
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((22))他他職職種種とと比比較較すするるとと、、大大企企業業でではは残残業業ししてていいるる上上司司のの割割合合がが高高いい傾傾向向ににああるる  
  

「あなたの上司の働き方に近い項目を選んでください」に対する回答を男女別規模別に、他職

種と比較した。ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終了しない＊という割合は、男性では、301～

500 人、1,001～3,000 人、3,001～5,000 人の規模の企業で、女性では、501 人以上の規模

の企業で、IT 技術職のほうが他職種よりも高い。 

 
＊ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終了しないには、「所定労働時間何に勤務を終了することはあるが、接待や

会合に行っている」「その他」を含んでいる。 

グラフは「わからない」と回答した人を除いている。 

 

図表 2-3-4 【一般社員 男性】 企業規模別 上司の働き方 
Q25 あなたの上司の働き方に近い項目を選んでください。（「わからない」を除く） 

 
 

図表 2-3-5 他職種:DE＆I 調査（総合職・IT 以外の仕事）【一般社員 男性】 

企業規模別 上司の働き方 
あなたの上司の働き方に近い項目を選んでください。（「わからない」を除く） 

 

(ｎ) (%)

51人
～100人 (141)

101人
～300人 (249)

301人
～500人 (159)

501人
～1,000人 (198)

1,001人
～3,000人 (267)

3,001人
～5,000人 (103)

5,001人
～10,000人 (137)

10,001人
以上 (303)

ほぼ毎日所定労働時
間内に勤務を終了する

39.7

33.3

29.6

30.3

21.0

24.3

24.8

20.8

週に、2,3日所定労働時
間内に勤務を終了する

25.5

24.1

27.0

24.2

21.3

20.4

24.1

21.1

ほぼ毎日所定労働時間
内に勤務を終了しない

31.9

40.2

41.5

43.4

54.7

51.5

48.2

56.8

所定労働時間内に勤務
を終了することはあるが、
接待や会合に行っている

2.8

2.4

1.9

2.0

3.0

3.9

2.9

1.3

その他

(ｎ) (%)

101人
～300人 (111)

301人
～500人 (42)

501人
～1,000人 (49)

1,001人
～3,000人 (118)

3,001人
～5,000人 (64)

5,001人
～10,000人 (52)

10,001人
以上 (95)

ほぼ毎日所定労働時間内に
勤務を終了する

28.3

33.3

22.9

25.5

17.0

15.6

14.6

週に、2,3日所定労働時間
内に勤務を終了する

18.1

24.1

21.0

24.0

29.6

27.5

19.3

ほぼ毎日所定労働時間内に
勤務を終了しない

51.1

40.2

47.6

47.0

47.2

49.2

57.9

所定労働時間内に勤務を終
了することはあるが、接待や会

合に行っている

2.5

2.4

8.5

3.5

6.2

7.6

6.2

その他

2.0
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図表 2-3-6【一般社員 女性】企業規模別 上司の働き方 
Q25 あなたの上司の働き方に近い項目を選んでください。（「わからない」を除く） 

 
 

図表 2-3-7 他職種:DE＆I 調査（総合職・IT以外の仕事） 【一般社員 女性】 

企業規模別 上司の働き方 
あなたの上司の働き方に近い項目を選んでください。（「わからない」を除く） 

 
＊「3,001 人～5,000 人」はサンプル数が少ないため参考値 

 

 

(ｎ) (%)

51人
～100人 (94)

101人
～300人 (154)

301人
～500人 (87)

501人
～1,000人 (89)

1,001人
～3,000人 (168)

3,001人
～5,000人 (60)

5,001人
～10,000人 (63)

10,001人
以上 (153)

ほぼ毎日所定労働時間内
に勤務を終了する

30.9

24.7

26.4

22.5

16.7

20.0

15.9

22.9

週に、2,3日所定労働時
間内に勤務を終了する

20.2

22.1

25.3

21.3

20.2

23.3

19.0

17.0

ほぼ毎日所定労働時間
内に勤務を終了しない

47.9

52.6

48.3

53.9

61.9

53.3

65.1

58.2

所定労働時間内に勤務を
終了することはあるが、接待

や会合に行っている

1.1

0.6

2.2

1.2

3.3

2.0

その他

(ｎ) (%)

101人
～300人

(54)

301人
～500人

(31)

501人
～1,000人

(57)

1,001人
～3,000人

(47)

3,001人
～5,000人

(20)

5,001人
～10,000人

(35)

10,001人
以上

(56)

ほぼ毎日所定労働時間内に
勤務を終了する

24.3

21.9

19.3

21.3

15.5

20.6

28.5

週に、2,3日所定労働時間
内に勤務を終了する

20.4

26.0

33.7

25.7

39.9

24.1

12.9

ほぼ毎日所定労働時間内に
勤務を終了しない

45.2

48.7

40.2

50.7

44.6

55.3

51.0

所定労働時間内に勤務を終
了することはあるが、接待や会

合に行っている

10.2

6.9

2.3

7.7

その他

3.4
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((33))  ププロロジジェェククトトママネネーージジャャーーやや管管理理職職でで残残業業ををししてていいなないい人人やや短短時時間間勤勤務務のの人人がが  

いいなないいとと思思っってていいるる一一般般社社員員のの割割合合がが高高いい  

 
「あなたの職場では、管理職やプロジェクトマネージャーやリーダーの中に、所定労働時間で業

務を終えている人や、短時間勤務をしている人はいますか。」に対し、一般社員においては、「チーム

リーダーの中にいる」と回答した人の割合は、男性で 23.6％、女性で 24.3％いるが、「プロジェク

トマネージャーの中にいる」と回答した人の割合は、男性で 14.2％、女性で 16.8％、「管理職の中

にいる」と回答した人の割合は、男性で 15.5％、女性で 16.9％と低くなっている。 

一方、管理職においては、「チームリーダーの中にいる」と回答した人の割合は、男性で 24.3％、

女性で 35.7％、「プロジェクトマネージャーの中にいる」と回答した人の割合は、男性で 24.0％、

女性で 31.6％、「管理職の中にいる」と回答した人の割合は、男性で 40.6％、女性で 53.1％と、

一般社員よりも高い。これは、管理職のほうが、職場の状況を広く認識しているからではないかと推

察できる。また、管理職女性において割合が高いのは、管理職女性自身を含め、長時間の働き方を

見直している職場が多いからではないかと推察できる。 

一方、一般社員は、限られた範囲でしか管理職を見ていないため、管理職の中にいろいろな人

がいてもそのことに気が付かず、目の前にいる管理職を元に固定化した管理職像を作ってしまい、

管理職になることへの意欲を低減させてしまっているのではないかと推察できる。 

 

（注）チームリーダーとは、課・部やプロジェクトが大きく、いくつかのチームに分かれている場合

のチームリーダー。 

 

図表 2-3-8【一般社員】男女別 残業していない人が職場にいる割合 
Q39 あなたの職場では、管理職やプロジェクトマネージャーやリーダーの中に、所定労働時間で業務を終えている

人や、短時間勤務をしている人はいますか。 

 
 

図表 2-3-9【管理職】男女別 残業していない人が職場にいる割合 
Q39 あなたの職場では、管理職やプロジェクトマネージャーやリーダーの中に、所定労働時間で業務を終えている

人や、短時間勤務をしている人はいますか。 

 
  

   

(ｎ)
管理職の中にいる プロジェクトマネージャーの

中にいる チームリーダーの中にいる いない

男性 (1838) 15.5 14.2 23.6 66.3

女性 (983) 16.9 16.8 24.3 63.5
一般
社員

(ｎ)
管理職の中にいる プロジェクトマネージャーの

中にいる チームリーダーの中にいる いない

男性 (1081) 40.6 24.0 24.3 45.6

女性 (98) 53.1 31.6 35.7 28.6
管理職

（％） 

（％） 
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((44))管管理理職職がが長長時時間間労労働働ででああるる理理由由のの考考察察  
 

■■業業務務上上ののススケケジジュューールルををココンントトロローールルででききなないいここととがが多多いい管管理理職職男男性性がが半半数数近近いい  

 

「あなたは業務上のスケジュールをコントロールできないことが多いですか。」に対して「そう思う」

「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を男女別役職別に見たところ、管理職男性で

43.8％、一般社員男性で 43.6％、管理職女性、一般社員女性ともに 38.7％で、裁量権が大きい

はずの管理職であっても、一般社員と同様の割合で、業務上のスケジュールをコントロールできて

いない。 

 

図表 2-3-10【全員】男女別役職別 業務上のコントロール 
Q72 あなたは業務上のスケジュールをコントロールできないことが多いですか。  

  
  

  

■■「「長長時時間間仕仕事事ををすするる人人はは意意欲欲がが高高いいとと思思わわれれてていいるる職職場場」」とと認認識識ししてていいるる管管理理職職がが約約 55 割割  

 

 「あなたの職場では、長時間仕事をする人は意欲が高いと思われていますか。」に対し「そう思う」

「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を男女別役職別に見ると、管理職男性で 49.0％、

一般社員男性で 41.2％、管理職女性で 52.0％、一般社員女性で 42.7％である。 

 仕事の量が多ければ時間当たりの生産性が同じであっても、長時間仕事をすることになるため、

長時間仕事をする人を高く評価することが必ずしもよくないことではない。しかし、時間が長いこと

だけで評価するのではなく、時間当たりの生産性の高さを評価すべきである。ここでは、長時間仕

事をする人は意欲が高いと思われているということをよくない状況と捉えている。 

 

図表 2-3-11【全員】男女別役職別 長時間仕事をする人への職場での評価 
Q73 あなたの職場では、長時間仕事をする人は意欲が高いと思われていますか。  

 
  

(ｎ)

管理職 (1081)

一般社員 (1838)

管理職 (98)

一般社員 (983)

男性

女性

そう思う

10.7

10.8

12.2

9.0

どちらかと言えば
そう思う

33.1

32.8

26.5

29.7

どちらかと言えば
そう思わない

38.6

39.6

42.9

40.7

そう思わない

17.6

16.8

18.4

20.7

(ｎ)

管理職 (1081)

一般社員 (1838)

管理職 (98)

一般社員 (983)

男性

女性

そう思う

8.3

7.0

7.1

8.0

どちらかと言えば
そう思う

40.7

34.2

44.9

34.7

どちらかと言えば
そう思わない

37.4

42.4

35.7

39.5

そう思わない

13.6

16.4

12.2

17.8

第
2
編　
第
3
章　
管
理
職
の
長
時
間
労
働
の
実
態
と
管
理
職
に
な
り
た
く
な
い
理
由

151



152 

 

■■「「管管理理職職ははトトララブブルルにに備備ええてて常常にに待待機機ししてていいるるべべききだだ」」とと自自分分自自身身がが思思っってていいるる管管理理職職がが約約 66 割割  

 

「あなたは、管理職（課長級）について、トラブルに備えて常に待機しているべきだ、と思っていま

すか」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した割合を男女別管理職別に見ると、

管理職男性で 57.9％、一般社員男性で 46.8％、管理職女性で 64.3％、一般社員女性で

45.8％である。 

図表 2-3-12【全員】 

男女別役職別 本人の管理職のあり方の認識：トラブルに備えて常に待機すべき 

Q56-1-2 あなたは、管理職（課長級）について、「トラブルに備えて常に待機しているべきだ」と思っていますか。 

 
 

 

■■「「管管理理職職ははトトララブブルルにに備備ええてて常常にに待待機機すすべべききだだ」」とと職職場場のの多多くくのの人人がが思思っってていいるるとと認認識識ししてていいるる  

管管理理職職がが 66 割割以以上上  

 

「あなたの職場の多くの人は、管理職（課長級）について、トラブルに備えて常に待機しているべ

きだ、と思っていますか」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した割合を男女別管

理職別に見ると、管理職男性で 62.0％、一般社員男性で 50.4％、管理職女性で 67.4％、一般

社員女性で 54.6％である。 

前述した自分自身が思っていると回答した人の割合（45.8％）と比べると、一般社員女性では

8.8 ポイントも高い。つまり、職場の人たちの認識は自身の認識よりも、管理職に対してより厳しいも

のではないかと考えている。 

 

図表 2-3-13【全員】 

男女別役職別 職場の管理職のあり方の認識：トラブルに備えて常に待機すべき 
Q56-2-2 あなたの職場の多くの人は、管理職（課長級）について、「トラブルに備えて常に待機しているべきだ」と    

          思っていますか。 

 

(ｎ) (%)

管理職 (1081)

一般社員 (1838)

管理職 (98)

一般社員 (983)

男性

女性

そう思う

16.6

9.6

27.6

8.7

どちらかと言えば
そう思う

41.3

37.2

36.7

37.1

どちらかと言えば
そう思わない

30.2

38.7

22.4

40.9

そう思わない

11.9

14.4

13.3

13.2

(ｎ) (%)

管理職 (1081)

一般社員 (1838)

管理職 (98)

一般社員 (983)

男性

女性

そう思う

17.5

10.7

27.6

11.6

どちらかと言えば
そう思う

44.5

39.7

39.8

43.0

どちらかと言えば
そう思わない

28.1

36.4

22.4

32.7

そう思わない

9.9

13.2

10.2

12.7
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■■「「管管理理職職ははププラライイベベーートトよよりりもも仕仕事事をを優優先先すすべべききだだ」」とと自自分分自自身身がが思思っってていいるる管管理理職職がが 33 割割以以上上  

  

「あなたは、管理職（課長級）について、プライベートよりも仕事を優先すべきだ、と思っています

か」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した割合を男女別管理職別に見ると、管

理職男性で 33.2％、一般社員男性で 28.1％、管理職女性で 31.6％、一般社員女性で 21.3％

である。 

 

図表 2-3-14【全員】男女別役職別 本人の管理職のあり方の認識：プライベートよりも仕事優先  

Q56-1-3 あなたは、管理職（課長級）について、「プライベートよりも仕事を優先すべきだ」と思っていますか 

 
 

 

■■「「管管理理職職ははププラライイベベーートトよよりりもも仕仕事事をを優優先先すすべべききだだ」」とと職職場場のの多多くくのの人人がが思思っってていいるるとと認認識識ししてて  

いいるる管管理理職職女女性性がが約約 66 割割  

 

「あなたの職場の多くの人は、管理職（課長級）について、プライベートよりも仕事を優先すべき

だ、と思っていますか」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した割合を男女別管理

職別に見ると、管理職男性で 46.6％、一般社員男性で 37.7％、管理職女性で 57.1％、一般社

員女性で 31.0％である。 

前述した自分自身が思っていると回答した人の割合（管理職女性31.6％、管理職男性33.2％）

と比べると、管理職女性では 25.5 ポイント、管理職男性では 13.4 ポイントも高い。 

 

図表 2-3-15【全員】男女別役職別 職場の管理職のあり方の認識：プライベートよりも仕事優先  
Q56-2-3 あなたの職場の多くの人は、管理職（課長級）について、「プライベートよりも仕事を優先すべきだ」と

思っていますか。 

  

(ｎ) (%)

管理職 (1081)

一般社員 (1838)

管理職 (98)

一般社員 (983)

男性

女性

そう思う

5.4

5.3

5.1

3.4

どちらかと言えば
そう思う

27.8

22.8

26.5

17.9

どちらかと言えば
そう思わない

44.8

47.7

41.8

47.5

そう思わない

22.0

24.2

26.5

31.2

(ｎ) (%)

管理職 (1081)

一般社員 (1838)

管理職 (98)

一般社員 (983)

男性

女性

そう思う

8.5

6.7

10.2

6.3

どちらかと言えば
そう思う

38.1

31.0

46.9

24.7

どちらかと言えば
そう思わない

38.1

44.8

26.5

46.2

そう思わない

15.3

17.4

16.3

22.8
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((55))  管管理理職職ににななりりたたくくなないい理理由由ととししてて、、子子どどももののいいなないい 2200 代代・・3300 代代でではは、、男男女女とともも  

8855％％以以上上がが、、「「長長時時間間労労働働ににななるるかからら//家家庭庭・・ププラライイベベーートトととのの両両立立がが難難ししくくななるる  

かからら」」ををああげげてていいるる  
 

管理職になりたくない理由を子どものいない人を対象として、男女別年代別に見た。 

男性 20 代では、「責任が重くなるから」、「漠然とした不安があり、自信がないから」が 87.5％

と最も高いが、次いで「長時間労働になるから/家庭・プライベートとの両立が難しくなるから」が

85.0％である。男性 30 代では、「責任が重くなるから」が 90.0％と最も高いが、次いで「長時間

労働になるから/家庭・プライベートとの両立が難しくなるから」が 85.0％である。 

女性 20 代においても、「責任が重くなるから」が 94.3％と最も高いが、次いで「長時間労働に

なるから/家庭・プライベートとの両立が難しくなるから」が 91.8％である。女性 30 代においても、

「責任が重くなるから」が 94.0％と最も高く、「管理職になるための能力、スキル、経験が不足して

いるから」が 88.0％、「性格的に管理職に向いていないから」87.3％、次いで、「長時間労働にな

るから/家庭・プライベートとの両立が難しくなるから」が 85.5％である。 

 

図表 2-3-16【管理職になりたくない、子どものいない一般社員  男性】 

年代別 管理職になりたくない理由  
Q63 「管理職にはなりたくない」理由は何ですか。以下の項目について、当てはまるか、当てはまらないか選んでく

ださい。 

  
 

図表 2-3-17【管理職になりたくない、子どものいない一般社員 女性】 

年代別 管理職になりたくない理由 
Q63 「管理職にはなりたくない」理由は何ですか。以下の項目について、当てはまるか、当てはまらないか選んでく

ださい。 

 

(ｎ)

長
時
間
労
働
に
な
る
か
ら
/
家

庭
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
両
立

が
難
し
く
な
る
か
ら

責
任
が
重
く
な
る
か
ら

転
勤
、
異
動
を
し
な
い
と

い
け
な
い
か
ら

あ
ま
り
給
料
は
上
が
ら
な
い
か

ら 技
術
力
を
活
か
し
た
仕
事
が
し

た
い
か
ら
/
現
場
で
仕
事
を
し

た
い
か
ら

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
事
に

魅
力
を
感
じ
な
い
か
ら

管
理
職
に
な
る
た
め
の

能
力
、
ス
キ
ル
、
経
験
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

管
理
職
に
な
る
こ
と
を

会
社
や
上
司
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
な
い
か
ら

漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
り
、

自
信
が
な
い
か
ら

性
格
的
に
管
理
職
に
向
い
て
い

な
い
か
ら

そ
の
他

20代 (40) 85.0 87.5 45.0 67.5 62.5 75.0 82.5 47.5 87.5 82.5 0.0
30代 (100) 85.0 90.0 35.0 54.0 62.0 73.0 78.0 46.0 68.0 78.0 3.0
40代 (207) 78.7 84.5 31.4 58.0 67.1 80.2 71.0 45.9 61.8 79.2 2.9
50代 (257) 74.3 87.2 37.7 57.2 78.6 89.1 68.1 54.9 59.9 83.7 5.8

(ｎ)

長
時
間
労
働
に
な
る
か
ら
/
家

庭
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
両
立

が
難
し
く
な
る
か
ら

責
任
が
重
く
な
る
か
ら

転
勤
、
異
動
を
し
な
い
と

い
け
な
い
か
ら

あ
ま
り
給
料
は
上
が
ら
な
い
か

ら 技
術
力
を
活
か
し
た
仕
事
が
し

た
い
か
ら
/
現
場
で
仕
事
を
し

た
い
か
ら

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
事
に

魅
力
を
感
じ
な
い
か
ら

管
理
職
に
な
る
た
め
の

能
力
、
ス
キ
ル
、
経
験
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

管
理
職
に
な
る
こ
と
を

会
社
や
上
司
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
な
い
か
ら

漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
り
、

自
信
が
な
い
か
ら

性
格
的
に
管
理
職
に
向
い
て
い

な
い
か
ら

そ
の
他

20代 (158) 91.8 94.3 34.8 44.3 55.1 72.8 89.9 43.7 87.3 82.9 1.9
30代 (166) 85.5 94.0 30.7 47.0 59.0 78.9 88.0 41.0 83.1 87.3 3.0
40代 (74) 77.0 90.5 32.4 51.4 74.3 94.6 82.4 51.4 75.7 89.2 1.4
50代 (49) 81.6 91.8 30.6 63.3 67.3 83.7 79.6 59.2 67.3 83.7 6.1

50代(n=49)

第
2
編　
第
3
章　
管
理
職
の
長
時
間
労
働
の
実
態
と
管
理
職
に
な
り
た
く
な
い
理
由

154



155 

 

 

 

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

管管理理職職のの仕仕事事ににもも興興味味ががああるるがが忙忙ししくくななるるののははいいやや  

・チームビルディングとかチームをどうまとめていくか等あまり技術によらないところや教育には興味

があるが、私がいる会社の管理職みんなレベルが高いし結構忙しそうだと思ってちょっとあそこま

で忙しくなるのはいやだなと思っていて。（女性） 

 

忙忙ししくくななっっててププラライイベベーートトがが犠犠牲牲ににななるるなならら昇昇進進ししたたくくなないい  

・正直、今僕の目線から見ている限り、課長職・部長職のほうはとても忙しそうにしているので昇進し

たら家庭は犠牲にしてやらなきゃいけないかなっていうふうに感じているので、昇進したいとは正

直思ってない。・・・私は仕事第一に生きていきたいと思っていないので、どんどん昇進して、自分の

立場も上げていって給料も上げていくぞというような考え方よりも、とにかく家庭の時間や自分の

プライベートの時間を確保できる方向で働いていきたい。（男性） 

  

管管理理職職ににななりりたたいい気気持持ちちももああるるがが、、ププラライイベベーートトとと両両立立ででききるるののかか心心配配  

・女性が活躍できるようになってきてはいるが、やはり男性のほうが活躍している印象がある。自身

も今後の出産や育児によって、現在の働き方を継続できるかどうか分からず、今後どうなっていく

のか心配。管理職に就いてバリバリ働きたい気持ちもあるが、プライベートや家庭を大切にしたい

気持ちもあり、せめぎ合っている。（女性） 
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第第 44 章章  女女性性がが活活躍躍ででききるる職職場場ととはは？？  
  

11.. どどうういいうう職職場場でで、、活活躍躍ししてていいるる（（貢貢献献＆＆SSWWSS））女女性性のの割割合合がが高高いいかか  
  

多様な人が自分の能力を十分に発揮しながら、プライベートも重視し健やかに働くことができる

状態を「活躍」している状態とする。常に長時間労働をしていないと務まらない職場では、仕事に長

時間をあてられる人しか自分の能力を十分に発揮できない。また、プライベートの時間が十分に取

れていても、仕事で期待されず、能力が十分に発揮されていないのでは、個人にとっても企業にとっ

ても社会にとっても損失である。 

ここでは、活躍を「企業の評価を上げることに貢献できている」＆「持続可能な働き方をしている

（Sustainable Work Style）」（貢献＆SWS）とし、一般社員の女性を２つの質問から４つのグル

ープに分けた。 

そして、一般社員の女性がどういう場合に「貢献＆SWS」グループの割合が高いかを探る。 

「貢献＆SWS」グループは、Q82_4「あなたは、企業の評価を上げることに貢献できていると思

いますか。」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答し、Q22「現在、あなたは、どのよう

な働き方をしていますか。」に対し、「短時間勤務をしている」「ほぼ毎日、所定労働時間内に業務を

終えている」「週に 3，4 日くらいは所定労働時間内に業務を終えている」と回答した人とした。 

「貢献＆SWS でない」グループは、Q82_4「あなたは、企業の評価を上げることに貢献できてい

ると思いますか。」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答し、Q22「現在、あなたは、

どのような働き方をしていますか。」に対し、「週に 1，2 日くらいは所定労働時間内に業務を終えて

いる」「ほぼ毎日、所定労働時間を 1 時間くらい超えて働いている」「ほぼ毎日、所定労働時間を 2，

3 時間くらい超えて働いている」「ほぼ毎日、所定労働時間を 4 時間以上超えて働いている」と回

答した人とした。 

「貢献していない＆SWS」グループは、Q82_4「あなたは、企業の評価を上げることに貢献でき

ていると思いますか。」に対し「そう思わない」「どちらかと言えばそう思わない」「どちらとも言えな

い」と回答し、Q22「現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。」に対し、「短時間勤務をし

ている」「ほぼ毎日、所定労働時間内に業務を終えている」「週に 3，4 日くらいは所定労働時間内

に業務を終えている」と回答した人とした。 

「貢献していない＆SWS でない」グループは、Q82_4「あなたは、企業の評価を上げることに貢

献できていると思いますか。」に対し「そう思わない」「どちらかと言えばそう思わない」「どちらとも

言えない」と回答し、Q22「現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。」に対し、「週に 1，2

日くらいは所定労働時間内に業務を終えている」「ほぼ毎日、所定労働時間を 1 時間くらい超えて

働いている」「ほぼ毎日、所定労働時間を 2，3 時間くらい超えて働いている」「ほぼ毎日、所定労

働時間を 4 時間以上超えて働いている」と回答した人とした。 

男性の調査結果は、参考として掲載する。 

活活躍躍にに関関すするる４４ググルルーーププ  
Q82_4 あなたは、企業の評価を上げることに貢献できていると思いますか。 

Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 
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本調査より、現在、「貢献＆SWS」である人がどのような職場に多いかを分析したところ、以下の

ように、入社した時点で専門職コースがある場合、現在専門職コースにいる場合、上司が長時間労

働でない場合、昇格・昇進による性別の差がない場合、育成が計画的に行われている場合、社員

の個性や多様性を大切にしている場合、提案書作成や社外との厳しい交渉の経験がある場合、上

司に期待を言葉で伝えられている場合、上司からチャレンジングな仕事を与えられている場合、会

社の方針として新しいことに挑戦することが歓迎される場合、就業時間の一部を興味・関心のある

ことに自由に使える制度がある場合等であることが明らかになった。 

 

 

((11))「「入入社社ししたた時時点点でで専専門門職職ココーーススががああるる」」場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが  

高高いい  
  

一般社員女性について、「あなたの勤務先（or あなたが雇用されている企業）のキャリアコース

はどのようなものですか。一番近いものを選んでください。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グル

ープの割合を見ると、「入社した時点で専門職コースがある」場合に最も高く 30.0％、「専門職コ

ースがない」場合に最も低く 20.3％である。 

 

図表 2-4-1【一般社員 女性】キャリアコース別 「貢献＆SWS」 

 
            ＊Q4 に「その他」と回答した人は、表示していない。 

 

＜参考＞図表 2-4-2【一般社員  男性】キャリアコース別 「貢献＆SWS」 

 
＊Q4 に「その他」と回答した人は、表示していない。 

(ｎ) (%)

女性 (983)

入社した時点で専門職コース
（マネジメント職はめざさない）
がある（転換は可能）

(200)

中堅社員になってから専門職コースと
マネジメント職コースが分かれている

(231)

専門職コースがない
（マネジメント職コースだけがある）

(212)

マネジメント力の発揮度合いと技術の
専門性の発揮度合いの両方の評価
による多様なキャリアコースがある

(304)

貢献＆SWS

23.9

30.0

22.5

20.3

24.3

貢献＆SWSでない

12.5

6.5

11.3

16.0

15.5

貢献していない＆
SWS

40.4

42.0

40.3

42.0

36.8

貢献していない＆
SWSでない

23.2

21.5

26.0

21.7

23.4

(ｎ) (%)

男性・全体 (1838)

入社した時点で専門職コース
（マネジメント職はめざさない）がある
（転換は可能）

(364)

中堅社員になってから専門職コースと
マネジメント職コースが分かれている (497)

専門職コースがない
（マネジメント職コースだけがある） (434)

マネジメント力の発揮度合いと技術の
専門性の発揮度合いの両方の評価に
よる多様なキャリアコースがある

(493)

貢献＆SWS

19.6

23.9

18.3

15.9

20.7

貢献＆SWSでない

15.2

14.8

18.7

10.1

17.8

貢献していない＆
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32.0
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33.3
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■■ユユーーザザーー企企業業ににおおいいててもも、、専専門門職職ココーーススががああるる場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」のの割割合合がが高高いい  

  

ユーザー企業について、Q4「あなたの勤務先（or あなたが雇用されている企業）のキャリアコー

スはどのようなものですか。一番近いものを選んでください。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グ

ループの割合を見ると、「入社した時点で専門職コースがある」場合に 27.3％と最も高く、次いで

「中堅社員になってから専門職コースとマネジメントコースが分かれている」場合に 25.0％である。 

 第１編第１章の先行研究で記述したように、非 IT 企業では入社後の賃金・処遇体系や研修体系

が専門人材の育成に沿わないケースが多い（令和４年度年次経済財政報告 p248）とのことであ

り、キャリアコースの議論を深めて、専門職コースを作ることは、非 IT 企業＝ユーザー企業での IT

技術職の活躍の方策になると本調査結果から言える。ただし、単に専門職コースを作ればよいとい

うことではなく、社員のキャリア形成を考えたしくみ作りが重要である。 

 

図表 2-4-３【ユーザー企業 一般社員 女性】キャリアコース別 「貢献＆SWS」 

 

          ＊Q4 に「その他」と回答した人は、表示していない。 
 

＜参考＞図表 2-4-4【ユーザー企業 一般社員 男性】キャリアコース別 「貢献＆SWS」 

    
            ＊Q4 に「その他」と回答した人は、表示していない。  

   

(ｎ) (%)

女性・全体 (275)

入社した時点で専門職コース
（マネジメント職はめざさない）がある
（転換は可能）

(55)

中堅社員になってから専門職コースとマ
ネジメント職コースが分かれている (60)

専門職コースがない
（マネジメント職コースだけがある） (76)

マネジメント力の発揮度合いと技術の
専門性の発揮度合いの両方の評価に
よる多様なキャリアコースがある

(70)

貢献＆SWS

20.0

27.3

25.0

14.5
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貢献＆SWSでない
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3.6
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貢献していない＆
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42.2

38.2
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42.1

44.3

貢献していない＆
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27.6

30.9

25.0

30.3

24.3

(ｎ) (%)

男性・全体 (687)

入社した時点で専門職コース
（マネジメント職はめざさない）がある
（転換は可能）

(135)

中堅社員になってから専門職コースとマ
ネジメント職コースが分かれている (158)

専門職コースがない
（マネジメント職コースだけがある） (218)

マネジメント力の発揮度合いと技術の
専門性の発揮度合いの両方の評価に
よる多様なキャリアコースがある

(152)
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((22))現現在在専専門門職職ココーーススににいいるる場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが高高いい  
 

「入社した時点で専門職コースがある」と「中堅社員になってから専門職コースとマネジメントコ

ースが分かれている」職場の女性一般社員について、「あなたは、専門職コースとマネジメント職コ

ースのどちらにいますか。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「専門職コ

ース」の場合に最も高く、34.0％で、「マネジメント職コース」の場合に最も低く 15.9％である。 

逆に、「貢献＆SWS でない」グループの割合は、「マネジメント職コース」の場合に最も高く、「専

門職コース」の場合に最も低い。第２編第３章で管理職は長時間労働であることを見たが、管理職

になる前でも、「マネジメント職コース」にいると長時間労働になることが示された。 

 

図表 2-4-5【専門職コースとマネジメントコースがある一般社員 女性】 

専門職コース・マネジメント職コース別 「貢献＆SWS」 

 
 

 

＜参考＞図表 2-4-6【専門職コースとマネジメントコースがある一般社員 男性】 

専門職コース・マネジメント職コース別 「貢献＆SWS」 

 
 

   

(ｎ) (%)

専門職コース (153)

マネジメント職
コース

(44)

まだ、どちらにも
分かれていない

(234)
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34.0

15.9

22.6
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7.2
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貢献していない＆
SWS

41.8
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■■ユユーーザザーー企企業業ににおおいいててもも、、現現在在、、専専門門職職ココーーススににいいるるとと、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが非非常常  

にに高高いい  

  

ユーザー企業の女性一般社員で「入社した時点で専門職コースがある」と「中堅社員になって

から専門職コースとマネジメントコースが分かれている」職場の人について、「あなたは、専門職コ

ースとマネジメント職コースのどちらにいますか。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グループの割

合を見ると、「専門職コース」の場合に最も高く、42.6％である。 

 

図表 2-4-7【ユーザー企業 専門職コースとマネジメントコースがある一般社員 女性】 

専門職コース・マネジメント職コース別 「貢献＆SWS」 

 
＊「マネジメント職コース」はサンプル数が少ないため参考値 

 

＜参考＞図表 2-4-8【ユーザー企業 専門職コースとマネジメントコースがある一般社員 男性】 

専門職コース・マネジメント職コース別 「貢献＆SWS」 

 

   

(ｎ) (%)

専門職コース (47)

マネジメント職
コース (11)

まだ、どちらにも
分かれていない (57)

貢献＆SWS

42.6

27.3

12.3

貢献＆SWSでない

6.4

9.1

7.0
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36.2
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貢献していない＆
SWSでない

14.9

27.3

38.6

(ｎ) (%)

専門職コース (148)
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コース (35)

まだ、どちらにも
分かれていない (110)
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25.7

17.3

貢献＆SWSでない
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10.9
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((33))上上司司ががほほぼぼ毎毎日日所所定定労労働働時時間間内内にに勤勤務務をを終終了了ししてていいるる場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」      

ググルルーーププのの割割合合がが高高いい  
 

一般社員女性について、「あなたの上司の働き方に近い項目を選んでください。」に対する回答

別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終了する」場

合に高く 42.1％、「ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終了しない」「所定労働時間内に勤務を終

了することはあるが、接待や会合に行っている」場合に低い。（「所定労働時間内に勤務を終了する

ことはあるが、接待や会合に行っている」はサンプル数が少ないため、参考値） 

  

図表 2-4-9【一般社員 女性】上司の働き方別 「貢献＆SWS」 

  
 

＜参考＞図表 2-4-10【一般社員 男性】上司の働き方別 「貢献＆SWS」 

 
  

   

(ｎ) (%)

ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終
了する (195)

週に、2、3日所定労働時間内に
勤務を終了する (180)

ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終
了しない (482)

所定労働時間内に勤務を終了するこ
とはあるが、接待や会合に行っている (11)

貢献＆SWS

42.1

24.4

18.9

9.1

貢献＆SWSでない

3.6

8.9

16.8

27.3

貢献していない＆
SWS

49.7

43.9

34.4

18.2

貢献していない＆
SWSでない

4.6

22.8

29.9

45.5

(ｎ) (%)

ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終
了する (424)

週に、2、3日所定労働時間内に勤務
を終了する (362)

ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終
了しない (734)

所定労働時間内に勤務を終了すること
はあるが、接待や会合に行っている (37)
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■■「「シシスステテムム開開発発」」担担当当ににおおいいてて、、上上司司ががほほぼぼ毎毎日日所所定定労労働働時時間間内内にに勤勤務務をを終終了了ししてていいるる場場合合、、

「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが非非常常にに高高いい  

  

後述するように、仕事のカテゴリー別に見ると、「システム開発」で、「貢献＆SWS」グループの割

合割合が最も低い。 

そこで、「システム開発」担当の一般社員女性において、「あなたの上司の働き方に近い項目を

選んでください。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「ほぼ毎日所定労

働時間内に勤務を終了する」場合に非常に高く 44.0％である。 

 

図表 2-4-11【システム開発 一般社員 女性】上司の働き方別 「貢献＆SWS」 

  
＊「所定労働時間内に勤務を終了することはあるが、接待や会合に行っている」はサンプル数が少ないため参考値 

  

＜参考＞図表 2-4-12【システム開発 一般社員 男性】上司の働き方別 「貢献＆SWS」 

 
＊「所定労働時間内に勤務を終了することはあるが、接待や会合に行っている」はサンプル数が少ないため参考値 

  

   

(ｎ) (%)

ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終
了する (75)

週に、2、3日所定労働時間内に勤務
を終了する (81)

ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終
了しない (228)

所定労働時間内に勤務を終了すること
はあるが、接待や会合に行っている (4)

貢献＆SWS

44.0

27.2

12.7

貢献＆SWSでない

8.0

8.6

18.4

50.0

貢献していない＆
SWS

44.0

42.0

36.0

貢献していない＆
SWSでない

4.0

22.2

32.9

50.0

(ｎ) (%)

ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終
了する (188)

週に、2、3日所定労働時間内に勤務
を終了する (172)

ほぼ毎日所定労働時間内に勤務を終
了しない (396)

所定労働時間内に勤務を終了するこ
とはあるが、接待や会合に行っている (20)

貢献＆SWS

26.1

22.7

14.4

10.0

貢献＆SWSでない

6.4

18.0

21.0

25.0

貢献していない＆
SWS

56.4

36.6

24.0

25.0

貢献していない＆
SWSでない

11.2

22.7

40.7

40.0
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((44))昇昇格格・・昇昇進進ににおおいいてて「「性性別別にによよるる差差ははなないいとと思思うう」」場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの

割割合合がが高高いい          
 

一般社員女性について、「あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差があると思いま

すか。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「性別による差はないと思う」

場合に高く 27.3％である。 

 

図表 2-4-13【一般社員 女性】昇格・昇進における性別の差の認識別 「貢献＆SWS」 

 
          ＊「女性のほうが昇格・昇進しやすいと思う」と回答した人はサンプル数が少ないため、参考値 

 

 

＜参考＞図表 2-4-14【一般社員 男性】 

昇格・昇進における性別の差の認識別 「貢献＆SWS」 

 
  

(ｎ) (%)

男性のほうが昇格・
昇進しやすいと思う (449)

女性のほうが昇格・
昇進しやすいと思う (25)

性別による差は
ないと思う (509)

貢献＆SWS

20.5

16.0

27.3

貢献＆SWSでない

13.6

20.0

11.2

貢献していない＆SWS

41.4

36.0

39.7

貢献していない＆
SWSでない

24.5

28.0

21.8

(ｎ) (%)

男性のほうが昇格・昇進し
やすいと思う (532)

女性のほうが昇格・昇進し
やすいと思う (114)

性別による差はないと思う (1192)

貢献＆SWS

16.7

20.2

20.8

貢献＆SWSでない

16.9

18.4

14.2

貢献していない＆
SWS

37.2

22.8

38.4

貢献していない＆
SWSでない

29.1

38.6

26.6
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((55))育育成成がが計計画画的的にに行行わわれれてていいるるとと思思っってていいるる場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合  

がが高高いい  
  

一般社員女性について、「あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。」に対する回答

別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「そう思う」場合に最も高く 40.8％、「そう思わない」

場合に最も低く 16.4％である。 

 

図表 2-4-15【一般社員 女性】計画的な育成の有無別 「貢献＆SWS」 

 
 

＜参考＞図表 2-4-16【一般社員 男性】計画的な育成の有無別 「貢献＆SWS」 

 

 

  

(ｎ) (%)

そう思う (76)

どちらかと言えば
そう思う (353)

どちらかと言えば
そう思わない (353)

そう思わない (201)

貢献＆SWS

40.8

27.8

20.7

16.4

貢献＆SWSでない

14.5

14.4

10.2

12.4

貢献していない＆
SWS

28.9

34.0

47.3

43.8

貢献していない＆
SWSでない

15.8

23.8

21.8

27.4
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(ｎ) (%)

そう思う (83)

どちらかと言えば
そう思う (491)

どちらかと言えば
そう思わない (732)

そう思わない (532)

貢献＆SWS

39.8

25.9

15.7

16.0

貢献＆SWSでない

21.7

20.2

14.2

11.1

貢献していない＆
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24.1

32.2

37.0
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＜＜参参考考＞＞  

  「育成が計画的に行われている」ことについて、年代別男女別、年代別企業の種類別、年代別企

業規模別、年代別仕事のカテゴリー別、年代別発注元別に分析した。 

 

■■計計画画的的にに育育成成さされれてていいるるとと回回答答ししたた割割合合はは、、2200 代代でではは 55割割超超ええだだがが、、3300 代代でではは約約 44割割  

 

「あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそ

う思う」と回答した人の割合を年代別男女別にみると、20 代では男女とも 5 割を超えている。しか

し、30代になると、男女とも約 4割に低下している。 

また、40 代で女性のほうが割合が高いのは、計画的に育成された男性は管理職になっている人

が多く、そうでない人が一般社員のままであるからであると推察される。 

  

図表 2-4-17【一般社員】 年代別男女別 育成計画についての認識 
Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 

 
 

 

   

(ｎ) (%)

男性 (88)

女性 (330)

男性 (302)

女性 (347)

男性 (650)

女性 (199)

男性 (798)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

そう思う

12.5

12.7

7.3

6.3

3.5

4.5

3.4

2.8

どちらかと言えばそう思う

40.9

44.8

32.8

34.3

27.1

33.2

22.6

18.7

どちらかと言えば
そう思わない

34.1

30.6

37.1

38.0

39.8

38.2

41.5

41.1

そう思わない

12.5

11.8

22.8

21.3

29.5

24.1

32.6

37.4
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■■２２００代代でではは、、IITT 企企業業ととユユーーザザーー企企業業とともも、、計計画画的的にに育育成成さされれてていいるるとと回回答答ししたた割割合合はは５５割割をを超超ええ

てていいるる  

  

    一般社員 20 代女性について、企業の種類別に「あなたの育成は計画的に行われていると思い

ますか。」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を見ると、IT 企業で

59.3％、ユーザー企業で 56.6%である。（派遣会社はサンプル数が少ないため参考値） 

  

図表 2-4-18【20 代 一般社員 女性】 企業の種類別 育成計画についての認識 
Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 

  
  

  

■■3300 代代でではは、、IITT 企企業業ででももユユーーザザーー企企業業ででもも、、計計画画的的にに育育成成さされれてていいるるとと回回答答ししたた割割合合はは約約４４割割  

  

一般社員３0 代女性について、企業の種類別に「あなたの育成は計画的に行われていると思い

ますか。」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を見ると、IT 企業で

41.5％、ユーザー企業で４３．７%である。（派遣会社はサンプル数が少ないため参考値） 

  

図表 2-4-19【30 代 一般社員 女性】 企業の種類別 育成計画についての認識 
Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか  

  
  

   

(ｎ) (%)

IT企業・IT関連の
コンサルティング企業 (258)

派遣会社 (19)

上記以外
（ITのユーザー企業） (53)

そう思う

12.0

5.3

18.9

どちらかと言えばそう思う

47.3

31.6

37.7

どちらかと言えば
そう思わない

29.8

47.4

28.3

そう思わない

10.9

15.8

15.1

(ｎ) (%)

IT企業・IT関連の
コンサルティング企業 (217)

派遣会社 (18)

上記以外
（ITのユーザー企業） (112)

そう思う

6.5

7.1

どちらかと言えばそう思う

35.0

11.1

36.6

どちらかと言えば
そう思わない

38.2

50.0

35.7

そう思わない

20.3

38.9

20.5
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■■2200 代代でではは、、どどのの企企業業規規模模のの IITT 企企業業ででもも計計画画的的にに育育成成さされれてていいるるとと回回答答ししたた割割合合はは５５割割超超  

  

   IT 企業の２0 代一般社員女性について、企業規模別に「あなたの育成は計画的に行われている

と思いますか」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を見ると、規模が

大きいほど割合は高い傾向にある。最も低い 51 人～３００人企業規模でも、55.2％である。 

  

図表 2-4-20【IT 企業 20 代 一般社員 女性】企業規模別 育成計画についての認識 

Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 

  
  

  

■■IITT のの大大企企業業ででもも、、３３００代代女女性性でではは、、計計画画的的にに育育成成さされれてていいるるとと回回答答ししたた割割合合はは 55 割割未未満満  

 

 IT 企業の 30 代一般社員女性について、企業規模別に「あなたの育成は計画的に行われている

と思いますか」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を見ると、規模が

大きいほど割合は高いが、3,001 人以上の規模の企業でも、47.0％と 5 割未満である。 

 

図表 2-4-21【IT 企業 30 代 一般社員 女性】企業規模別 育成計画についての認識 

Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 

 

   

(ｎ) (%)

51人～300人 (67)

301人～3,000人 (109)

3,001人以上 (82)

そう思う

16.4

8.3

13.4

どちらかと言えばそう思う

38.8

48.6

52.4

どちらかと言えば
そう思わない

31.3

29.4

29.3

そう思わない

13.4

13.8

4.9

(ｎ) (%)

51人～300人 (67)

301人～3,000人 (82)

3,001人以上 (68)

そう思う

1.5

8.5

8.8

どちらかと言えばそう思う

31.3

35.4

38.2

どちらかと言えば
そう思わない

44.8

35.4

35.3

そう思わない

22.4

20.7

17.6
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■■「「シシスステテムム開開発発」」、、「「企企画画・・ココンンササルル」」、、「「ソソフフトトププロロダダククトト開開発発」」、、「「技技術術支支援援」」担担当当のの 2200 代代女女性性でで  

はは、、育育成成がが計計画画的的にに行行わわれれてていいるるとと認認識識ししてていいるる人人がが６６割割超超  

 

 一般社員 20 代女性について、仕事のカテゴリー別に「あなたの育成は計画的に行われていると

思いますか」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を見ると、システム

開発で 63.8%、企画・コンサルで 62.8％、ソフトプロダクト開発で 62.2%、技術支援で 60.9％と

6 割を超えている。 

 

図表 2-4-22【20 代 一般社員 女性】 仕事のカテゴリー別 育成計画についての認識 
Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 

＊仕事のカテゴリーに「その他」と回答した人は、表示していない。  

 

 

■３３００代代女女性性でではは、、仕仕事事ののカカテテゴゴリリーー別別にに見見ててもも、、育育成成がが計計画画的的にに行行わわれれてていいるるとと認認識識ししてていいるる  

人人がが約約４４割割  

 

  一般社員 30 代女性について、仕事のカテゴリー別に「あなたの育成は計画的に行われている

と思いますか」に対し「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を見ると、最も高

い技術支援で 43.1％、最も低いソフトプロダクト開発 37.0%である。前述した２０代と比べると、仕

事のカテゴリー別に見ても、３０代では２０代よりも割合がかなり低くなっている。 

 

図表 2-4-23【３０代 一般社員 女性】 仕事のカテゴリー別 育成計画についての認識 
Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 

＊「ソフトプロダクト開発」はサンプル数が少ないため参考値 

(ｎ) (%)

企画、コンサル (43)

システム開発 (163)

ソフトプロダクト
開発

(45)

運用 (83)

保守 (88)

技術支援 (41)

ITサポート (81)

そう思う

16.3

13.5

11.1

12.0

13.6

14.6

8.6

どちらかと言えばそう思う

46.5

50.3

51.1

43.4

45.5

46.3

37.0

どちらかと言えばそう思わない

25.6

27.0

26.7

31.3

28.4

31.7

42.0

そう思わない

11.6

9.2

11.1

13.3

12.5

7.3

12.3

(ｎ) (%)

企画、コンサル (49)

システム開発 (146)

ソフトプロダクト
開発

(27)

運用 (102)

保守 (104)

技術支援 (51)

ITサポート (96)

そう思う

8.2

5.5

7.4

5.9

5.8

7.8

5.2

どちらかと言えばそう思う

32.7

36.3

29.6

33.3

34.6

35.3

34.4

どちらかと言えば
そう思わない

40.8

41.1

40.7

37.3

35.6

29.4

34.4

そう思わない

18.4

17.1

22.2

23.5

24.0

27.5

26.0
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■■２２００代代女女性性ででもも、、発発注注元元がが「「一一次次請請けけ、、二二次次請請けけ」」のの場場合合、、計計画画的的にに育育成成さされれてていいるるとと回回答答ししたた割割

合合がが高高くくなないい  

  

    2０代一般社員女性において、「あなたの育成は計画的に行われていると思いますか」に対し

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を業務の発注元別に見ると、「一次請

け、二次請け」の場合、３６．２％と４割を切っている。それ以外は、いずれも６５％を超えている。 

  

図表 2-4-24【２0 代 一般社員 女性】業務の発注元別 育成計画についての認識 
Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 

  
  

  

■■発発注注元元別別にに見見ててもも、、３３００代代女女性性でではは、、計計画画的的にに育育成成さされれてていいるるとと回回答答ししたた割割合合がが高高くくなないい  

 

３０代一般社員女性において、「あなたの育成は計画的に行われていると思いますか」に対し「そ

う思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した人の割合を業務の発注元別に見ると、発注元がユ

ーザー企業で最も高いが、44.8％、次いで発注元が親会社 41.3%、自社 39.1％にとどまってい

る。発注元が一次請け・二次請け等企業で 37.5%、元請け企業で 26.6%と、より低くなっている。 

 

図表 2-4-25【30 代 一般社員 女性】業務の発注元別 育成計画についての認識 
Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 
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((66))社社員員のの個個性性やや多多様様性性をを大大切切ににししてていいるる職職場場ででああるる場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププ

のの割割合合がが高高いい  
  

一般社員女性について、「社員の個性や多様性を大切にしている」に対する回答別に、「貢献＆

SWS」グループの割合を見ると、「非常に当てはまる」場合に最も高く 39.7％、「まったく当てはまら

ない」場合に最も低く 11.8％である。 

 

図表 2-4-26【一般社員 女性】個性や多様性の重視別 「貢献＆SWS」 

 

 

 

＜参考＞図表 2-4-27【一般社員 男性】個性や多様性の重視別 「貢献＆SWS」 

 

 

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

多多様様性性はは余余裕裕とと信信頼頼関関係係ががなないいとと成成立立ししなないいののでで苦苦労労ががああるる  

・多様性は大事で力にもなるが、余裕のある体制と社員の信頼関係が無いと成り立たない。そうい

った職場にするのが管理職の仕事だと思うが、そういった育成はあまりされていないので苦労する。

（男性） 

 

様様々々なな教教育育機機会会をを与与ええてて幅幅広広いい考考ええ方方をを醸醸成成すするるここととがが必必要要  

・弊社の中では女性が活躍しづらい、育休が取りづらいと思ったことはない。ダイバーシティや自由

な働き方、後輩育成など、社員に様々な教育の機会を与え、幅広い考え方を醸成することが必要

だと思う。（男性） 
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((77))重重要要なな仕仕事事のの経経験験ががああっったた場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが高高いい  

  
■■提提案案書書をを作作成成ししたた経経験験がが「「よよくくああっったた//時時々々ああっったた」」場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが高高いい  

 

IT 企業の一般社員女性について、「あなたは、この 1 年間に、主担当として、受注を取るために

お客様への提案書を作成したことがありましたか。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グループの

割合を見ると、「よくあった/時々あった」場合に最も高く 30.1％、「たまにあった」場合に最も低く

21.7％である。 

 

注）IT 企業・コンサルティング企業勤務者が対象、「よくあった」「時々あった」と回答した人の数

が少ないため、合算した。 

 

図表 2-4-28【IT 企業 一般社員 女性】提案書作成の経験別 「貢献＆SWS」 

 

＜参考＞図表 2-4-29【IT 企業 一般社員 男性】提案書作成の経験別 「貢献＆SWS」 
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■■社社外外ととのの厳厳ししいい交交渉渉ををたたままににししたたここととががああるる場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが高高いい  

 

IT 企業の一般社員女性について、「あなたは、この１年間に、社外との厳しい交渉をしたことがあ

りましたか。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「たまにあった」場合に

最も高く 31.8％、「なかった」場合に最も低く 24.0％である。 

「貢献＆SWS でない」グループの割合は、「よくあった/時々あった」場合に最も高く、「なかった」

場合に最も低い。 

注）IT 企業・コンサルティング企業勤務者が対象、「よくあった」「時々あった」と回答した人の数

が少ないため、合算した。 

 

図表 2-4-30【IT 企業 一般社員 女性】 

社外との厳しい交渉の経験別 「貢献＆SWS」 

＊Q2９は、IT 企業（IT 関連のコンサルティング企業含む）の人が対象。 

＊「よくあった」「時々あった」と回答した人の数が少ないため、合算した。 

 

＜参考＞図表 2-4-31【IT 企業 一般社員 男性】 

社外との厳しい交渉の経験別 「貢献＆SWS」 

＊Q2９は、IT 企業（IT 関連のコンサルティング企業含む）の人が対象。 

＊女性との比較のため、「よくあった」「時々あった」と回答した人を合算した。 
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((88))上上司司にに「「期期待待をを言言葉葉でで伝伝ええらられれてていいるる」」場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが  

      高高いい  
 

一般社員女性について、「あなたは上司（管理職）に活躍を期待されていますか」に対する回答

別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「期待を言葉で伝えられている」場合に最も高く

30.6％、「期待されていないと感じる」場合に最も低く 9.7％である。 

 

図表 2-4-32【一般社員 女性】上司からの期待別 「貢献＆SWS」 

 

＜参考＞図表 2-4-33【一般社員 男性】上司からの期待別 「貢献＆SWS」 
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((99))上上司司かかららチチャャレレンンジジンンググなな仕仕事事をを与与ええらられれてていいるる場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの

割割合合がが高高いい  
  

一般社員女性について、「あなたの上司は日々の業務の中であなたに少し高い目標や経験値よ

り少し困難な仕事を任せてチャレンジさせていますか。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グルー

プの割合を見ると、「そう思う」場合に最も高く 28.6％、「どちらかと言えばそう思わない」場合に

16.8％、「そう思わない」場合 17.3％と低い。 

   ただし、「そう思う」場合、「貢献＆SWS でない」の割合も 21.1％と他のカテゴリーよりも高く、

チャレンジさせながらも長時間労働にならないようにすることが必要である。 

 

図表 2-4-34【一般社員 女性】上司からのチャレンジングな仕事別 「貢献＆SWS」 

 

  

  

＜参考＞図表 2-4-35【一般社員 男性】上司からのチャレンジングな仕事別 「貢献＆SWS」 
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((1100))「「会会社社のの方方針針ととししてて、、失失敗敗ややリリススククをを恐恐れれずず、、新新ししいいここととにに挑挑戦戦すするるここととがが歓歓迎迎  

さされれるる」」場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが高高いい  
 

一般社員女性について、「あなたが現在勤務している（or 雇用されている）会社の方針として、

失敗やリスクを恐れず、新しいことに挑戦することが歓迎される。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」

グループの割合を見ると、「非常に当てはまる」場合に最も高く 40.4％、「まったく当てはまらない/

あまり当てはまらない」場合に最も低く 11.9％である。 

 

注）「まったく当てはまらない」と回答した人の数が少ないため、「まったく当てはまらない/あまり

当てはまらない」とした。 

 

図表 2-4-36【一般社員 女性】挑戦する企業方針の有無別 「貢献＆SWS」 

 
 

＜参考＞図表 2-4-37【一般社員 男性】挑戦する企業方針の有無別 「貢献＆SWS」
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((1111))就就業業時時間間のの一一部部をを興興味味・・関関心心ののああるるここととにに自自由由にに使使ええるる制制度度ががああるる場場合合、、「「貢貢献献

＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが高高いい  

  
一般社員女性について、「あなたは、就業時間の一部を自分の興味・関心のあることに自由に使

っていますか（新規事業を企画する、社外交流する等）」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グルー

プの割合を見ると、「制度があり、使っている」場合に最も高く 44.0％、「使っていない」場合に最も

低く 19.9％である。 

「貢献＆SWS でない」グループの割合も、「制度があり、使っている」場合に最も高く、「使ってい

ない」場合に最も低い。 

 

図表 2-4-38【一般社員 女性】就業時間の自由使用の有無別 「貢献＆SWS」 

 

 

 

＜参考＞図表 2-4-39【一般社員 男性】就業時間の自由使用の有無別 「貢献＆SWS」 
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■■「「シシスステテムム開開発発」」担担当当ににおおいいてて、、就就業業時時間間のの一一部部をを興興味味・・関関心心ののああるるここととにに自自由由にに使使ええるる制制度度

ががああるる場場合合、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」ググルルーーププのの割割合合がが高高いい  

  

後述するように、仕事のカテゴリー別に「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「システム開発」

担当で最も低く、２１．１％である。 

そこで、「システム開発」担当の一般社員女性において、「あなたは、就業時間の一部を自分の興

味・関心のあることに自由に使っていますか（新規事業を企画する、社外交流する等）」に対する回

答別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「制度があり、使っている」場合に最も高く、 

4６.0％である。 

 

図表 2-4-40【システム開発 一般社員 女性】就業時間の自由使用の有無別 「貢献＆SWS」 

  

＜参考＞図表 2-4-41【システム開発 一般社員 男性】 

就業時間の自由使用の有無別 「貢献＆SWS」 
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((1122))属属性性別別「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」  
 

  これまで見てきた 11 項目は、「貢献＆SWS」グループの割合を高めるために、変えることのでき

る項目である。この節で見るのは、属性別の「貢献＆SWS」グループの割合である。属性自体を変

えることはできないため、「参考」として、調査結果を示していく。しかし、その属性の中で、これまで

見てきた項目を変えることで「貢献＆SWS」の割合を高められることも本調査データで確認した。 

 

◆参考 1 

 一般社員女性について、企業の種類別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、派遣会社で

26.7％、IT 企業・IT 関連のコンサルティング企業で 25.3％と高く、ユーザー企業で 20.0％と低

い。 

 

図表 2-4-42【一般社員 女性】企業の種類別 「貢献＆SWS」 

 
 

＜参考＞図表 2-4-43【一般社員 男性】企業の種類別 「貢献＆SWS」 

 
 

  (1)と(2)に示したように、ユーザー企業においても、専門職コースがある場合や専門職コースに

いる場合には、「貢献＆SWS」の割合が高くなっている。また、(3)から(6)、(8)から(11)の項目に

ついても、ユーザー企業に対象を絞って見ても、同様の結果となった。（グラフは省略） 

  

(ｎ) (%)

IT企業・IT関連の
コンサルティング企業 (663)

派遣会社 (45)

上記以外
（ITのユーザー企業） (275)

貢献＆SWS
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26.7

20.0

貢献＆SWSでない

13.9

6.7

10.2

貢献していない＆SWS

38.9

51.1

42.2

貢献していない
＆SWSでない

21.9

15.6

27.6

(ｎ) (%)

IT企業・IT関連の
コンサルティング企業 (1070)

派遣会社 (81)

上記以外
（ITのユーザー企業） (687)

貢献＆SWS

20.7
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◆参考２ 

一般社員女性について、仕事のカテゴリー別に、「貢献＆SWS」グループの割合を見ると、「技術

支援」で最も高く 34.5％、「システム開発」で最も低く 21.1％である。 

「ソフトプロダクト開発」は、「システム開発」に比べて、提案型の業務が多く、自分で業務のコント

ロールがしやすく、残業が少ない働き方ができるので、「貢献＆SWS」グループの割合が高いと仮

説を立てていたが、「貢献＆SWS」グループの割合は「システム開発」が２１．１％、ソフトプロダクト

開発が２４．８％とあまり違いがなかった。 

 

図表 2-4-44【一般社員 女性】仕事のカテゴリー別 「貢献＆SWS」 

 
 

＜参考＞図表 2-4-45【一般社員 男性】仕事のカテゴリー別 「貢献＆SWS」 

 
 

 (3)と(11)に示したように、仕事のカテゴリーが「システム開発」においても、上司がほぼ毎日所

定労働時間内に勤務を終了している場合や就業時間の一部を興味・関心のあることに自由に使え

る制度がある場合には、「貢献＆SWS」の割合が高くなっている。また、(1)、(2)、（4）から(10)の

項目についても、「システム開発」に対象を絞って見ても、同様の結果となった。（グラフは省略） 
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◆参考３ 

一般社員女性について、大学卒の人で、最終学歴の専攻別に「貢献＆SWS」グループの割合を

見ると、「文系・IT 関係」では、理系よりも低いが、「文系・IT 関係ではない」では、理系とあまり違

いはない。 

 

図表 2-4-46【一般社員 女性 大卒】専攻別 「貢献＆SWS」 

 
＊最終学歴の専攻に「その他」と回答した人は表示していない。 

 

 

＜参考＞図表 2-4-47【一般社員 男性 大卒】専攻別 「貢献＆SWS」 

＊最終学歴の専攻に「その他」と回答した人は表示していない。 
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■■「「文文系系・・IITT 関関係係」」でで、、育育成成がが計計画画的的にに行行わわれれてていいるるとと認認識識ししてていいるる人人のの割割合合がが低低いい  

 

一般社員女性について、「文系・IT 関係」で「貢献＆SWS」グループの割合が低い要因を推察

するために、一般社員女性・大学卒で、最終学歴の専攻別に、「Q52.あなたの育成は計画的に行

われていると思いますか。」に対する回答を見た。「文系・IT 関係」で、「そう思う」「どちらかと言え

ばそう思う」と回答した人の割合が「文系・IT 関係でない」場合に比べ、低い。 

 

図表 2-4-48【一般社員 女性 大卒】専攻別 計画的に育成 
Q52 あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 

 
 

 

■■「「文文系系・・IITT 関関係係」」ででもも、、育育成成がが計計画画的的にに行行わわれれてていいれればば、、「「貢貢献献＆＆SSWWSS」」のの割割合合はは理理系系とと同同じじ  

 

回答数が少ないため、参考値であるが、一般社員女性・大学卒・文系・IT 関係の人について、

「あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。」に対する回答別に、「貢献＆SWS」グルー

プの割合を見ると、育成が計画的に行われていると認識している場合、26.9％と「理系・IT 関係」

の人と同じ割合である。 

 「文系・IT 関係」についても、育成が計画的に行われていれば、理系の人たちと同様に活躍でき

る可能性があると言えるだろう。 

 

図表 2-4-49【一般社員 女性 大卒 文系・IT 関係】 計画的育成別 「貢献＆SWS」 
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22．．どどうういいうう場場合合にに、、管管理理職職のの女女性性割割合合がが高高いいかか  
  

  管理職になることも、活躍の一つの姿である。この調査は、無作為抽出調査ではないが、どういう

場合に、女性の管理職の割合が高いかを調べた。本調査では、管理職１,１７９名、管理職女性９８

名であったため、管理職に占める女性の割合は 7.7％である。 

 

((11))キキャャリリアアココーーススがが「「専専門門職職ココーーススががなないい」」場場合合にに比比べべ、、「「入入社社ししたた時時点点でで専専門門職職  

ココーーススががああるる」」場場合合にに女女性性のの管管理理職職割割合合がが高高いい  
   

  「あなたの勤務先（or あなたが雇用されている企業）のキャリアコースはどのようなものですか。」

に対する回答別に管理職における女性の割合を見ると、「専門職コースがない」場合、5.7％と低い

が、「入社した時点で専門職コースがある」場合 11.6％と５．９ポイント高い。 

 

図表 2-4-50【管理職】キャリアコース別 管理職における女性の割合 

  

  

((22))女女性性がが出出産産ししててもも働働きき続続けけるるののがが当当然然とといいうう雰雰囲囲気気ががなないい場場合合にに比比べべ、、ああるる場場合合  

ににはは女女性性のの管管理理職職割割合合がが高高いい  
  

 「あなたの職場では、女性は出産しても働き続けるのが当然という雰囲気がありますか。」に対す

る回答別に管理職における女性の割合を見ると、「ない」場合 2.5％、「どちらかと言えばない」場

合 3.7％と低いが、「ある」場合、13.5％と、11.0 ポイント、9.8 ポイント高い。 

 

図表 2-4-51【管理職】出産後の就業継続の状況別 管理職における女性の割合 
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((33))思思っったたここととがが自自由由にに言言ええるる職職場場風風土土ででああるるここととがが自自分分のの職職場場にに非非常常にに当当てて  

      ははままっってていいるる場場合合、、管管理理職職ににおおけけるる女女性性のの割割合合がが高高いい  
  

   「思ったことが自由に言える職場風土である。」に対する回答別に管理職における女性の割合

を見ると、「まあ当てはまる」場合 8.4％、「どちらとも言えない」場合 6.4％、「あまり当てはまらな

い/まったく当てはまらない」場合 7.2％と低いが、「非常にあてはまる」場合 13.8％と５ポイント

以上高い。 
    

図表 2-4-52【管理職】思ったことが自由に言える職場風土別 管理職における女性の割合 

                  ＊サンプル数が少ないため、「あまり当てはまらない」と「まったく当てはまらない」を合算した。 

  

  

((44))社社員員のの個個性性やや多多様様性性をを大大切切ににししてていいるるここととがが非非常常ににああててははままるる職職場場でではは管管理理職職にに  

おおけけるる女女性性のの割割合合がが高高いい  
 

  「社員の個性や多様性を大切にしている。」に対する回答別に管理職における女性の割合を見

ると、「どちらとも言えない」場合 7.3％、「あまり当てはまらない/まったく当てはまらない」場合、 

６．１％と低いが、「非常に当てはまる」場合 12.8％と 5.5 ポイント、6.7 ポイント高い。 

 
図表 2-4-53【管理職】個性や多様性の重視別 管理職における女性の割合 

              ＊サンプル数が少ないため、「あまり当てはまらない」と「まったく当てはまらない」を合算した。 
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((55))自自由由なな雰雰囲囲気気ががああるるここととがが非非常常にに当当ててははままるる職職場場でではは管管理理職職ににおおけけるる女女性性のの  

割割合合がが高高いい  
 

   「自由な雰囲気がある（例えば、服装や髪形が自由）」に対する回答別に管理職における女性

の割合を見ると、「どちらとも言えない」場合6.0％、「あまり当てはまらない/まったく当てはまらな

い」場合7.5％と低いが、「非常に当てはまる」場合 12.7％と 6.7 ポイント、５.2 ポイント高い。 

 

図表 2-4-54【管理職】自由な雰囲気別 管理職における女性の割合 

                    ＊サンプル数が少ないため、「あまり当てはまらない」と「まったく当てはまらない」を合算した。 
  

  

（（６６））会会社社のの方方針針ととししてて、、失失敗敗ややリリススククをを恐恐れれずず、、新新ししいいここととにに挑挑戦戦すするるここととがが歓歓迎迎さされれるる  

ここととがが非非常常にに当当ててははままるる職職場場でではは、、管管理理職職ににおおけけるる女女性性のの割割合合がが高高いい  
 

 「あなたが現在勤務している（雇用されている）会社の方針として、失敗やリスクを恐れず、新し

いことに挑戦することが歓迎される。」に対する回答別に管理職における女性の割合を見ると、

「どちらとも言えない」場合 6.5％、「あまり当てはまらない/まったく当てはまらない」場合 6.1％

と低いが、「非常に当てはまる」場合１３．６％と、7.1 ポイント、7.5 ポイント高い。 

  
図表 2-4-55【管理職】挑戦することが歓迎される方針別 管理職における女性の割合  

＊サンプル数が少ないため、「あまり当てはまらない」と「まったく当てはまらない」を合算した。 
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((77))キキャャリリアア支支援援策策ががああるる場場合合、、管管理理職職ににおおけけるる女女性性のの割割合合がが高高いい  
 

  「キャリアアップすることに対してどのような会社の支援がありますか。」に対する回答別に管理職

における女性の割合を見ると、高い割合順に、「キャリアコンサルタント、キャリアアドバイザーとの面

談」がある場合 12.4％、「社内公募制度」がある場合 11.1％、「キャリアを考えるための研修/キ

ャリアデザイン研修」がある場合 10.9％、「資格取得の研修受講の費用援助」がある場合 10.3％

である。一方、「会社の支援は何もない」場合 1.9％と非常に低い。 

 
図表 2-4-56【管理職】キャリア支援策別 管理職における女性の割合  
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33..管管理理職職((男男女女))はは、、どどうういいうう場場合合にに残残業業がが少少なないい働働きき方方ををししてていいるるかか  
 

  2 節では、管理職が活躍の一つの姿であると述べたが、１節で述べたように、長時間労働しない

と活躍したことにならない職場では、長時間労働ができる人しか活躍できない。そこで、この節では、

管理職がどういう場合に残業が少ない働き方をしているかを分析した。 

 

 

((11))アアジジャャイイルル開開発発ののみみ・・ウウォォーータターーフフォォーールル開開発発ももああれればばアアジジャャイイルル開開発発ももああるる場場合合にに

はは、、ウウォォーータターーフフォォーールル開開発発ののみみのの場場合合にに比比べべ、、残残業業がが少少なないい  
 

「あなたが携わっている仕事は、ウォーターフォール開発ですか、アジャイル開発ですか。」に対す

る回答別に、「現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。」に対する回答を見ると、「短時間勤

務をしている」「ほぼ毎日、所定労働時間内に業務を終えている」「週に 3，4 日くらいは所定労働

時間内に業務を終えている」と回答した割合は、アジャイル開発のみをしている職場の管理職では

52.8％、両方の開発をしている職場では 41.2％と高くなっているが、ウォーターフォール開発のみ

をしている職場の管理職では 31.4％と低い。 

 

図表 2-4-57【システム開発の管理職】開発の種類別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 

       ＊Q12 は、仕事のカテゴリーが「システム開発」の人が対象。 
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■■IITT 企企業業ででももユユーーザザーー企企業業ででもも、、アアジジャャイイルル開開発発ののほほううがが残残業業がが少少なないい  

 

IT 企業と IT のユーザー企業に分けて見ても、同様に、アジャイル開発のみ・ウォーターフォール

開発もあればアジャイル開発もある場合には、ウォーターフォール開発のみに比べ、残業が少ない傾

向だった。 

 

図表 2-4-58【IT 企業 IT 関連のコンサルティング企業 システム開発の管理職】 

開発の種類別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 

図表 2-4-59【ユーザー企業 システム開発の管理職】開発の種類別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

              ＊Q12 は、仕事のカテゴリーが「システム開発」の人が対象。サンプル数が少ないため、「アジャイル開発のみあ

る」「ウォーターフォール開発もあれば、アジャイル開発もある」を合算した。 
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  ■■どどのの発発注注元元ででああっっててもも、、アアジジャャイイルル開開発発ののほほううがが残残業業がが少少なないい  

   

発注元別に見ても、アジャイル開発のみ・ウォーターフォール開発もあればアジャイル開発もある

場合には、ウォーターフォール開発のみに比べ、「短時間勤務をしている」「ほぼ毎日、所定労働時

間内に業務を終えている」「週に 3，4 日くらいは所定労働時間内に業務を終えている」と回答した

割合が高い。（「ユーザー企業から発注」以外は、サンプル数が少ないので、参考値） 

 

図表 2-4-60【自社から発注 システム開発の管理職】開発の種類別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 

図表 2-4-61【ユーザー企業から発注 システム開発の管理職】開発の種類別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 

図表 2-4-62【親会社から発注 システム開発の管理職】開発の種類別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 
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て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

2，3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

4時間以上超え
て働いている

(ｎ) (%)

ウォーターフォール開発のみ
である

(27)

アジャイル開発のみである/
ウォーターフォール開発もあ
れば、アジャイル開発もある

(47)

短時間勤務をしているほぼ毎日、所定労働時間内に
業務を終えている

18.5

21.3

週に3，4日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

3.7

12.8

週に1，2日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

11.1

21.3

ほぼ毎日、所定労働時間を1
時間くらい超えて働いている

22.2

19.1

ほぼ毎日、所定労働時間を
2，3時間くらい超えて働いてい

る

37.0

19.1

ほぼ毎日、所定労働時間を4
時間以上超えて働いている

7.4

6.4

短時間勤務を
している

ほぼ毎日、所
定労働時間
内に業務を終
えている

週に3，4日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

週に1，2日くら
いは所定労働
時間内に業務を
終えている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

1時間くらい超え
て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

2，3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

4時間以上超え
て働いている
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図表 2-4-63【元請け企業から発注 システム開発の管理職】開発の種類別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 

 

図表 2-4-64【一次請け・二次請け等企業から発注 システム開発の管理職】 

開発の種類別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 ＊Q12 は、仕事のカテゴリーが「システム開発」の人が対象。サンプル数が少ないため、「アジャイル開発のみであ

る」「ウォーターフォール開発もあれば、アジャイル開発もある」を合算した。 
 

   

(ｎ) (%)

ウォーターフォール開発のみ
である

(12)

アジャイル開発のみである/
ウォーターフォール開発もあ
れば、アジャイル開発もある

(29)

短時間勤務をしている

8.3

ほぼ毎日、所定労働時間内に
業務を終えている

8.3

41.4

週に3，4日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

8.3

10.3

週に1，2日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

25.0

6.9

ほぼ毎日、所定労働時間を1
時間くらい超えて働いている

25.0

10.3

ほぼ毎日、所定労働時間を
2，3時間くらい超えて働いてい

る

16.7

27.6

ほぼ毎日、所定労働時間を4
時間以上超えて働いている

8.3

3.4

短時間勤務を
している

ほぼ毎日、所
定労働時間
内に業務を終
えている

週に3，4日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

週に1，2日くら
いは所定労働
時間内に業務を
終えている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

1時間くらい超え
て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

2，3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

4時間以上超え
て働いている

(ｎ) (%)

ウォーターフォール開発のみ
である

(23)

アジャイル開発のみである/
ウォーターフォール開発もあ
れば、アジャイル開発もある

(47)

短時間勤務をしているほぼ毎日、所定労働時間内に
業務を終えている

26.1

31.9

週に3，4日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

8.7

10.6

週に1，2日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

21.7

17.0

ほぼ毎日、所定労働時間を1
時間くらい超えて働いている

13.0

12.8

ほぼ毎日、所定労働時間を
2，3時間くらい超えて働いてい

る

17.4

21.3

ほぼ毎日、所定労働時間を4
時間以上超えて働いている

13.0

6.4

短時間勤務を
している

ほぼ毎日、所
定労働時間
内に業務を終
えている

週に3，4日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

週に1，2日くら
いは所定労働
時間内に業務を
終えている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

1時間くらい超え
て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

2，3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

4時間以上超え
て働いている

Q
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((22))所所定定労労働働時時間間内内でで業業務務をを終終ええてていいるる人人ににつついいてて「「生生産産性性高高くく仕仕事事ををししてていいるるとと  

思思うう」」管管理理職職はは、、そそうう思思わわなないい管管理理職職にに比比べべ、、残残業業がが少少なないい  

  
 「短時間勤務をしている」「ほぼ毎日、所定労働時間内に業務を終えている」「週に 3，4 日くらい
は所定労働時間内に業務を終えている」と回答した割合は、所定労働時間内で業務を終えている

人について、「生産性高く仕事をしていると思う」（「そう思う」）管理職では、57.4％と高くなってい

るが、「どちらかと言えばそう思う」と回答した管理職では 42.4％、「どちらかと言えばそう思わない」

と回答した管理職では 32.0％、「そう思わない」と回答した管理職では 33.3％と低い。 

  

図表 2-4-65【管理職】残業していない人への評価別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 

 

＜＜参参考考＞＞  

  管管理理職職ににつついいてて、、所所定定//みみななしし労労働働時時間間内内でで業業務務をを終終ええてていいるる人人ににつついいててのの評評価価とと仕仕事事のの任任せせ方方

のの認認識識のの関関係係をを分分析析ししたた。。  

  

■■所所定定//みみななしし労労働働時時間間内内でで業業務務をを終終ええてていいるる人人ににつついいてて「「生生産産性性高高くく仕仕事事ををししてていいるるとと思思うう」」管管  

理理職職はは、、そそうういいうう人人にに「「仕仕事事をを任任せせににくくいい」」ととはは思思わわなないい人人がが多多いい 

 

所定/みなし労働時間内で業務を終えている人について、「生産性高く仕事をしていると思う」管

理職では、所定/みなし労働時間内で業務を終えている人に「仕事を任せにくい」と思っている

（「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」）人の割合は、28.9％と低く、生産性高く仕事をしている

と思っていない管理職では、73.９％と高い。 

 

図表 2-4-66【管理職】 

残業していない人への評価別 残業していない人への仕事の任せ方の認識 
Q42_3.所定労働時間で業務を終えている人について、あなたはどう思いますか。 

仕事を任せにくいと思う 

(ｎ) (%)

そう思う (256)

どちらかと言えば
そう思う (587)

どちらかと言えば
そう思わない (259)

そう思わない (42)

そう思う

12.9

5.5

13.9

42.9

どちらかと言えば
そう思う

16.0

33.0

43.6

31.0

どちらかと言えば
そう思わない

26.6

44.5

32.8

11.9

そう思わない

44.5

17.0

9.7

14.3

(ｎ) (%)

そう思う (256)

どちらかと言えば
そう思う (587)

どちらかと言えば
そう思わない (259)

そう思わない (42)

短時間勤務をしている

0.4

0.4

7.1

ほぼ毎日、所定労働時間内に
業務を終えている

41.0

28.8

23.9

23.8

週に3，4日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

16.0

13.6

7.7

2.4

週に1，2日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

14.1

15.2

11.6

14.3

ほぼ毎日、所定労働時間を1
時間くらい超えて働いている

12.5

18.4

18.5

26.2

ほぼ毎日、所定労働時間を2，3時
間くらい超えて働いている

12.9

21.0

32.0

23.8

ほぼ毎日、所定労働時間を4
時間以上超えて働いている

3.1

3.1

5.8

2.4

短時間勤務を
している

ほぼ毎日、所
定労働時間
内に業務を終
えている

週に3，4日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

週に1，2日くら
いは所定労働
時間内に業務を
終えている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

1時間くらい超え
て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

2，3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

4時間以上超え
て働いている
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((33))業業務務上上ののススケケジジュューールルををココンントトロローールルででききなないいここととがが多多くくなないい場場合合、、多多いい場場合合にに  

比比べべてて、、残残業業がが少少なないい  

  
 「短時間勤務をしている」「ほぼ毎日、所定労働時間内に業務を終えている」「週に 3，4 日くらい

は所定労働時間内に業務を終えている」と回答した割合は、「あなたは業務上のスケジュールをコ

ントロールできないことが多いですか。」に対し、「そう思わない」と回答した管理職では 55.2％と

高いが、「どちらかと言えばそう思わない」と回答した管理職では 42.2％、「どちらかと言えばそう

思う」と回答した管理職では 39.7％、「そう思う」と回答した管理職では 36.1％とだんだん低くな

っている。 

 

図表 2-4-67【管理職】業務上のスケジュールのコントロール別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 

 

 

((44))転転職職ししたた人人はは転転職職ををししたたここととががなないい人人にに比比べべ、、残残業業がが少少なないい傾傾向向 

 

 「短時間勤務をしている」「ほぼ毎日、所定労働時間内に業務を終えている」「週に 3，4 日くらい

は所定労働時間内に業務を終えている」と回答した割合は、「IT 分野以外から IT 分野に転職し

た」管理職では 51.8％、「IT 分野から IT 分野に転職した」管理職では 48.1％であるが、「転職

をしたことがない」管理職では 38.6％と低い。 

 

図表 2-4-68【管理職】転職の有無別 働き方 
Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

 
        ＊Q15 に「その他」と回答した人はサンプル数が少ないので、表示していない。 

   

(ｎ) (%)

転職をしたことがない (631)

IT分野から
IT分野へ転職した (389)

IT分野以外から
IT分野へ転職した (116)

短時間勤務をしている

0.3

0.5

0.9

ほぼ毎日、所定労働時間内に
業務を終えている

28.2

31.4

38.8

週に3，4日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

10.1

16.2

12.1

週に1，2日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

15.4

12.9

11.2

ほぼ毎日、所定労働時間を1
時間くらい超えて働いている

18.1

16.2

17.2

ほぼ毎日、所定労働時間を2，3時
間くらい超えて働いている

24.2

19.8

13.8

ほぼ毎日、所定労働時間を4時間
以上超えて働いている

3.6

3.1

6.0

短時間勤務を
している

ほぼ毎日、所
定労働時間
内に業務を終
えている

週に3，4日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

週に1，2日くら
いは所定労働
時間内に業務を
終えている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

1時間くらい超え
て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

2，3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

4時間以上超え
て働いている

(ｎ) (%)

そう思う (119)

どちらかと言えば
そう思う (372)

どちらかと言えば
そう思わない (448)

そう思わない (205)

短時間勤務をしている

0.5

1.5

ほぼ毎日、所定労働時
間内に業務を終えている

23.5

25.8

28.8

45.4

週に3，4日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

12.6

13.4

13.4

8.3

週に1，2日くらいは所定労働
時間内に業務を終えている

10.9

15.6

15.0

11.2

ほぼ毎日、所定労働時間を1
時間くらい超えて働いている

13.4

15.3

19.9

18.0

ほぼ毎日、所定労働時間を2，3時
間くらい超えて働いている

30.3

24.5

20.8

14.1

ほぼ毎日、所定労働時間を4時間
以上超えて働いている

9.2

4.8

2.2

1.5

短時間勤務を
している

ほぼ毎日、所
定労働時間
内に業務を終
えている

週に3，4日くらい
は所定労働時間
内に業務を終え

ている

週に1，2日くら
いは所定労働
時間内に業務を
終えている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

1時間くらい超え
て働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

2，3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日、所定
労働時間を

4時間以上超え
て働いている

Q
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第第55章章  働働きき方方のの現現状状  
 

11．． 緊緊急急時時対対応応のの経経験験でではは男男女女のの差差がが大大ききくくなないいがが、、深深夜夜勤勤務務でではは男男女女差差がが大大ききいい  
  

時間の制約が多い女性は緊急時対応ができないことが理由で、評価が低くなり、昇格・昇進し

づらいのではないかという仮説をたてていたが、以下のように、緊急時対応の経験率は男女で差が

大きくなかった。しかし、深夜まで働くことは女性より男性のほうが多く、それが、昇格・昇進に影響を

及ぼしていると推察される。 

  

((11))緊緊急急時時対対応応のの経経験験ににつついいてて男男女女のの差差がが大大ききくくなないい  

  
「あなたは、この１年間に、緊急時対応をしたことがありましたか。」という問いについて、一般社員

の男女では差は見られない。子どもの有無別（男女一般社員）では、子どものいる女性のほうが子

どものいる男性より「よくあった」「時々あった」の割合が 4.3 ポイント低いが、大きな差があるとは

言えない。 

緊急時対応は性別や子どもの有無にかかわらず、対応しなければならない、対応せざるを得な

い業務として経験、付与されている可能性が高い。 

したがって、（時間制約等によって）緊急時対応できないことが、評価等に影響を及ぼしているの

ではないか」という仮説をたてていたが、そうではないと考えられる。 

 

図表 2-5-1【一般社員】男女別緊急時対応の状況 
Q27_1 あなたは、この１年間に、緊急時対応をしたことがありましたか。 

 
 

図表 2-5-2【一般社員】子どもの有無別男女別 緊急時対応の状況 
Q27_1 あなたは、この１年間に、緊急時対応をしたことがありましたか。 

 
 

  

(ｎ) (%)

男性 (1838)

女性 (983)

よくあった

6.0

5.7

時々あった

20.0

19.2

たまにあった

34.6

32.2

なかった

39.4

42.8

(ｎ) (%)

男性 (859)

女性 (226)

男性 (979)

女性 (757)

子
ど
も
有

子
ど
も
無

よくあった

6.4

5.8

5.6

5.7

時々あった

21.0

17.3

19.2

19.8

たまにあった

34.8

33.6

34.4

31.8

なかった

37.8

43.4

40.8

42.7
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

  

緊緊急急時時対対応応はは以以前前かかららリリモモーートトででででききてていいたた  

・以前テレワークが全くない時は完全出社だったが、夜中にシステム不具合があって急ぎ対応しなく

てはいけない時はリモートで家からシステムにつなげるような仕組みだけはあった。緊急時の場合

には、家からもシステムの状況が見られるようにしていた。（男性） 

 

深深夜夜緊緊急急時時対対応応はは独独身身者者がが対対応応すするるイイメメーージジもも  

・私は新規構築が多いので基本、今動いてないシステムなので夜中呼び出しはまずないんですね。

ただ、そういった運用試験に回っている方だと、どうしても深夜に電話が鳴ったりとかっていう話は

あるので、だいたいそういうところは独身の方が担当されているのが多いようなイメージはあります。

（女性） 

 

 

((22))深深夜夜ままでで働働くくかかどどううかかはは、、男男女女差差がが大大ききいい    
 

「あなたは、この１年間に、納期に間に合わせるために、深夜まで働くことがありましたか。」という

問いに対して、男女一般社員を子どもの有無別でみると、子どものいる女性では深夜まで働いた

経験のある人（「よくあった」、「時々あった」、「たまにあった」と回答した人）の割合が 32.8％と最

も低く、逆に子どものいる男性では４３．７％と最も高い。 

いわゆる共働き・共育てしている人として「2０・30 代 同居している子どもがいる 同居している

配偶者が正社員」の男女を比較すると、男性は配偶者が正社員で同居している子どもがいる場合

も、深夜まで働いた経験のある人の割合が 68.3％と高く、同様の環境にある女性の２６．６％との

差が非常に大きい。同じ正社員で子どもがいる男女であっても、男性は仕事を、女性は家庭を優先

しているパターンが多いことが推察される。 

(1)でみたように、「緊急時対応すること」の男女差はみられなかったが、深夜まで働くことには男

女差がある。つまり、深夜まで働くこと（働けること）が昇格・昇進や評価に影響を及ぼしている可能

性がある。 

 

図表 2-5-3【一般社員】子どもの有無別男女別 深夜まで働いた経験 
Q27_2 あなたは、この１年間に、納期に間に合わせるために、深夜まで働くことがありましたか。 

 
 

図表 2-5-4【20 代・30代 一般社員 子ども有（同居） 配偶者正社員】 

男女別 深夜まで働いた経験 
Q27_2 あなたは、この１年間に、納期に間に合わせるために、深夜まで働くことがありましたか。 

 
 

(ｎ) (%)

男性 (859)

女性 (226)

男性 (979)

女性 (757)

子
ど
も
有

子
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も
無

よくあった

5.2

4.9

4.4

5.3

時々あった

15.1

12.4

11.5

13.1

たまにあった

23.4

15.5

22.2

19.9

なかった

56.2

67.3

61.9

61.7

(ｎ) (%)

男性 (60)

女性 (90)

20代30代/同居
子どもあり/同居配
偶者正社員あり
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15.0

2.2
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

提提案案活活動動はは深深夜夜やや土土日日がが当当たたりり前前でで時時短短でではは対対応応困困難難  

・短時間勤務とかでやれるものではなかったりしますね。その時によりますけれども、一応案件化し

てしまえばある程度コントロールというか、受注してしまえばちゃんと調整しながらいろいろ進めら

れるところはあるんですが、提案活動ってなると、競合がいて、コンペに勝たなきゃいけないので、

その状況だと多少の無茶ぶりと言いますか、そんなのもあったりはしますね。私たちの上司とか、部

長だったりとか、他の仕事ももちろん掛け持ちしながらではありますけれども、提案がありますって

いう時期になると朝 8 時ぐらいから打ち合わせをして夜 10 時 11 時まで打ち合わせしている。土

日も、いろいろとやり取りをしているとか一ヶ月とか二ヶ月ぐらいそんな状態が続くっていうのもあ

るので。（女性） 

 

IITT ななららででははのの「「力力技技」」みみたたいいななももののがが偏偏見見ととししてて残残っってていいるる  

・おそらくユーザー系企業と IT 企業で分かれるんですけど、IT はひょっとしたらまだどうしても力技

で作るとか、タフなネゴシエーションとかが、必要になる場面が多いんですよね。例えば、最後もの

づくりになるときにユーザーの要件を取り入れられることと取り入れられないこととか、納期に間に

合わせるためにある程度負荷をかけた開発をするとか。徹夜とは言わないですけど、夜通しでや

るみたいな今はないのかもしれないですけどねっていうところで、偏見としてまだ残ってるのかもし

れないですね。 ・・・それはすごい古い考え方で、さっき言った通り働き方も変わってくる中でそうい

う偏見は私個人としてはあんまりもう感じてないです。 （男性） 

 

・IT業界での女性の活躍については、客先で深夜作業をすることが多いので、難しいと思う。（男性） 
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■企業規規模模がが小小ささいいほほううがが、、予予定定をを延延期期ししてて対対応応ししてていいるる割割合合がが高高いい  

 

予定を延期して対応した割合は、５１～１００人では５０．６％、１０１人から３００人では４８．５％と、

企業規模が小さいほうが、予定を延期して対応している割合が高い。 

 

図表 2-5-7【一般社員】企業規模別 要件定義変更要請への対応 
Q31 要件定義の変更を求められた後、どうしましたか。１年間で一番多かった対応を回答してください。 

 

 

■■開開発発方方法法でではは、、ウウォォーータターーフフォォーールルととアアジジャャイイルルのの両両方方ががああるるほほううがが、、延延期期ししてて対対応応ししたた割割合合がが  

高高いい  

  

  「あなたが携わっている仕事は、ウォーターフォール開発ですか、アジャイル開発ですか。」に対する

回答別に、要件定義変更要請への対応を見たところ、ウォーターフォール開発のみよりも、アジャイ

ル開発のみ、両方のほうが予定を延期して対応した割合が高い。 

 

図表 2-5-8 【一般社員】開発の種類別 要件定義変更要請への対応  
Q31 要件定義の変更を求められた後、どうしましたか。１年間で一番多かった対応を回答してください。 
  

         ＊Q12 に「その他」と回答した人は表示していない 
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22.. 要要件件定定義義変変更更時時のの対対応応のの仕仕方方はは働働ききややすすささへへのの影影響響がが大大ききいい  
 

  以下、詳述したように、要件定義変更に対して、予定を延期して対応した職場は約４割で、要件定

義変更があった場合、予定を延期して対応している職場は、そうでない職場よりも「キャリアを描き

やすい」「キャリアアップできていると思う」「思ったことが自由に言える職場である」といった割合が

高かった。 

  

((11))  要要件件定定義義変変更更にに対対ししてて、、予予定定をを延延期期ししてて対対応応ししたたここととののああるる職職場場はは約約４４割割  
 

「あなたは、この 1 年間に、着手後に要件定義の変更を求められたことはありましたか。」という要

件定義の変更の有無と、変更があった場合の対応「（数回要件定義の変更があった人）要件定義

の変更を求められた後、どうしましたか。１年間で一番多かった対応を回答してください。/（１回要

件定義の変更があった人）要件定義の変更を求められた後、どうしましたか。」を尋ねた。 

要件定義の変更の経験は、一般社員男女では大きな違いは見られなかった。 

要件定義変更への対応は、「予定を延期せずに対応した」が男女とも 5 割と多いが、「予定を延

期して対応した」との差は 10 ポイント程度で、予定を延期して対応しているケースも 4 割あること

が分かった。 

＊以下、要件定義に関わる質問は、仕事カテゴリーを「システム開発」と回答した人を対象としてい

る。 

 

図表 2-5-5【一般社員】男女別 要件定義の変更を求められた経験 
Q30 あなたは、この 1 年間に、着手後に要件定義の変更を求められたことはありましたか。 

 
 

図表 2-5-6【一般社員】男女別 要件定義変更要請への対応 
Q31（数回要件定義の変更があった人）要件定義の変更を求められた後、どうしましたか。１年間で一番多かった  

                                   対応を回答してください。 

（１回要件定義の変更があった人）要件定義の変更を求められた後、どうしましたか。※その他の回答を除く 

 
 

 

  

(ｎ) (%)

男性 (911)

女性 (445)

数回あった

48.3

46.1

１回あった

8.1

11.2

なかった

43.6

42.7

(ｎ) (%)
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■企業規規模模がが小小ささいいほほううがが、、予予定定をを延延期期ししてて対対応応ししてていいるる割割合合がが高高いい  

 

予定を延期して対応した割合は、５１～１００人では５０．６％、１０１人から３００人では４８．５％と、

企業規模が小さいほうが、予定を延期して対応している割合が高い。 

 

図表 2-5-7【一般社員】企業規模別 要件定義変更要請への対応 
Q31 要件定義の変更を求められた後、どうしましたか。１年間で一番多かった対応を回答してください。 

 

 

■■開開発発方方法法でではは、、ウウォォーータターーフフォォーールルととアアジジャャイイルルのの両両方方ががああるるほほううがが、、延延期期ししてて対対応応ししたた割割合合がが  

高高いい  

  

  「あなたが携わっている仕事は、ウォーターフォール開発ですか、アジャイル開発ですか。」に対する

回答別に、要件定義変更要請への対応を見たところ、ウォーターフォール開発のみよりも、アジャイ

ル開発のみ、両方のほうが予定を延期して対応した割合が高い。 

 

図表 2-5-8 【一般社員】開発の種類別 要件定義変更要請への対応  
Q31 要件定義の変更を求められた後、どうしましたか。１年間で一番多かった対応を回答してください。 
  

         ＊Q12 に「その他」と回答した人は表示していない 

 

(ｎ) (%)

ウォーターフォール開発のみ
である

(302)

アジャイル開発のみである (56)

ウォーターフォール開発もあ
れば、アジャイル開発もある

(409)

予定を延期して対応した

33.4

41.1

47.2

予定を延期せず対応した

61.6

58.9

49.1

対応しなかった

4.0

0.0

2.2

その他

1.0

0.0

1.5

企
業
規
模 

Q12 

あ
な
た
が
携
わ
っ
て
い
る

仕
事
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー

ル
開
発
で
す
か
、
ア
ジ
ャ
イ
ル

開
発
で
す
か
。 

(ｎ) (%)

51人～100人 (79)

101人～300人 (134)

301人～500人 (75)

501人～1,000人 (88)

1,001人～3,000人 (150)

3,001人～5,000人 (47)

5,001人～10,000人 (51)

10,001人以上 (145)

要
件
定
義
の
変
更
を
求
め
ら
れ
た
経
験
有

一
般
社
員

予定を延期して対応した

50.6

48.5

42.7

38.6

39.3

34.0

31.4

38.6

予定を延期せず対応した

45.6

49.3

54.7

58.0

56.7

59.6

66.7

55.2

対応しなかった

3.8

2.2

2.7

1.1

2.7

6.4

0.0

3.4

その他

0.0

0.0

0.0

2.3

1.3

0.0

2.0
2.8

第
2
編　
第
5
章　
働
き
方
の
現
状

197



198 

 

■■発発注注元元がが元元請請けけ企企業業のの場場合合にに、、延延期期ししてて対対応応ししたた割割合合がが高高いい  

 

 発注元別に要件定義変更要請への対応を見ると、発注元が元請け企業の場合に、延期して対応

した割合が最も高く、発注元がユーザー企業の場合に、延期して対応した割合が最も低かった。発

注元が元請け企業のほうが、顧客の指示通りに対応しなければならず、延期して対応することが難

しいのではないかという仮説をたてていたが、そうではなかった。 

 

図表 2-5-9【一般社員】発注元別 要件定義変更要請への対応 
Q31 要件定義の変更を求められた後、どうしましたか。１年間で一番多かった対応を回答してください。 

 

 

 

((22))要要件件定定義義変変更更ががああっったた場場合合、、予予定定をを延延期期ししてて対対応応ししてていいるる職職場場はは、、そそううででなないい職職場場

（（予予定定をを延延期期せせずずにに対対応応すするる職職場場））よよりりもも「「キキャャリリアアをを描描ききややすすいい」」「「キキャャリリアアアアッッププ    

ででききてていいるるとと思思うう」」「「思思っったたここととがが自自由由にに言言ええるる職職場場ででああるる」」とといいっったた割割合合がが高高いい  
  

延期をして対応する職場のほうが、そうでない職場よりも、「これからのキャリアの道筋を描くこ

とができる」(そう思う、どちらかと言えばそう思う)と回答した人の割合が高い。 

 

図表 2-5-10【一般社員】要件定義変更要請への対応別 これからの道筋 
Q83 あなたは、現在の勤務先や雇用されている企業において、ご自身のこれからの道筋を描くことができますか。 

＊「対応しなかった」はサンプル数が少ないため参考値 
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延期をして対応する職場のほうが、そうでない職場よりも、「キャリアアップできていると思う」(そ

う思う、どちらかと言えばそう思う)と回答した人の割合が高い。 

 

図表 2-5-11【一般社員】要件定義変更要請への対応別 キャリアアップできているか 
Q83-3 あなたは自分がキャリアアップできていると思いますか。（※キャリアアップとは昇格・昇進することに加え、

仕事の幅を広げたり、仕事のレベルを上げることを指します） 

＊「対応せず」はサンプル数が少ないため参考値 

 

延期をして対応する職場のほうが、延期せず対応する職場よりも、思ったことが自由に言える職

場である(非常に当てはまる、まあ当てはまる)と回答した人の割合が高い。 

 

図表 2-5-12【一般社員】要件定義変更要請への対応別 思ったことが自由に言える職場か 
Q79-1 思ったことが自由に言える職場風土である 

＊「対応せず」はサンプル数が少ないため参考値 

  

  

  

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

  

・取引先からの無理な要求を堂々と拒否できるような仕組みづくりが必要（女性） 

 

＜要件定義の変更の対応＞ 

・追加費用を請求して対応（男性） 

 

・顧客と話し合いをして、落としどころを決定した（男性） 

 

・予定内にやるものと、新たなスケジュールでやるものに分けて対応した（男性） 

 

(ｎ) (%)

予定を延期して
対応した

(318)

予定を延期せず
対応した

(421)

対応しなかった (21)

非常に当てはまる

8.5

7.4

9.5

まあ当てはまる

52.2

46.6

52.4

どちらとも言えない

24.8

28.0

19.0

あまり当てはまらない

10.4

13.3

19.0

まったく当てはまらない

4.1

4.8

0.0

(ｎ) (%)

予定を延期して
対応した

(318)

予定を延期せず
対応した

(421)

対応しなかった (21)

そう思う

7.9

7.1

4.8

どちらかと言えばそう思う

45.0

37.3

38.1

どちらかと言えばそう思わない

33.6

38.5

42.9

そう思わない

13.5

17.1

14.3

Q31

要
件
定
義
の
変
更
を
求
め

ら
れ
た
後
、
ど
う
し
ま
し
た

か
。
１
年
間
で
一
番
多
か
っ
た

対
応
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。 

Q31

要
件
定
義
の
変
更
を
求
め

ら
れ
た
後
、
ど
う
し
ま
し
た

か
。
１
年
間
で
一
番
多
か
っ
た

対
応
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。 
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図表 2-5-14 他職種:DE&I 調査（総合職・IT 以外の仕事）【一般社員】  

男女別 残業になる原因 
Q43 残業になる原因についてあなたのお考えをお知らせください。※「そのような仕事はない」回答者を除く 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-5-15【IT 技術職 他職種（総合職・IT 関連の仕事除く） 一般社員】 

残業になる原因（そう思う・どちらかと言えばそう思う計） 

 

 

 

 

  

(ｎ)

見積工数よりも工数が増えてしまう (486)

受注獲得のために、システム開発のため
の見積もり期間は短く。人数は少なく見

(456)

社内会議のための資料を作り込んでいる (526)

自分が主体的に関わっていない業務に
関する会議に呼ばれることがある

(500)

何をするにも上司の確認が必要である (545)

提案書の社内決裁に時間がかかるので
準備期間が短くなる

(503)

社内の事務処理が多い (548)

社内稟議工数が多い (514)

時間を気にせず、マイペースで仕事をして
いる

(561)

男
性
（
総
合
職
・
I
T
以
外
の
仕
事
・
一
般
社
員
）

そう思う

19.1

20.1

21.5

12.5

14.5

16.3

26.3

17.3

12.5

どちらかと言え
ばそう思う

44.9

35.9

36.3

35.2

36.8

34.8

43.4

37.7

34.9

どちらかと言えば
そう思わない

25.7

29.0

25.5

29.7

30.2

30.4

21.5

27.8

35.3

そう思わない

10.3

15.0

16.7

22.5

18.5

18.5

8.8

17.1

17.4

(ｎ) (%)

(258)

(241)

(273)

(271)

(314)

(281)

(310)

(286)

(326)

女
性
（
総
合
職
・
I
T
以
外
の
仕
事
・
一
般
社
員
）

そう思う

15.9

16.6

18.9

11.5

17.1

16.5

29.3

21.0

13.8

どちらかと言え
ばそう思う

48.2

39.5

43.2

34.6

37.9

37.0

47.7

38.1

35.4

どちらかと言えば
そう思わない

23.2

24.0

21.0

26.8

26.6

29.5

15.2

25.7

29.5

そう思わない

12.7

19.9

17.0

27.2

18.4

17.0

7.8

15.3

21.3

IT男女差

男性 女性 男性 女性 （男性ー女性） 男性 女性

見積工数よりも工数が増えてしまう 67.4 74.4 64.0 64.1 -7.0 3.5 10.3
受注獲得のために、システム開発のための見積り期間（工
数）は短く、人数は少なく見積もられていることがある 58.5 59.4 56.0 56.1 -0.8 2.5 3.3

社内会議のための資料を作り込んでいる 55.8 51.2 57.8 62.0 4.6 -1.9 -10.9
自分が主体的に関わっていない業務に関する会議に呼ば
れることがある 49.5 56.6 47.7 46.0 -7.1 1.8 10.6

何をするにも上司の確認が必要である 41.2 46.6 51.4 55.0 -5.4 -10.2 -8.4
提案書の社内決裁に時間がかかるので、準備期間が短く
なる 43.2 46.0 51.1 53.5 -2.8 -7.9 -7.5

社内の事務処理が多い 61.2 60.2 67.9 76.0 1.0 -6.7 -15.8

社内稟議工数が多い 48.1 42.7 55.1 59.1 5.4 -6.9 -16.3

時間を気にせず、マイペースで仕事をしている 41.2 44.2 47.4 49.2 -3.0 -6.2 -5.0

注

※黄＝女性の
ほうが7ポイント
以上高い項目

IT 他職種 ITと他職種差（ITー他職種）

※赤字＝IT,他職種の男女それぞれで、最も割合が高かったもの ※黄＝ITの方が10ポイント以上
高い項目
※青＝他職種の方が7ポイント
以上高い項目

（％） （％） 
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３３．．IITT 企企業業のの残残業業のの原原因因はは見見積積ももりり工工数数増増とと会会議議  
 

残業になる原因として、9 項目について質問した。IT 技術職では男女とも「見積工数よりも工数

が増えてしまう」が「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」計（以降 そう思う計）の割合が最も高

かった（男性 67.4％、女性 74.4％）。次いで「社内の事務処理が多い」が高かったが（そう思う計 

男性 61.2％、女性 60.2％）、男女とも他職種よりも大幅に低い結果であった（他職種 そう思う計 

男性６９．７%、女性 7７.0％）。 

 

他職種との比較では、「見積工数よりも工数が増えてしまう」「自分が主体的に関わっていない業

務に関する会議に呼ばれることがある」は、女性においてＩＴ技術職のほうが 10 ポイント以上高い

割合だった。この 2項目が IT技術職ならではの残業要因であると考えられる。 

「見積工数より工数が増える」については、自社だけでは対応が難しい面があると思われるが、

「自分が主体的に関わっていない業務に関する会議に呼ばれる」については、自社内で対応できる

可能性がある。 

 

「何をするにも上司の確認が必要である」「提案書の社内決裁に時間がかかるので、準備期間

が短くなる」「社内の事務処理が多い」の割合は、他職種よりも IT 技術職のほうが男女とも低かっ

た。IT 技術職は他の職種よりも権限移譲がすすんでいること、業務の工程が効率化されている可

能性があると考えられる。 
 

図表 2-5-13【一般社員】 男女別 残業になる原因 
Q43 残業になる原因についてあなたのお考えをお知らせください。※「そのような仕事はない」回答者を除く 

 

 

 

 

  

(ｎ)

見積工数よりも工数が増えてしまう (1013)

受注獲得のために、システム開発のため
の見積もり期間は短く。人数は少なく見

(962)

社内会議のための資料を作り込んでいる (1003)

自分が主体的に関わっていない業務に
関する会議に呼ばれることがある

(1008)

何をするにも上司の確認が必要である (1027)

提案書の社内決裁に時間がかかるので
準備期間が短くなる

(959)

社内の事務処理が多い (1018)

社内稟議工数が多い (960)

時間を気にせず、マイペースで仕事をして
いる

(1007)

男
性
　
一
般
社
員

そう思う

20.3

17.5

14.4

11.8

9.1

11.6

18.7

12.3

5.7

どちらかと
言えばそう思う

47.1

41.1

41.5

37.7

32.1

31.6

42.5

35.8

35.6

どちらかと言えば
そう思わない

23.3

28.3

29.8

32.3

36.6

36.3

27.4

32.6

35.4

そう思わない

9.3

13.2

14.4

18.2

22.2

20.5

11.4

19.3

23.4

(ｎ) (%)

(493)

(465)

(463)

(459)

(489)

(433)

(487)

(454)

(482)

女
性
　
一
般
社
員

そう思う

31.4

22.4

15.6

14.8

11.5

14.3

22.2

13.9

8.3

どちらかと
言えばそう思う

43.0

37.0

35.6

41.8

35.2

31.6

38.0

28.9

35.9

どちらかと言えば
そう思わない

16.2

23.2

25.7

24.4

32.3

26.3

24.6

32.8

30.5

そう思わない

9.3

17.4

23.1

19.0

21.1

27.7

15.2

24.4

25.3
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図表 2-5-14 他職種:DE&I 調査（総合職・IT 以外の仕事）【一般社員】  

男女別 残業になる原因 
Q43 残業になる原因についてあなたのお考えをお知らせください。※「そのような仕事はない」回答者を除く 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-5-15【IT 技術職 他職種（総合職・IT 関連の仕事除く） 一般社員】 

残業になる原因（そう思う・どちらかと言えばそう思う計） 

 

 

 

 

  

(ｎ)

見積工数よりも工数が増えてしまう (486)

受注獲得のために、システム開発のため
の見積もり期間は短く。人数は少なく見

(456)

社内会議のための資料を作り込んでいる (526)

自分が主体的に関わっていない業務に
関する会議に呼ばれることがある

(500)

何をするにも上司の確認が必要である (545)

提案書の社内決裁に時間がかかるので
準備期間が短くなる

(503)

社内の事務処理が多い (548)

社内稟議工数が多い (514)

時間を気にせず、マイペースで仕事をして
いる

(561)

男
性
（
総
合
職
・
I
T
以
外
の
仕
事
・
一
般
社
員
）

そう思う

19.1

20.1

21.5

12.5

14.5

16.3

26.3

17.3

12.5

どちらかと言え
ばそう思う

44.9

35.9

36.3

35.2

36.8

34.8

43.4

37.7

34.9

どちらかと言えば
そう思わない

25.7

29.0

25.5

29.7

30.2

30.4

21.5

27.8

35.3

そう思わない

10.3

15.0

16.7

22.5

18.5

18.5

8.8

17.1

17.4

(ｎ) (%)

(258)

(241)

(273)

(271)

(314)

(281)

(310)

(286)

(326)

女
性
（
総
合
職
・
I
T
以
外
の
仕
事
・
一
般
社
員
）

そう思う

15.9

16.6

18.9

11.5

17.1

16.5

29.3

21.0

13.8

どちらかと言え
ばそう思う

48.2

39.5

43.2

34.6

37.9

37.0

47.7

38.1

35.4

どちらかと言えば
そう思わない

23.2

24.0

21.0

26.8

26.6

29.5

15.2

25.7

29.5

そう思わない

12.7

19.9

17.0

27.2

18.4

17.0

7.8

15.3

21.3

IT男女差

男性 女性 男性 女性 （男性ー女性） 男性 女性

見積工数よりも工数が増えてしまう 67.4 74.4 64.0 64.1 -7.0 3.5 10.3
受注獲得のために、システム開発のための見積り期間（工
数）は短く、人数は少なく見積もられていることがある 58.5 59.4 56.0 56.1 -0.8 2.5 3.3

社内会議のための資料を作り込んでいる 55.8 51.2 57.8 62.0 4.6 -1.9 -10.9
自分が主体的に関わっていない業務に関する会議に呼ば
れることがある 49.5 56.6 47.7 46.0 -7.1 1.8 10.6

何をするにも上司の確認が必要である 41.2 46.6 51.4 55.0 -5.4 -10.2 -8.4
提案書の社内決裁に時間がかかるので、準備期間が短く
なる 43.2 46.0 51.1 53.5 -2.8 -7.9 -7.5

社内の事務処理が多い 61.2 60.2 67.9 76.0 1.0 -6.7 -15.8

社内稟議工数が多い 48.1 42.7 55.1 59.1 5.4 -6.9 -16.3

時間を気にせず、マイペースで仕事をしている 41.2 44.2 47.4 49.2 -3.0 -6.2 -5.0

注

※黄＝女性の
ほうが7ポイント
以上高い項目

IT 他職種 ITと他職種差（ITー他職種）

※赤字＝IT,他職種の男女それぞれで、最も割合が高かったもの ※黄＝ITの方が10ポイント以上
高い項目
※青＝他職種の方が7ポイント
以上高い項目

（％） （％） 
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

利利益益率率がが下下ががるるたためめ、、長長時時間間労労働働がが推推奨奨さされれてていいるる  

・業界的に長時間労働のイメージがあるが、私は業務が終われば残業せずに退社したい。しかし客

先との契約（請負費用等）がエンジニアの総労働時間で算出されていることにより、残業含めた

労働時間が短ければ自社の利益率が下がるため、結果、長時間労働を推奨されている。この契

約形態を見直さなければ長時間労働は減らないと考える。（女性） 

 

無無駄駄なな会会議議やや形形式式的的なな仕仕事事・・雑雑用用をを削削減減すすべべきき  

・残業手当や在宅手当もつく在宅勤務（フルリモート）ができるべきだと思う。せめて、フレックスや

時差出勤ができるべきで、間違っても一斉に始業前倒しなんてあってはならないと思う。（それで

いつも体調を崩していて、プライベートに悪影響が出ている）あと、無駄な会議や形式的な仕事・

雑用が多いので、そこを削減して余力のある働き方ができると良いと思う。（女性） 

 

・社内に余裕をもたせること、やらなくて良いことをやらないと決めるトップの意志が重要だと思う。

（男性） 

 

・常に人材不足で誰かが無理に仕事をしているうえで成り立っている。ダイバーシティとか男性の育

休とか夢物語で現実から程遠い話として聞いている。（女性） 
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４４．．女女性性よよりり男男性性ののほほううがが残残業業がが多多いい    
 

IT 技術職について、年代別に男女で比較すると、「ほぼ毎日所定労働時間内に業務を終えてい

る」の割合は、どの年代でも、男性のほうが女性よりも低く、ほぼ毎日１時間以上所定労働時間を

超えて働いている割合は、どの年代でも男性のほうが高く、３０代では、１０．５ポイント高い。 

 

図表 2-5-16【一般社員】年代別男女別 現在の働き方 

Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。  

  

 

■■子子どどももががいいなないい一一般般社社員員でではは、、2200 代代・・５５００代代でで、、男男性性ののほほううがが女女性性よよりりもも残残業業がが多多いい  

 

子どもがいない一般社員に対象を絞って、年代別男女別に見ると、ほぼ毎日１時間以上所定労

働時間を超えて働いている割合は、２０代で７．３ポイント、５０代で５．５ポイント 男性のほうが高い。

一方、「ほぼ毎日所定労働時間内に業務を終えている」の割合は、４０代で女性のほうが６．8 ポイ

ント低い。 

 

図表 2-5-17【一般社員 子どもがいない】年代別男女別 現在の働き方 

Q22 現在、あなたは、どのような働き方をしていますか

  

(ｎ) (%)

男性 (83)

女性 (315)

男性 (202)

女性 (252)

男性 (325)

女性 (113)

男性 (369)

女性 (77)

子
ど
も
無

20代

30代

40代

50代

短時間勤務をしている

0.0

0.3

0.5

0.4

0.6

0.0

0.3

1.3

41.0

43.5

48.5

44.4

44.9

38.1

46.9

44.2

13.3

18.4

12.9

17.5

13.2

15.0

14.6

15.6

16.9

16.2

13.9

14.3

15.7

20.4

11.9

18.2

16.9

10.8

12.4

10.3

14.5

15.0

14.9

13.0

10.8

8.6

10.4

11.9

9.2

8.8

9.2

6.5

1.2

2.2

1.5

1.2

1.8

2.7

2.2

1.3

ほぼ毎日、所定/みな
し労働時間内に業務

を終えている

週に3,4日くらいは所定
/みなし労働時間内に
業務を終えている

週に1,2日くらいは所
定/みなし労働時間
内に業務を終えている

ほぼ毎日,所定/みなし
労働時間を1時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日,所定/みなし
労働時間を2, 3時間
くらい超えて働いている

ほぼ毎日,所定/みなし
労働時間を4時間
以上超えて働いている

(ｎ) (%)

男性 (88)

女性 (330)

男性 (302)

女性 (347)

男性 (650)

女性 (199)

男性 (798)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

短時間勤務を
している

0.3

0.3

4.0

0.3

3.5

0.1

0.9

38.6

43.0

42.1

48.4

39.8

43.2

45.2

48.6

14.8

19.4

12.9

15.6

14.3

14.6

14.0

13.1

19.3

16.1

14.9

12.7

15.5

16.6

12.0

17.8

15.9

10.9

13.6

9.2

15.8

13.6

14.8

12.1

10.2

8.2

13.2

8.9

12.2

6.0

11.9

6.5

1.1

2.1

3.0

1.2

2.0

2.5

1.9

0.9

ほぼ毎日、所定/みな
し労働時間内に業務

を終えている

週に3,4日くらいは所定
/みなし労働時間内に
業務を終えている

週に1,2日くらいは所
定/みなし労働時間
内に業務を終えている

ほぼ毎日,所定/みなし
労働時間を1時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日,所定/みなし
労働時間を2, 3時間
くらい超えて働いている

ほぼ毎日,所定/みなし
労働時間を4時間
以上超えて働いている
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■■他他職職種種（（総総合合職職））とと比比較較すするるとと、、IITT 技技術術職職ののほほううがが残残業業がが少少なないい  

 

年代別男女別に、他職種（総合職）と比較すると、「ほぼ毎日所定労働時間内に業務を終えてい

る」の割合が 50 代女性ではほぼ同じであるが、それ以外は男女とも IT 技術職のほうが高い。ま

た、ほぼ毎日１時間以上所定労働時間を超えて働いている割合は、３０代女性ではほぼ同じである

が、それ以外では男女とも IT 技術職のほうが低い。（IT 技術職のグラフ図表 2-5-16 参照） 

 

図表 2-5-18 他職種:DE&I 調査（総合職・IT以外の仕事） 

【一般社員】年代別男女別 現在の働き方 

現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

＊裁量労働制の方は、所定労働時間をみなし労働時間に読み替えて、ご回答ください。  

 
＊「女性 50代」はサンプル数が少ないため参考値 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(ｎ) (%)

男性 (151)

女性 (150)

男性 (147)

女性 (91)

男性 (127)

女性 (57)

男性 (136)

女性 (29)

20代

30代

40代

50代

短時間勤務をしている

0.7

0.0

0.0

6.2

2.3

3.5

0.7

0.0

27.6

32.0

26.5

35.1

24.8

31.1

34.5

49.3

13.8

24.1

22.0

17.5

14.3

17.2

17.7

13.2

15.1

15.6

14.5

21.6

13.5

17.2

13.4

10.1

16.5

14.5

15.0

12.4

19.5

24.1

19.8

13.2

24.1

12.3

18.6

7.2

21.1

6.9

13.3

14.2

2.2

1.5

3.4

0.0

4.5

0.0

0.7

0.0

ほぼ毎日、所定労
働時間内に業務を

終えている

週に3,4日くらいは
所定労働時間内に
業務を終えている

週に1,2日くらいは
所定労働時間内に
業務を終えている

ほぼ毎日,所定労働
時間を1時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日,所定労働
時間を2, 3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日,所定労働
時間を4時間以上
超えて働いている
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■■総総合合職職以以外外もも含含めめたた他他職職種種とと比比較較すするるとと、、女女性性でではは IITT技技術術職職ののほほううがが残残業業がが多多いい  

 

男女別年代別に総合職以外も含んだ他職種と比較すると、「ほぼ毎日所定労働時間内に業務を

終えている」の割合は、男性では、20 代から４０代では、IT 技術職のほうが高く、50 代ではほぼ同

じである。一方、女性では、どの年代においても、IT技術職のほうが低い。（IT 技術職のグラフ図表

2-5-16 参照） 

 

 

図表 2-5-19 DE&I 調査（総合職以外も含んだ他職種） 

【一般社員】年代別男女別 現在の働き方 

現在、あなたは、どのような働き方をしていますか。 

＊裁量労働制の方は、所定労働時間をみなし労働時間に読み替えて、ご回答ください。

  
 

  

(ｎ) (%)

男性 (342)

女性 (617)

男性 (472)

女性 (549)

男性 (575)

女性 (473)

男性 (570)

女性 (353)

20代

30代

40代

50代

短時間勤務をしている

1.9

2.4

1.7

3.9

2.2

1.9

1.5

0.8

32.3

48.1

32.4

52.2

32.2

47.3

43.6

59.6

17.5

19.6

18.7

13.1

14.4

15.8

15.1

12.0

14.9

11.7

14.5

13.3

16.3

16.0

13.1

14.6

14.9

9.4

14.6

9.9

15.6

10.1

14.4

7.2

14.9

7.2

14.3

7.0

15.6

7.6

10.9

3.7

3.7

1.7

3.9

0.5

3.8

1.4

1.3

2.1

ほぼ毎日、所定労
働時間内に業務を

終えている

週に3,4日くらいは
所定労働時間内に
業務を終えている

週に1,2日くらいは
所定労働時間内に
業務を終えている

ほぼ毎日,所定労働
時間を1時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日,所定労働
時間を2, 3時間くらい
超えて働いている

ほぼ毎日,所定労働
時間を4時間以上
超えて働いている

第
2
編　
第
5
章　
働
き
方
の
現
状

205



206 

 

 

 

【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

  

トトララブブルルががああるるとと設設計計がが止止ままりり悪悪循循環環にに  

・コロナ前は、朝 7時半ぐらいに会社に行って普通に11時とかひどい時は終電、というのは普通に

ずっとありましたから。19 時とか 20 時から普通に打ち合わせがあったりとか・・・トラブルが結構

ちょこちょこ起きてて。トラブルがないときはシステム設計とかしなきゃいけない。でもトラブルが起

こると全部止めなきゃいけない。だからトラブルが修復したら本来は昨日とか一昨日に終わってな

きゃいけないものが今日になっても終わってないから、またその分です。（男性） 

 

見見かかけけ上上はは残残業業ゼゼロロだだがが実実態態はは違違うう  

・自分の職場では定時での開始・終業が義務付けられている。したがって、見かけ上は残業がゼロ

であるが実態は違う。当然ながら、実態に合わせるべきである。（男性） 

 

長長時時間間働働ききたたいい（（働働けけるる））人人ののたためめのの仕仕事事ししかかなないい  

・長時間働きたい人は働けば良いと思うが、長時間働きたくない人や定時で帰宅したい人に対する

仕事がない。（男性） 

 

定定時時にに帰帰りりづづららいい雰雰囲囲気気がが根根強強いい  

・ノー残業デーなどの実施はあるが、実際は全く機能してない。定時に帰りずらい雰囲気は根強い

ため、働き方改革とは言えない。（女性） 

 

残残業業がが恒恒常常化化すするるとと効効率率ももモモチチベベーーシショョンンもも下下ががるる  

・残業が恒常化すると仕事の効率もモチベーションも下がるので、定時に終わるよう仕事量と優先

順位をつけていくことが大事だと思う（女性） 

  

働働きき方方改改革革のの成成果果ががででてていいるる  

・働き方改革のおかげで、定時内での業務を心がけることができるようになったし、心身ともに楽に

なっている。しかし残業代が減って収入減少となった。（男性） 

 

前前職職はは残残業業がが多多かかっったたがが、、現現在在はは、、業業務務細細分分化化にによよりり改改善善さされれたた  

・今は業務が細分化されていて、自分で何でもかんでもやらなきゃいけないわけじゃないですが、前

職は一から十まで全てを自分でやらなきゃいけなくて人数もそこまで多いわけじゃなかったので。

前は周りはみんな常に遅く九時十時ぐらいの感じ。人数もあるし、経験もある程度積まないと振れ

ないこともあり。辞める人も多くて、ベテラン勢はいっぱいいるが、若手が入ってそろそろいい具合

だなという三年目、四年目とかで転職をしてしまい、上はいるけど下がいないみたいな感じ。そうな

ので、一人あたりに集中してしまって。（女性） 
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５５．．柔柔軟軟なな働働きき方方ががししややすすいい  
 

21 世紀職業財団『DE&I 推進状況調査２０２４』において、一般社員について、職種別に「あな

たの勤務先の企業の柔軟な働き方（テレワークやフレックスタイム等）についてお伺いします。」に対

する回答を見ると、「情報システム・IT 関係」が、男性も女性も、「制度があり利用しやすい」と回答

した人の割合が最も高くなっている。 

＊ここでは職種別に見ているので、総合職に限定していない。 

 

図表 2-5-20 DE&I 推進状況調査【一般社員 男性】柔軟な働き方 
Q42.あなたの勤務先の企業の柔軟な働き方（テレワークやフレックスタイム等）についてお伺いします。 

 
＊「介護、保健医療、生活衛生サービス」はサンプル数が少ないため参考値 

 

図表 2-5-21 DE&I 推進状況調査【一般社員 女性】柔軟な働き方 
Q42.あなたの勤務先の企業の柔軟な働き方（テレワークやフレックスタイム等）についてお伺いします。 

  
＊「建設・土木作業」「輸送・運転業務」「介護、保健医療、生活衛生サービス」はサンプル数が少ないため参考値 

 

(ｎ) (%)

男性全体 (2240)

総務・人事・CSR・法務・経
営企画

(132)

経理・財務 (76)

企画・広報・編集・調査・コ
ンサルタント

(94)

営業 (494)

営業等の事務 (82)

販売・接客サービス・カスタ
マーサポート

(227)

情報システム・IT関連 (281)

設計・品質管理・生産技
術・研究開発・デザイン等

(188)

製造・生産現場の作業 (148)

建設・土木作業 (121)

輸送・運転業務 (134)

介護、保健医療、生活衛
生サービス

(4)

その他 (260)

柔軟な働き方ができない
職種である

37.5

29.7

25.1

24.1

34.4

35.9

52.1

19.6

24.2

53.5

33.6

71.6

46.0

47.6

柔軟な働き方ができる
職種であるが、制度がない

17.4

12.0

24.8

21.6

21.5

20.6

16.1

13.0

17.2

15.0

27.4

15.1

0.0

12.2

制度はあるが、利用しにくい

23.9

24.7

25.8

23.5

25.8

30.5

21.0

25.5

28.9

22.2

23.5

6.9

22.0

24.6

制度があり、利用しやすい

21.2

33.6

24.3

30.9

18.4

13.1

10.8

42.0

29.7

9.2

15.5

6.3

32.0

15.7

(ｎ) (%)

女性全体 (2148)

総務・人事・CSR・法務・経
営企画

(343)

経理・財務 (180)

企画・広報・編集・調査・コ
ンサルタント

(121)

営業 (257)

営業等の事務 (403)

販売・接客サービス・カスタ
マーサポート

(269)

情報システム・IT関連 (155)

設計・品質管理・生産技
術・研究開発・デザイン等

(113)

製造・生産現場の作業 (57)

建設・土木作業 (19)

輸送・運転業務 (25)

介護、保健医療、生活衛生
サービス

(9)

その他 (197)

柔軟な働き方ができない
職種である

36.9

32.8

36.7

22.2

36.2

36.7

57.3

18.7

25.2

60.4

31.5

72.8

55.0

36.1

柔軟な働き方ができる
職種であるが、制度がない

15.4

19.5

18.8

12.8

16.2

14.9

13.1

15.4

9.8

18.2

5.7

15.5

12.0

13.3

制度はあるが、利用しにくい

21.6

20.9

22.2

26.0

21.2

25.2

15.0

13.5

27.8

15.4

41.9

7.8

10.6

26.6

制度があり、利用しやすい

26.1

26.8

22.3

39.0

26.5

23.2

14.5

52.3

37.2

6.0

20.9

3.9

22.4

24.0
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((11))在在宅宅勤勤務務がが浸浸透透ししてておおりり、、家家事事・・育育児児時時間間がが捻捻出出ででききてていいるる  

■■男男女女とともも、、在在宅宅勤勤務務利利用用率率はは７７割割超超ええ  

 

在宅勤務（テレワーク）制度の利用状況を尋ねた。男女とも利用率は 7 割を超えている。男女と

も子どもがいる人のほうが利用割合が高いが、子どもがいない男性でも 68.1％が利用している。 

企業規模別に見ると、10,001 人以上の大企業では、在宅勤務利用率は９割近い。 

 

図表 2-5-22【一般社員】男女別在宅勤務利用状況 
Q34 あなたは、在宅勤務（テレワーク）制度を利用していますか。 

＊在宅勤務（テレワーク）制度とは、自宅や自宅に準ずる場所等で勤務する制度です。  
※「利用していない」から「制度なし」を除いていない 

 
 

図表 2-5-23【一般社員】子どもの有無別男女別 在宅勤務利用状況 
Q34 あなたは、在宅勤務（テレワーク）制度を利用していますか。 

＊在宅勤務（テレワーク）制度とは、自宅や自宅に準ずる場所等で勤務する制度です。  
※「利用していない」から「制度なし」を除いていない 

 
 

図表 2-5-2４【一般社員】男女別企業規模別 在宅勤務利用状況 
Q34 あなたは、在宅勤務（テレワーク）制度を利用していますか。 

＊在宅勤務（テレワーク）制度とは、自宅や自宅に準ずる場所等で勤務する制度です。  
※「利用していない」から「制度なし」を除いていない 

                        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

(ｎ) (%)

男性 (1838)

女性 (983)

利用している

71.1

79.9

利用していない

28.9

20.1

(ｎ) (%)

男性 (859)

女性 (226)

男性 (979)

女性 (757)

子ど
も有

子ど
も無

利用している

74.4

83.2

68.1

78.9

利用していない

25.6

16.8

31.9

21.1

(ｎ)

51人～100人 (173)

101人～300人 (302)

301人～500人 (183)

501人～1,000人 (228)

1,001人～3,000人 (311)

3,001人～5,000人 (122)

5,001人～10,000人 (166)

10,001人以上 (353)

利用している
52.0
59.6
65.6
69.3
69.8
78.7
86.1
85.6

利用していない
48.0
40.4
34.4
30.7
30.2
21.3
13.9
14.4

(ｎ) (%)

(106)

(173)

(101)

(103)

(184)

(67)

(69)

(180)

利用している
70.8
75.7
74.3
76.7
80.4
83.6
89.9
88.3

利用していない
29.2
24.3
25.7
23.3
19.6
16.4
10.1
11.7

【男 性】 【女 性】 
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■■在在宅宅勤勤務務  週週３３，，４４回回以以上上利利用用者者がが６６割割以以上上  

 

一般社員について、子どもの有無別男女別に、「あなたは在宅勤務（テレワーク）をどのくらいの

頻度で利用していますか。」に対する回答を見ると、「ほぼ毎日」の回答割合は、子どものいる男性

でやや低いが、３割を超えており、「週に３，４回」を加えると、子どものいる男性でも 6 割近く、子ど

ものいる女性では７割近い。 

 

図表 2-5-2５【一般社員 在宅勤務利用している】子どもの有無別男女別在宅勤務の頻度 
Q35 あなたは在宅勤務（テレワーク）をどのくらいの頻度で利用していますか。 

 
 

 

■■在在宅宅勤勤務務をを利利用用ししてていいるるほほううがが平平日日のの家家事事・・育育児児時時間間をを捻捻出出ででききるる  

 

現在の仕事がある日の家事・育児時間を見ると男女とも、在宅勤務制度を利用している人のほう

が長い傾向がある。 

 

図表 2-5-26【一般社員 男性】在宅勤務利用状況別 現在の家事・育児時間 
Q74_1 現在の、あなたの仕事がある日の家事・育児時間はどのくらいですか。 

 

図表 2-5-27【一般社員 女性】在宅勤務利用状況別 現在の家事・育児時間 
Q74_1 現在の、あなたの仕事がある日の家事・育児時間はどのくらいですか。 

 

(ｎ) (%)

男性 (639)

女性 (188)

男性 (667)

女性 (597)

子ども
有

子ども
無

ほぼ毎日

32.7

39.9

40.2

39.4

週に3、4回

26.8

29.8

21.9

24.3

週に1、2回

23.0

22.3

23.4

22.6

月に2、3回

8.3

4.3

5.4

5.5

月に1回以下

5.2

1.1

5.5

3.4

特別な時のみ(自分や家
族の体調が悪い時等)

4.1

2.7

3.6

4.9

(ｎ) (%)
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  ■■在在宅宅勤勤務務をを利利用用ししてていいるる人人ののほほううがが労労働働時時間間削削減減ののたためめにに工工夫夫ししてていいるる  

 

男女別在宅勤務制度の有無別に「労働時間削減のために、あなたが仕事上で工夫していること

は何ですか。」に対する回答を見たところ、在宅勤務制度を利用している人のほうが、そうでない人

よりも、労働時間削減のために工夫している割合が高く、「労働時間」に対する意識が高いことが

推察される。 

 

図表 2-5-30【一般社員】男女別在宅勤務利用状況別 労働時間削減のために工夫していること 
Q86 労働時間削減のために、あなたが仕事上で工夫していることは何ですか。 

＊何もしていない方は、「何もしていない」を選んでください。 

 

 

■■在在宅宅勤勤務務をを利利用用ししてていいるる女女性性ののほほううががママミミーートトララッッククにに陥陥っってていいなないい  

 

在宅勤務を利用している女性でマミートラックに陥っている人（第一子妊娠前よりも仕事の難易

度や責任の度合いが低く、キャリア展望もない）は 28.2％だが、利用していない女性では 37.5％

と高い。また、在宅勤務を利用している女性では「第一子妊娠前よりも難易度や責任の度合いが高

すぎて、荷が重い」女性は 11.7％であるが、利用していない女性では 20.8%と約２倍となってい

る。 

 

図表 2-5-3１【一般社員】女性 在宅勤務利用状況別 現在のマミートラックの状況  
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

     ＊「利用していない（制度ない除く）」はサンプル数が少ないため参考値 
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子どもが小学生以下の人に絞って、在宅勤務制度利用の有無別に現在の仕事がある日の家

事・育児時間を見ても、男女とも、在宅勤務制度を利用している人のほうが長い傾向がある。 

 

図表 2-5-28【一般社員 男性 子どもが小学生以下】 

在宅勤務利用状況別 現在の家事・育児時間 
Q74_1 現在の、あなたの仕事がある日の家事・育児時間はどのくらいですか。 

 

 

図表 2-5-29【一般社員 女性 子どもが小学生以下】 

在宅勤務利用状況別 現在の家事・育児時間 
Q74_1 現在の、あなたの仕事がある日の家事・育児時間はどのくらいですか。 

＊「利用していない（制度ない除く）」はサンプル数が少ないため参考値 
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  ■■在在宅宅勤勤務務をを利利用用ししてていいるる人人ののほほううがが労労働働時時間間削削減減ののたためめにに工工夫夫ししてていいるる  

 

男女別在宅勤務制度の有無別に「労働時間削減のために、あなたが仕事上で工夫していること

は何ですか。」に対する回答を見たところ、在宅勤務制度を利用している人のほうが、そうでない人

よりも、労働時間削減のために工夫している割合が高く、「労働時間」に対する意識が高いことが

推察される。 

 

図表 2-5-30【一般社員】男女別在宅勤務利用状況別 労働時間削減のために工夫していること 
Q86 労働時間削減のために、あなたが仕事上で工夫していることは何ですか。 

＊何もしていない方は、「何もしていない」を選んでください。 

 

 

■■在在宅宅勤勤務務をを利利用用ししてていいるる女女性性ののほほううががママミミーートトララッッククにに陥陥っってていいなないい  

 

在宅勤務を利用している女性でマミートラックに陥っている人（第一子妊娠前よりも仕事の難易

度や責任の度合いが低く、キャリア展望もない）は 28.2％だが、利用していない女性では 37.5％

と高い。また、在宅勤務を利用している女性では「第一子妊娠前よりも難易度や責任の度合いが高

すぎて、荷が重い」女性は 11.7％であるが、利用していない女性では 20.8%と約２倍となってい

る。 

 

図表 2-5-3１【一般社員】女性 在宅勤務利用状況別 現在のマミートラックの状況  
Q69 第一子妊娠前から現在までの仕事や今後のキャリアについて、あなたの状況に近い項目を選んでください。 

     ＊「利用していない（制度ない除く）」はサンプル数が少ないため参考値 
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((22))フフレレッッククススタタイイムム制制をを４４割割以以上上がが利利用用ししてていいるる  

  

一般社員において、 「あなたは、フレックスタイム制を利用していますか。」に対し、「コアタイムの

ないフレックスタイムを利用している」と回答した人が、男性で２３．２％、女性で１９．５％、「コアタイ 

ムのあるフレックスタイム制を利用している」と回答した人が、男性で２2.9％、女性で 23.9％と、 

合わせて、男性の４６．１％、女性の４３．４％がフレックスタイム制を利用している。 

 子どもの有無別男女別に見ると、最も利用率が低い子どものいない男性でも、４０．９％と４割を

超えている。 

 

図表 2-5-32【一般社員】男女別フレックスタイム制利用状況 
Q37 あなたは、フレックスタイム制を利用していますか。 

＊フレックスタイム制とは、一定の期間についてあらかじめ定めた総労働時間の範囲内で、労働者が⽇々の始業・終 

業時刻、労働時間を⾃ら決めることのできる制度です。 

＊コアタイムとは、必ず勤務していなければならない時間帯のことです 

 
 

図表 2-5-33【一般社員】子どもの有無別男女別フレックスタイム制利用状況 
Q37 あなたは、フレックスタイム制を利用していますか。 
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男女別企業規模別にフレックスタイム制の利用状況を見ると、男女とも、企業規模が大きくなるほ

ど、利用率が高くなる傾向にある。 

 10,001 人以上の企業では、「コアタイムのないフレックスタイム制を利用している」割合は、男性

で 47.4％、女性で３７．４％、「コアタイムのあるフレックスタイム制を利用している」割合は、男性で

２１．１％、女性で２２．４％である。合わせて、男性で６８．５％、女性で５９．８％がフレックスタイム制を

利用している。 

 

図表 2-5-34【一般社員 男性】 企業規模別 フレックスタイム制利用状況 
Q37 あなたは、フレックスタイム制を利用していますか。 

 
 

図表 2-5-35【一般社員 女性】 企業規模別 フレックスタイム制利用状況 
Q37 あなたは、フレックスタイム制を利用していますか。 
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

 

成成果果をを重重視視すすべべきき。。どどここでで何何時時間間働働くくかかはは関関係係なないい  

 職種にもよるが、必ずしも、毎日 8 時間連続して勤務する必要性は無いと考える。時間の拘束より、
成果に着目するべきと思う。極端にいえば、時と場所を選ばずに働けて、納期までに完了すれば何

でも良い。（男性） 

 

・ダイバーシティは現場の負担が大きい。業務の妨げになる場合がある。現状は在宅勤務なのでそ

の点は解消された。（男性） 

 

・在宅勤務に制限があるため、遠方に住む親の介護などがあると離職せざるを得ない。場所や回

数に制限を設けない方向に進むと良いと思う。（女性） 

 

・女性が結婚、出産後も復帰しやすい環境作りをしてほしい。男性は休暇取得が難しい場合はフレ

ックス制度みたいに時差出社など取り込んでほしい。（女性） 

 

・リモートワークやフレックス制度を認めていない企業はだいたいやばい（男性） 
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第第66章章  チチーームムリリーーダダーー（（TTLL））・・ププロロジジェェククトトママネネーージジャャーー（（PPMM））・・管管理理職職  

へへのの意意欲欲  
  
  この章では、 まず、チームリーダー・プロジェクトマネージャー等を半数以上の人が経験しているこ
と、しかし、30 代後半では、子どもがいない場合でも、チームリーダーやプロジェクトマネージャーで

ある割合の性別差が大きいことを示した。 

次に、チームリーダー、プロジェクトマネージャー、管理職への意欲を男女で比較し、女性において

20代では男性よりもやや高い意欲が、30代で低くなっていることを明らかにした。また、チームリー

ダー、プロジェクトマネージャー、管理職になりたくない理由を 30 代女性について、20 代女性及び

30代男性と比較した。 

 さらに、IT 技術職は、他職種よりは昇格・昇進において男女同等であるが、若い世代の 20 代の

女性でさえ、４割以上が男性のほうが昇格・昇進しやすいと思っていることが明らかとなった。 

現在管理職でも、約 4割は管理職になる前は昇進意欲がなかったこと、女性で昇進意欲がなか

った人でも、管理職としての役割を果たしている人は多いことが明らかとなった。 

 

＊チームリーダーとは、課・部やプロジェクトが大きく、いくつかのチームに分かれている場合のチー

ムのリーダー。 

 

11..TTLL、、PPMMのの経経験験をを半半数数以以上上のの人人ががししてていいるるがが、、男男女女でで差差ががああるる  
 

 「プロジェクトマネージャー、チームリーダー、一部分のリーダー等をしたことがない」人の割合は、

一般社員男性で23.6％、一般社員女性で45.0％であり、半数以上が、プロジェクトマネージャー、

チームリーダー、一部分のリーダー等の経験がある。ただし、男女差が大きく、21.4 ポイントも女性

のほうが経験していない人の割合が高い。 

 

図表 2-6-1【一般社員】男女別 プロジェクトマネージャー、チームリーダー等の経験 

Q14.あなたはプロジェクトマネージャーあるいはチームリーダーですか。複数のプロジェクトを担当し、役割が異なっ

ている場合は、当てはまるものをすべて回答してください。（いくつでも）※チームリーダーとは、課・部やプロジ

ェクトが大きく、いくつかのチームに分かれている場合のチームのリーダーのことです。 
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■■3300 代代でで、、チチーームムリリーーダダーーのの割割合合のの性性別別差差がが大大ききいい  

 

  一般社員で、年代別男女別にチームリーダーの割合を見ると、20 代では女性のほうがやや高い

が、３０代では女性よりも男性のほうが１０．２ポイント高い。 

 
図表 2-6-2 【一般社員】年代別男女別 チームリーダーの割合 

 

 

 

■3300 代代後後半半でではは、、子子どどももががいいなないい人人ででもも、、チチーームムリリーーダダーーのの割割合合にに性性別別差差ががああるる  

 

30 代の一般社員について、30 代前半と後半で、６歳未満の子どもがいる場合と子どもがいな

い場合を男女別にチームリーダーの割合を見た。６歳未満の子どもがいる場合には、30 代前半で

も３０代後半でも、女性より男性のほうが高く、差が大きい。子どもがいない場合は、３０代前半では

1.8 ポイント差であるが、30 代後半では 9.2 ポイントと差が大きくなっている。 

 

図表 2-6-3 子どもの状況別男女別チームリーダーの割合 

【一般社員 30 代前半】                    【一般社員 30 代後半】 
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■■3300代代でで、、ププロロジジェェククトトママネネーージジャャーーのの割割合合のの性性別別差差がが大大ききいい  

 

  一般社員で、年代別男女別にプロジェクトマネージャーの割合を見ると、20代では女性のほうが

やや高いが、３０代では女性よりも男性のほうが 8.8 ポイント高い。 

 
図表 2-6-4【一般社員】年代別男女別 プロジェクトマネージャーの割合 

 

 

  

■■3300代代後後半半でではは、、子子どどももががいいなないい人人ででもも、、ププロロジジェェククトトママネネーージジャャーーのの割割合合にに性性別別差差ががああるる  

 

30 代の一般社員について、30 代前半と後半で、６歳未満の子どもがいる場合と子どもがいな

い場合を男女別にプロジェクトマネージャーの割合を見た。６歳未満の子どもがいる場合には、30

代前半でも３０代後半でも、女性より男性のほうが高く、差が大きい。子どもがいない場合は、３０代

前半では男女差は 2.4 ポイントでほぼ同等であるが、30 代後半では 5.8 ポイントと差が大きくな

っている。 

 

図表 2-6-5 子どもの状況別男女別プロジェクトマネージャーの割合 

【一般社員 30代前半】                    【一般社員 30代後半】 
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＜＜参参考考＞＞  

      

■■77割割以以上上のの人人ががププロロジジェェククトト単単位位でで仕仕事事ををししてていいるる。。ププロロジジェェククトト単単位位でで仕仕事事ををししてていいるる人人はは  

若若いい年年代代でで割割合合がが高高いい  

 

  一般社員について、「あなたは、現在、プロジェクト単位で仕事をしていますか。」に対する「してい

る」の回答割合を見ると、全体では71.3％である。年代別男女別に見ると、20代で男性76.1％、

女性 76.7％、30 代で男性 75.5％、女性 74.9％と若い世代で男女とも割合が高く、男女差はな

い。 

 

図表 2-6-6【一般社員】年代別男女別 プロジェクト単位で仕事をしているか否か 
Q13 あなたは、現在、プロジェクト単位で仕事をしていますか。 
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■■IITT 企企業業でではは、、88 割割のの女女性性ががププロロジジェェククトト単単位位でで働働いいてていいるる  

 

一般社員女性について、「あなたは、現在、プロジェクト単位で仕事をしていますか。」に対する

「している」の回答割合を企業の種類別に見ると、IT 企業・IT 関連のコンサルティング企業では、

80.1％である。 

 

図表 2-6-7【一般社員 女性】企業の種類別 プロジェクト単位で仕事をしているか否か 
Q13 あなたは、現在、プロジェクト単位で仕事をしていますか。 

 
 

 

■■現現在在ププロロジジェェククトト単単位位でで仕仕事事ををししてていいるる人人ははリリーーダダーーシシッッププのの経経験験をを積積んんででいいるる割割合合がが高高いい  

  

一般社員女性について、「あなたは、現在、プロジェクト単位で仕事をしていますか。」に対する回

答別にリーダーシップの経験を見ると、プロジェクト単位で仕事をしている人のほうがどのリーダー

シップについても、経験率が高い。 

 

図表 2-6-8【一般社員 女性】プロジェクト単位で仕事をしているか否か別リーダーシップの経験 
Q14 あなたはプロジェクトマネージャーあるいはチームリーダーですか 
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２２．．TTLL、、PPMM へへのの意意欲欲はは 2200 代代女女性性でではは約約 44 割割、、3300 代代でではは 33 割割未未満満    

  

((11))2200 代代女女性性社社員員でではは約約４４割割ががチチーームムリリーーダダーーへへのの意意欲欲ががああるるがが、、3300 代代女女性性社社員員  

でではは 33 割割未未満満  

 

年代別男女別に「あなたはチームリーダーになりたいですか」に対する回答を見ると、20 代女

性では、「チームリーダーになりたい」「推薦されれば、チームリーダーになりたい」と回答した人の

割合は、男性よりもやや高く、約 4 割である。30 代になると低くなり、男性より 6.5 ポイント低く、

28.1％である。 

 

図表 2-6-9【一般社員】年代別男女別 チームリーダーへの意欲 

Q57 あなたはチームリーダーになりたいですか。 
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■■子子どどももののいいなないい 3300代代女女性性ででもも、、男男性性よよりりチチーームムリリーーダダーーへへのの意意欲欲がが低低いい  

 

30 代におけるチームリーダーへの意欲の男女差が、子どもがいることによる違いであるかどうか

を見るために、子どもがいない人に対象を絞って、年代別男女別に「チームリーダーになりたい」

「推薦されれば、チームリーダーになりたい」と回答した人の割合を見た。20 代女性社員では約 4

割で男性よりやや高いが、30 代では 24.5％と低く、男性のほうが７．７ポイント高い。この結果から、

必ずしも子どもがいるために 30 代女性社員のチームリーダーへの意欲が低くなっているわけでは

ないことが明らかとなった。 

 

図表 2-6-10【子どもがいない一般社員】年代別男女別 チームリーダーへの意欲 

Q57 あなたはチームリーダーになりたいですか。 
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■■チチーームムリリーーダダーーににななりりたたくくなないい理理由由  

 

30 代女性のチームリーダーになりたくない理由として、最も割合が高い項目は、「責任が重くな

るから」で 95.5％、次いで、「性格的にチームリーダーに向いていないから」86.4％、「チームリー

ダーになるための能力、スキル、経験が不足しているから」85.1％、「長時間労働になるから/家

庭・プライベートとの両立が難しくなるから」82.5％である。 

30 代女性を 20 代女性と比べると、30 代女性のほうが５ポイント以上割合が高い項目は、「現

場で仕事をしたいから」（３０代女性 49.4％、２０代女性 38.2％）、「マネジメントの仕事に魅力を

感じないから」（３０代女性 78.6％、２０代女性６8.3％）である。 

30 代女性を 30 代男性と比べると、30 代女性のほうが５ポイント以上割合が高い項目は、「現

場で仕事をしたいから」（３０代女性 49.4％、３０代男性 39.3％）、「チームリーダーになるための

能力、スキル、経験が不足しているから」（３０代女性 85.1％、３０代男性 79.4％）である。また、

「マネジメントの仕事に魅力を感じないから」（３０代女性 78.6％、３０代男性 75.7％、）について

は、男女とも高い割合である。 

 ３０代になる前に女性に対し、マネジメントの仕事の魅力を伝えることやチームリーダーになるため

に必要な仕事経験の付与が必要だということが推察される。 

 

図表 2-6-11【一般社員 20 代・30 代 女性】チームリーダーになりたくない理由 

Q58 チームリーダーになりたくない理由はなんですか。 

 

 

図表 2-6-12【一般社員 20 代・30 代 男性】チームリーダーになりたくない理由 

Q58 チームリーダーになりたくない理由はなんですか。 
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30代 (107) 86.0 93.5 39.3 75.7 79.4 44.9 76.6 83.2 2.8
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((22))2200代代女女性性社社員員でではは約約４４割割ががププロロジジェェククトトママネネーージジャャーーへへのの意意欲欲ああるるがが、、3300代代女女性性

社社員員でではは 33割割未未満満  

 

20 代女性では、「プロジェクトマネージャーになりたい」「推薦されれば、プロジェクトマネージャ

ーになりたい」と回答した人の割合は、男性とほぼ同じで約 4 割である。30 代になると低くなり、男

性より 15.8 ポイント低く、26.0％である。 

チームリーダーへの意欲と比べると、ほぼ同様の傾向である。チームリーダーよりもプロジェクト

マネージャーのほうが責任の重さや範囲が広くなることが多いが、意欲にあまり違いはない。 

 

図表 2-6-13【一般社員】年代別男女別 プロジェクトマネージャーへの意欲 
Q59 あなたはプロジェクトマネージャーになりたいですか。(「今後もプロジェクト単位で仕事をすることはないと 

思う」人除く) 

 
 

  

(ｎ) (%)

男性 (78)

女性 (302)

男性 (263)

女性 (312)

男性 (572)

女性 (161)

男性 (693)

女性 (95)

20代

30代

40代

50代

プロジェクトマネージャー
になりたい

15.4

10.6

9.9

9.0

6.6

6.8

4.6

7.4

推薦されれば、プロジェク
トマネージャーになりたい

26.9

31.1

31.9

17.0

21.9

23.0

12.8

9.5

プロジェクトマネージャー
にはなりたくない

26.9

32.5

36.9

50.6

49.5

52.2

58.3

60.0

考えたことがない

30.8

25.8

21.3

23.4

22.0

18.0

24.2

23.2
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■■子子どどももののいいなないい 3300代代女女性性ででもも、、男男性性よよりりププロロジジェェククトトママネネーージジャャーーへへのの意意欲欲がが低低いい  

  

30 代におけるプロジェクトマネージャーへの意欲の男女差が、子どもがいることによる違いで

あるかどうかを見るために、子どもがいない人に対象を絞って、年代別男女別に「プロジェクト

マネージャーになりたい」「推薦されれば、プロジェクトマネージャーになりたい」と回答した人

の割合を見た。20 代女性社員では約 4 割であり、30 代では 22.6％と低く、男性のほうが

12.0 ポイント高い。この結果から子どもがいるために 30 代女性社員のプロジェクトマネージ

ャーへの意欲が低くなっているわけではないことが明らかになった。 

 

図表 2-6-14【子どもがいない一般社員】 

年代別男女別プロジェクトマネージャーへの意欲 
Q59 あなたはプロジェクトマネージャーになりたいですか。(「今後もプロジェクト単位で仕事をすることはないと 

思う」人除く) 

 

 

  

(ｎ) (%)

男性 (73)

女性 (287)

男性 (173)

女性 (221)

男性 (291)

女性 (86)

男性 (321)

女性 (68)

20代

30代

40代

50代

プロジェクトマネージャー
になりたい

12.3

11.1

6.9

8.6

5.5

7.0

3.4

7.4

推薦されれば、プロジェクト
マネージャーになりたい

28.8

30.3

27.7

14.0

18.6

17.4

10.9

8.8

プロジェクトマネージャー
にはなりたくない

26.0

33.1

37.6

53.8

52.2

58.1

61.1

64.7

考えたことがない

32.9

25.4

27.7

23.5

23.7

17.4

24.6

19.1
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■■ププロロジジェェククトトママネネーージジャャーーににななりりたたくくなないい理理由由  

 

30 代女性のプロジェクトマネージャーになりたくない理由として、最も割合が高い項目は、「責任

が重くなるから」で 94.9％、次いで、「プロジェクトマネージャーになるための能力、スキル、経験が

不足しているから」89.8％、「長時間労働になるから/家庭・プライベートとの両立が難しくなるから」

87.3％である。 

30 代女性を 20 代女性と比べると、30 代女性のほうが５ポイント以上割合が高い項目は、「現

場で仕事をしたいから」（３０代女性 51.0％、２０代女性 41.8％）である。 

30 代女性を３０代男性と比べると、30 代女性のほうが５ポイント以上割合が高い項目は、「漠

然とした不安があり、自信がないから」（３０代女性 84.1％、３０代男性 74.0％）、「プロジェクトマ

ネージャーになるための能力、スキル、経験が不足しているから」(３０代女性 89.8％、３０代男性

84.4％)、「性格的にチームリーダーに向いていないから」(３０代女性８６．６％、３０代男性 

８０．２％)である。 

 30 代になる前に女性に対し、マネジメントの仕事の魅力を伝えるとともに、プロジェクトマネージャ

ーになるための能力、スキル、経験をつけさせつつ、自己肯定感を高めさせることが必要であると推

察される。 

 また、「漠然とした不安があり、自信がないから」の割合が女性のほうが高いのは、女性のほうがイ

ンポスター症候群＊になりやすいということもあるだろう。 

  

＊「インポスター症候群」とは、成功してもその成功を自分の力によるものだとは考えられず、ただ運がよかっただけ
だと思い込んでしまう、自己評価が低い心理状態。 

 

図表 2-6-15【一般社員 20 代・30代 女性】プロジェクトマネージャーになりたくない理由 
Q60 プロジェクトマネージャーになりたくない理由はなんですか。 

 

 

図表 2-6-16【一般社員 20 代・30代 男性】プロジェクトマネージャーになりたくない理由 
Q60 プロジェクトマネージャーになりたくない理由はなんですか。 

 

＊20代はサンプル数が少ないため参考値 

(ｎ)
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な
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そ
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20代 (98) 85.7 95.9 41.8 78.6 93.9 42.9 93.9 89.8 2.0
30代 (157) 87.3 94.9 51.0 75.2 89.8 38.2 84.1 86.6 1.3
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20代 (21) 76.2 76.2 57.1 85.7 76.2 47.6 66.7 71.4 0.0
30代 (96) 90.6 90.6 54.2 79.2 84.4 43.8 74.0 80.2 6.3
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

イインンポポススタターー症症候候群群のの女女性性、、自自信信ががあありりすすぎぎるる男男性性  

 いくつか研修に行かせていただいて、インポスター症候群について聞いたのですが、まさにそうい
う人が半分ぐらいいる。インポスター症候群は女性が多いかなと思います。逆に男性はどうしてこ

れしかできていないのに、そんなに前向きに自分は管理職になれるんだと思っているんだろうって

いう方が多くて、まだもう何年かステイさせたいのに、今年にでも（昇進試験を）受けたい、受けた

いって来る人のほうが男性社員は多いので、男女の差ってすごいなと思っています。・・・管理職に

なりたくありませんとか、今の仕事のやり方がいいっていう、今がベストだと思っていて、それより先

に進みたくないと。今の仕事が好きとか、家庭優先で一担当者として作業しているほうが気持ちが

良いとか、そういう理由で管理職は嫌ですっていう方が女性は多いなっていう印象です。（女性） 

 

リリーーダダーーよよりり裏裏ででササポポーートトすするるほほううがが得得意意  

 上がっていくことに対して、私はあまり人前に出るのが得意ではないので裏でサポートするほうが
得意だと思っているのでリーダーというかチームの上に立つっていうのはちょっとまだ抵抗がある

かなっていう感じはあるんですけれども、今みたいな感じでやれるのであれば、やりがいをもってや

れるかなっていう感じはします。（女性） 

 

 裁量が増えることについては、そういう仕事の仕方が好きな人には向いているが、私はちょっと尻
込みしちゃうところ。（女性） 
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33..  2200 代代女女性性のの 33 割割以以上上がが管管理理職職へへのの昇昇進進意意欲欲あありり  

 

20 代女性では、「管理職になりたい」「推薦されれば、管理職になりたい」と回答した人の割合

は、男性（35.3％）とあまり変わらず 32.7％である。30 代になると低くなり、男性より 17.0 ポイン

ト低く、25.4％である。 

 

令和５年賃金構造基本統計調査（システムコンサルタント・設計者、ソフトウェア作成者、その他

の情報処理・通信技術者）より 20 代一般社員の女性比率が 3 割だと仮定すると、昇進意欲のあ

る人における女性比率は 20 代では 28.4％（＊）となり、現在の管理職における女性比率（情報通

信業平均 10.7％）よりもかなり高い。意欲のある女性をうまく管理職に育てることが必要である。 

 

図表 2-6-17【一般社員】年代別男女別 管理職への意欲 
Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

 
 

管理職になりたくない理由は、第 2 編第３章を参照。 

 

＊20 代の IT 技術職の人数を a 人とすると、女性は、0.3a 人、男性は 0.7a 人。管理職への昇進

意欲のある人は、本調査の割合で計算すると、女性は 0.3a×0.327 人、男性は 0.7a×0.353

人、昇進意欲のある人における女性の割合は、（0.3a×0.327）÷（0.3a×0.32７＋0.7a×

0.353）＝０．２８４ で、28.4％である。 

 

  

(ｎ) (%)

男性 (88)

女性 (330)

男性 (302)

女性 (347)

男性 (650)

女性 (199)

男性 (798)

女性 (107)

20代

30代

40代

50代

管理職になりたい

11.4

9.1

12.6

7.5

7.2

3.5

3.4

8.4

管理職に推薦されれば
なりたい

23.9

23.6

29.8

17.9

22.0

22.6

13.8

15.0

管理職にはなりたくない

48.9

49.4

47.7

62.8

59.7

65.3

68.9

57.9

考えたことがない

15.9

17.9

9.9

11.8

11.1

8.5

13.9

18.7
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■子子どどももののいいなないい 3300代代女女性性ででもも、、男男性性よよりり管管理理職職へへのの昇昇進進意意欲欲がが低低いい 

30 代における管理職への昇進意欲の男女差が、子どもがいることによる違いであるかどうかを

見るために、子どもがいない人に対象を絞って、年代別男女別に昇進意欲（「管理職になりたい」

「管理職に推薦されればなりたい」と回答した人の割合）を見ると、20代の女性は32.0％と３割を

超えているが、30 代では 22.2％と低く、男性のほうが 14.9 ポイント高い。この結果から子どもが

いるために 30 代女性社員の管理職への意欲が低くなっているわけではないことが明らかになっ

た。 

 

図表 2-6-18【子どもがいない一般社員】 年代別男女別 管理職への意欲 

Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

 
  

(ｎ) (%)

男性 (83)

女性 (315)

男性 (202)

女性 (252)

男性 (325)

女性 (113)

男性 (369)

女性 (77)

20代

30代

40代

50代

管理職になりたい

10.8

9.5

9.4

7.1

6.8

2.7

3.3

9.1

管理職に推薦されれば
なりたい

24.1

22.5

27.7

15.1

18.8

22.1

11.1

10.4

管理職にはなりたくない

48.2

50.2

49.5

65.9

63.7

65.5

69.6

63.6

考えたことがない

16.9

17.8

13.4

11.9

10.8

9.7

16.0

16.9
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管理職になりたくない理由【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

ももののづづくくりりがが好好ききななののでで組組織織運運営営ややおお客客様様ととのの関関係係構構築築ははスストトレレススがが大大ききいい  

 現場でシステム構築してだんだん上に上がっていくという人たちを管理職にしていくのがそもそも
適しているのかどうかな、と疑問に思うときはある。ものづくりが好きで、技術が好きで入ってきた

人たちを組織運営に行けと言ってもみんな嫌がる気がしていて。逆にそれ専用の人そっち志望の

人がプロジェクトの実態を知りながら、だんだん上がっていってもらうほうが、組織運営で上がりた

いと思う人が出てくるんじゃないかなという気はちょっとしています。・・・複数プロジェクト横断して

見て、その中でよい悪いを見たり、お客様との継続的な関係などをかなり意識してやっていったり

しなければいけないというところはなかなかストレスもありますね。（女性） 

 

管管理理職職はは仕仕事事がが相相手手ででははななくく人人がが相相手手ににななるる  

 現場の仕事が好きなので、管理職になると仕事が相手じゃなくて人が相手みたいな感じになる。
部下をちゃんと評価するとか、モチベーションを上げさせるとか。ちょっと頑張りどころが今までとは

変わってきてしまうので、私は技術に親しんでいたいという気持ちがあるので、そういう意味でもあ

まり管理職になりたいとは思わないですね。（女性） 

 

案案件件にに中中途途半半端端なな関関りりししかかででききなないいののががネネッックク  

 課長層はメンバーが何人かいて、メンバーがそれぞれのプロジェクトに入り、マネジメント層はプロ
ジェクトを４，５個抱えていて、お客様に価値を提供することから離れているように見える。自分はお

客様にベストなサービスを提供したいので、案件への中途半端な関りしかできないのがマネジメ

ントのネック。（女性） 

 

 （管理職になりたくないのは）メンバーにまず楽しいという意識づけができてない。これはもう決定
的な理由ですね。（男性） 

 

 （管理職は）事務作業が多い。（女性） 
 

 エンジニアとか技術大好きな人が多いのでマネージャーはやりたがらない。（女性） 
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44..どどうういいうう場場合合にに、、管管理理職職へへのの意意欲欲がが高高いいかか  

  

■■育育成成がが計計画画的的にに行行わわれれてていいなないい場場合合にに比比べべ、、育育成成がが計計画画的的にに行行わわれれてていいるる場場合合、、管管理理職職へへのの

意意欲欲がが高高いい  

 

 20 代と 30 代一般社員女性について、「あなたの育成は計画的に行われていると思いますか。 」

に対する回答別に管理職への昇進意欲を見た。育成が計画的に行われていないと思っている（「そ

う思わない」）場合、「管理職になりたい」「管理職に推薦されればなりたい」と回答した割合は２０

代で 20.5％、30 代で 24.3％と低いが、育成が計画的に行われていると思っている（「そう思う」）

場合、２０代で 40.5％、３０代で 40.９％である。（３０代「そう思う」はサンプル数が少ないので参考

値） 

 

図表 2-6-19【一般社員 ２０代 女性】育成計画の認識別 管理職への意欲 

Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

 

 

図表 2-6-20【一般社員 3０代 女性】育成計画の認識別 管理職への意欲 

Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

       ＊「そう思う」はサンプル数が少ないので、参考値。 
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■■チチャャレレンンジジンンググなな仕仕事事をを任任さされれてていいるる場場合合、、管管理理職職へへのの意意欲欲がが高高いい  

 

20 代と 30 代一般社員女性について、「あなたの上司は日々の業務の中であなたに少し高い目

標や経験値より少し困難な仕事を任せてチャレンジさせていますか。」に対する回答別に、昇進への

意欲を見た。上司が日々の業務の中で少し高い目標や経験値より少し困難な仕事を任せてチャレ

ンジさせていると思っていない（そう思わない）場合、「管理職になりたい」「管理職に推薦されれば

なりたい」と回答した割合は 2０代で 21.1％、３０代で１７．５％と低いが、チャレンジさせていると思

う（そう思う）場合、２０代では４６．１％、３０代で 35.0％である。 

 

図表 2-6-21【一般社員 20 代 女性】上司の仕事の与え方別 管理職への意欲 
Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

＊「そう思わない」はサンプル数が少ないため参考値 

 

図表 2-6-22【一般社員 ３0 代 女性】上司の仕事の与え方別 管理職への意欲 
Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 
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■■リリーーダダーーシシッッププのの経経験験をを積積んんででいいるるとと管管理理職職へへのの昇昇進進意意欲欲がが高高いい  

 

20 代と 30 代一般社員女性について、リーダー・プロジェクトマネージャー等の経験の有無別に

管理職への昇進意欲を見ると、プロジェクトマネージャーやチームリーダーになったことがない人よ

りも、プロジェクトマネージャーやチームリーダーをしている人のほうが管理職への昇進意欲が高い。

リーダーシップの経験を積むと、管理職へのハードルが低くなると推測される。 

 

図表 2-6-23【一般社員 20 代 女性】 

リーダー・プロジェクトマネージャーの経験の有無別昇進意欲 
Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

 

＊「プロジェクトマネージャ―」、「以前はプロジェクトマネージャーあるいはチームリーダーをしていたが、現在はしていない

はサンプル数が少ないため参考値 

 

図表 2-6-24【一般社員 ３0 代 女性】 

リーダー・プロジェクトマネージャーの経験の有無別昇進意欲 
Q62 あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。 

 

＊「プロジェクトマネージャ―」はサンプル数が少ないため参考値  
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55．．2200 代代女女性性のの４４割割以以上上がが「「男男性性ののほほううがが昇昇格格・・昇昇進進ししややすすいい」」とと回回答答    
  

■■他他職職種種よよりりもも昇昇格格・・昇昇進進ににおおいいてて性性別別にによよるる差差ががなないいとと思思わわれれてていいるる  

  

「あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差があると思いますか」に対し「性別に

よる差はないと思う」と回答した人の割合を男女別に他職種と比較すると、男性で、IT 技術職

64.9%、他職種は 53.8％と、IT 技術職のほうが他職種よりも１１．１ポイント高い。女性で、IT

技術職 51.8%、他職種は３６．１％と、IT 技術職のほうが他職種よりも 15.7 ポイント高い。 

 

図表 2-6-25【一般社員】 男女別 昇格・昇進における性別の差 
Q47 あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差があると思いますか。 

 
 

図表 2-6-26 他職種:DE＆I 調査（総合職・IT 以外の仕事） 

【一般社員】 男女別 昇格・昇進における性別の差 
あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差があると思いますか。 

 
 

   

(ｎ) (%)

男性 (1838)

女性 (983)

男性のほうが
昇格・昇進しやすいと思う

28.9

45.7

女性のほうが
昇格・昇進しやすいと思う

6.2

2.5

性別による差はないと思う

64.9

51.8

(ｎ) (%)

男性 (561)

女性 (326)

男性のほうが
昇格・昇進しやすいと思う

38.3

61.7

女性のほうが
昇格・昇進しやすいと思う

7.9

2.2

性別による差はないと思う

53.8

36.1
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■■年年代代別別男男女女別別にに見見ててもも、、他他職職種種よよりり、、昇昇格格・・昇昇進進ににおおいいてて性性別別にによよるる差差ががなないいとと思思わわれれてていいるるがが、、

2200 代代女女性性ででささええ４４割割以以上上がが「「男男性性ののほほううがが昇昇格格・・昇昇進進ししややすすいい」」とと回回答答  

  

「あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差があると思いますか」に対し「性別による

差はないと思う」と回答した人の割合は、年代別男女別に他職種と比較すると、どのカテゴリーにお

いても高い。 

しかし、「男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う」と回答した人の割合は、50 代女性では

62.6％と最も高く、次いで、40 代女性で 55.3％である。男女で認識の違いは大きいが、男性の

40代、50代でも、3割近くが「男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う」と回答している。 

20代の女性においても、4割以上が「男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う」と回答している。

もっとも平等が進んでいると思われる IT 技術職においてさえ、いまだに、昇格・昇進による女性差

別はなくなっていないと推察される。   

 

図表 2-6-27【一般社員】 年代別男女別 昇格・昇進における性別の差 
Q47 あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差があると思いますか。 

 
 

図表 2-6-28 他職種:DE&I 調査（総合職・IT以外の仕事） 

【一般社員】 年代別男女別 昇格・昇進における性別の差 
あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差があると思いますか。 

 
＊「女性 50代」はサンプル数が少ないため参考値 
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【インタビュー調査・アンケート調査自由記述より】 

・男性と女性に能力的な差はないと思います。・・・時間単位の成果で評価する、時間の使い方やチ

ームビルディング等も含めて評価することで、能力の高い女性の登用につながると思います。（女

性） 

 

 個人のスキルや価値観が認められる企業が増えたり、少しずつでも変化してそうなっていく組織や
企業が増えるといいと思う。今は上司などによる差なども大きいと思う。（女性） 

 

・まだまだ女性の昇進は難しい。（女性） 

  

  

■■専専門門職職ココーーススががああるる場場合合、、昇昇格格・・昇昇進進ににおおいいてて性性別別にによよるる差差ががなないいとと思思っってていいるる割割合合がが高高いい  

 

20 代・３０代の一般社員女性について、「あなたの勤務先/雇用先のキャリアコースはどのような

ものですか。一番近いものを選んでください。」に対する回答別に「あなたの職場では、昇格・昇進

において性別による差があると思いますか。」に対して「性別による差はないと思う」と回答した割

合を見ると、「マネジメント力の発揮度合いと技術の専門性の発揮度合いの両方の評価による多様

なキャリアコースがある」でもっとも高く 63.1％、次いで「入社した時点で専門職コース（マネジメ

ント職はめざさない）がある」で 59.6％、「中堅社員になってから専門職コースとマネジメント職コ

ースが分かれている」で54.5％と 5割を超えているが、「専門職コースがない（マネジメント職コー

スだけがある）」では 44.9％と低い。 

 

図表 2-6-29【一般社員 ２０代・３０代 女性】 

キャリアコース別 昇格・昇進における性別の差 
Q47 あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差があると思いますか。 

  

＊Q4 に「その他」と回答した人は、表示していない。  
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66..管管理理職職ににななるる前前にに昇昇進進意意欲欲ががななくくててもも、、管管理理職職のの役役割割をを果果たたししてていいるる人人がが多多いい  

  
■■現現在在管管理理職職のの人人ででもも、、約約 44割割はは管管理理職職ににななるる前前はは昇昇進進意意欲欲ががななかかっったた  

 

現在管理職になっている人に「あなたは、管理職になる前、管理職になりたいと思っていましたか」

に対し、「管理職になりたくないと思っていた」「考えたことがなかった」と回答した人の割合が、男

性 36.3％、女性 42.9％である。 

 

図表 2-6-30【管理職】男女別 管理職になる前の昇進意欲 

Q65 あなたは、管理職になる前、管理職になりたいと思っていましたか。 

 
  

 

■■管管理理職職へへのの昇昇進進意意欲欲ががななかかっったた人人ででもも、、管管理理職職のの役役割割をを果果たたししてていいるるとと認認識識ししてていいるる人人がが多多いい  

 

管理職男性について、管理職前の昇進意欲別に管理職になってからの変化や役割認識の結果

を見ると、昇進意欲がなかった人は、「マネジメントの仕事に魅力を感じている」は 34.5％と低いが、

「自分が成長できた」77.3％、「新しいことができた」90.6％、「裁量権が大きくなった」７６．４％と

高く、「部下育成ができた/部下のモチベーションを上げられた」6６．４％、「多様な人が能力を発揮

できる職場にできた」59.６％も約 6割である。 

管理職女性についても同様に、管理職前の昇進意欲別に管理職になってからの変化や役割認

識の結果を見ると、昇進意欲がなかった人は、「マネジメントの仕事に魅力を感じている」は28.2％

と低いが、「自分が成長できた」87.2％、「新しいことができた」94.9％、「裁量権が大きくなった」

84.6％は非常に高い割合であり、「部下育成ができた/部下のモチベーションを上げられた」

61.5％、「多様な人が能力を発揮できる職場にできた」59.0％も約 6割である。 

管理職への昇進意欲がない場合にも、管理職になってみると、管理職の役割を果たしている女

性が多いと言える。 

「自分が成長できた」（女性 87.2％、男性 77.3％）、「新しいことができた」（女性 94.9％、男

性 90.6％）、「裁量権が大きくなった」（女性 84.6％、男性７６．４％）については、管理職男性より

も割合が高い。 

 

図表 2-6-31【管理職】男女別 管理職前の昇進意欲別 管理職になってから当てはまること 
Q68 あなたは、管理職になってから、以下のことが当てはまりますか。 

 

(ｎ) (%)

管理職男性 (1081)

管理職女性 (98)

管理職になりたいと思っ
ていた

31.6

26.5

管理職に推薦されれば
なりたいと思っていた

32.0

30.6

管理職にはなりたくない
と思っていた

25.6

33.7

考えたことがなかった

10.7

9.2

(ｎ)

自分が成長できた 新しいことができた 裁量権が大きく
なった

部下育成ができた/
部下のモチベーショ
ンを上げられた

多様な人が能力を
発揮できる職場に
できた

マネジメントの仕事
に魅力を感じている

管理職になりたいと思って
いた/管理職に推薦されれ
ばなりたいと思っていた

(675) 92.4 93.6 88.9 81.3 73.0 72.7

管理職にはなりたくないと
思っていた/考えたことがな
かった

(339) 77.3 90.6 76.4 66.4 59.6 34.5

管理職になりたいと思って
いた/管理職に推薦されれ
ばなりたいと思っていた

(54) 94.4 98.1 79.6 83.3 74.1 66.7

管理職にはなりたくないと
思っていた/考えたことがな
かった

(39) 87.2 94.9 84.6 61.5 59.0 28.2

男
性
管
理
職

女
性
管
理
職

第
2
編　
第
6
章　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー（
T
L
）・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
P
M
）・
管
理
職
へ
の
意
欲

236


	第2 編　調査結果の詳細
	第1 章 男女の仕事経験の違い
	1. 重要な仕事の経験の違いは、時間制約ではなく、性別の差
	2. 20 代女性社員の4 割近くが「重要な仕事は男性が担当することが多い」と認識
	3. 女性は男性より収入が低い

	第2 章 仕事と育児等との両立・職場風土
	1. 他職種よりも、いったんマミートラックに陥る割合が高い
	2. 時間制約のある人は仕事の難易度を下げられると、IT 技術職のほうが思っていない
	3-1. 「仕事もプライベートも同じように重視している」割合は、子育て女性で最も高い
	3-2. 「ともに重視派」は、「仕事派」よりも仕事への意欲が高い
	4. 管理職のほうが、残業しない人を「仕事を任せにくい」「やる気がない」と思っている
	5. 他職種よりも、男性が育児休業を取得しやすい
	６. 職場風土について

	第3 章 管理職の長時間労働の実態と管理職になりたくない理由
	第4 章 女性が活躍できる職場とは？
	1. どういう職場で、活躍している（貢献＆SWS）女性の割合が高いか
	2. どういう場合に、管理職の女性割合が高いか
	3. 管理職(男女)は、どういう場合に残業が少ない働き方をしているか

	第5 章 働き方の現状
	1.  緊急時対応の経験では男女の差が大きくないが、深夜勤務では男女差が大きい
	2. 要件定義変更時の対応の仕方は働きやすさへの影響が大きい
	3. IT 企業の残業の原因は見積もり工数増と会議
	4. 女性より男性のほうが残業が多い
	5. 柔軟な働き方がしやすい

	第6 章 チームリーダー（TL）・プロジェクトマネージャー（PM）・管理職への意欲
	1. TL、PM の経験を半数以上の人がしているが、男女で差がある
	2. TL、PM への意欲は20 代女性では約4 割、30 代では3 割未満
	3. 20 代女性の3 割以上が管理職への昇進意欲あり
	4. どういう場合に、管理職への意欲が高いか
	5. 20 代女性の4割以上が「男性のほうが昇格・昇進しやすい」と回答
	6. 管理職になる前に昇進意欲がなくても、管理職の役割を果たしている人が多い



